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部 名
ペ ー ジ
番 号

資　料　名

市 民 1～3 過去３年間に実施した新規・拡充・廃止・縮小事業の一覧（市民部所管分） 塩見

市 民 4 過去５年間の市民課窓口での交付件数
後藤
(恭 )

市 民 5 市民課窓口業務一部委託業務導入前後の運営実績
後藤
(久 )

市 民 6 過去５年間における戸籍住民登録事業の証明書等窓口・コンビニ交付数、窓口受付数及び平均待ち時間の推移 塩見

市 民 7 交流活動館管理事業における修繕料の決算額の推移（過去10年分）
後藤
(久 )

市 民 8 連合自治会単位の自治会加入率（過去10年間）と支援策 林

都市魅力 1～4 過去３年間に実施した新規・拡充・廃止・縮小事業の一覧（都市魅力部所管分） 塩見

都市魅力 5 過去５年間の市長杯（旗）体育大会開催状況及び委託料 林

学校教育 1～7 過去３年間に実施した新規・拡充・廃止・縮小事業の一覧 （学校教育部所管分） 塩見

学校教育 8 過去５年間の小・中学校管理事業におけるふるさと納税充当実績（「子育て・学び」分）
後藤
(恭 )

学校教育 9～11 令和７年度（2025年度）小・中学校改修事業の学校別執行状況
後藤
(久 )

学校教育 12～13 過去３年間の学校・保育施設等包括管理業務における対象管理業務の発注及び執行状況 塩見

学校教育 14～16 過去３年間の小・中学校別老朽化対策の実績 林

学校教育 17 中学校部活動の外部委託の実施状況等
後藤
(久 )

学校教育 18 教職員人事権移譲に係る大阪府教育庁との協議状況（過去５年間） 野田

学校教育 19 教員の働き方改革に関する事業（取組状況） 野田 林

学校教育 20～58 総合教育会議における人事権移譲に関わる全ての議事録 野田

学校教育 59～61 不登校児童・生徒・保護者への支援・対策内容と効果（過去５年間） 野田 塩見 林

学校教育 62 小・中学校別支援学級数、児童・生徒数及び障がい児介助員数等の配置数の推移（過去５年間） 塩見

学校教育 63 吹田市外への異動と吹田市外から異動してきた教職員数（過去５年間）
後藤
(恭 )

学校教育 64 教職員の懲戒処分の事案と大阪府教育委員会への報告内容（過去10年間）
後藤
(恭 )

学校教育 65～66 大阪府、大阪市、堺市及び豊能地区における小・中学校の教員採用試験の倍率（過去５年間、教科別） 野田

学校教育 67 吹田市立小・中学校教諭の欠員数（過去５年間、教科別） 野田

学校教育 68 吹田市立小・中学校教諭の病気休職者数と補充講師数（過去５年間） 野田

要求委員名



部 名
ペ ー ジ
番 号

資　料　名 要求委員名

学校教育 69～70
「主訴別教育相談の件数及び種別」の実人数及び「スクールカウンセラー・出張教育相談の配置状況及び相談回
数」の実人数（過去５年間）

後藤
(恭 )

学校教育 71 指導改善研修受講対象者数（過去５年間） 野田

学校教育 72 中核市移行後の吹田市における教員の法定研修一覧 野田

学校教育 73
ＧＩＧＡスクール構想開始から令和7年度（2025年度）までの教育用タブレット購入・更新及び通信ネットワーク
整備・再構築の執行状況

塩見

地域教育 1～3 過去３年間に実施した新規・拡充・廃止・縮小事業の一覧（地域教育部所管分） 塩見



市民部資料





部 名
ペ ー ジ
番 号

資　料　名

市 民 1～3 過去３年間に実施した新規・拡充・廃止・縮小事業の一覧（市民部所管分） 塩見

市 民 4 過去５年間の市民課窓口での交付件数
後藤
(恭 )

市 民 5 市民課窓口業務一部委託業務導入前後の運営実績
後藤
(久 )

市 民 6 過去５年間における戸籍住民登録事業の証明書等窓口・コンビニ交付数、窓口受付数及び平均待ち時間の推移 塩見

市 民 7 交流活動館管理事業における修繕料の決算額の推移（過去10年分）
後藤
(久 )

市 民 8 連合自治会単位の自治会加入率（過去10年間）と支援策 林

要求委員名





過去３年間に実施した新規・拡充・廃止・縮小事業の一覧 （市民部所管分）№1 市民部市民相談室

№ 室課 実施年度 区分 小事業 事業内容 成果
決算額
（円）

前年度
決算額
（円）

制度
改正等

1
市民総務室
（市民相談室）

令和７年度
（2025年度）

拡充 消費生活事業
防犯機能付電話機等購入補助事業の実施による拡
充

防犯機能付電話機等購入補助
交付件数　498件

4,729,800 7,561,300 市

2
市民課
（市民室）

令和７年度
（2025年度）

拡充 戸籍住民登録事業
市民課窓口業務委託、統計表等書類電子化（ペー
パーレス化）業務委託及び、フロアUPS（停電時
電源供給装置）の更新による拡充

番号札の発券から呼び出しまでの待
ち時間の短縮に繋げた。

133,996,762 0 市

3 人権政策室
令和７年度

（2025年度）
拡充 非核平和都市宣言事業

市民平和のつどい公演事業、非核平和資料展、原
爆被害等VR体験、官学連携事業など、戦後８０年
に伴う啓発関連事業実施による拡充

・市民平和のつどい公演入場者数
　令和6年度(2024年度)　275名
　令和7年度(2025年度)　409名
・非核平和資料展入場者数
　令和6年度(2024年度)　247名
　令和7年度(2025年度)　627名

946,143 0 市

4 市民自治推進室
令和７年度

（2025年度）
拡充 コミュニティ活動支援事業

自治会加入促進等活動補助金の対象要件の拡大に
よる拡充

地域住民の親睦を深め、自治会員の
新規加入へつながる契機づくりに寄
与

268,488 173,583 市

5
市民総務室
（市民相談室）

令和６年度
（2024年度）

拡充 消費生活事業
防犯機能付電話機等購入補助事業の実施による拡
充

防犯機能付電話機等購入補助
交付件数　799件

7,561,300 8,987,900 市

6
市民課
（市民室）

令和６年度
（2024年度）

拡充 国民年金事業
留学生対象の年金制度説明会実施に伴う通訳者同
行の実施による拡充

外国人留学生が国民年金に関して適
切な理解が可能となった。

10,000 0 市

7
市民課
（市民室）

令和６年度
（2024年度）

拡充 戸籍住民登録事業

大漢和辞典（デジタル版）導入による拡充
令和５年度（2023年度）から繰越し・氏名の振り仮名
法制化に伴う戸籍附票、住民記録、コンビニ交付シス
テムの改修による拡充

業務の効率化及び法改正への対応に
より、市民サービス向上へ繋げた。

43,412,600 0 国

市民部（1）



過去３年間に実施した新規・拡充・廃止・縮小事業の一覧 （市民部所管分）№2 市民部市民相談室

№ 室課 実施年度 区分 小事業 事業内容 成果
決算額
（円）

前年度
決算額
（円）

制度
改正等

8
市民課
（市民室）

令和６年度
（2024年度）

廃止
市民サービスコーナー管理
事業

市民サービスコーナー管理の廃止 - 0 9,692,326 市

9 人権政策室
令和６年度

（2024年度）
拡充 人権推進事業 犯罪被害者等支援による拡充

犯罪被害者等見舞金支給件数
令和６年度(2024年度) ０件
令和７年度(2025年度) ０件

0 0 市

10 市民自治推進室
令和６年度

（2024年度）
拡充 コミュニティ活動支援事業 自治会活動補助金の増額による拡充

住民相互の親睦と相互扶助の向上を
図る

2,384,315 0 市

11 市民自治推進室
令和６年度

（2024年度）
拡充 市民ホール管理事業 危険樹木調査の実施による拡充

危険樹木を把握し、倒木の回避・利
用者の安全確保に寄与

75,026 0 市

12 市民自治推進室
令和６年度

（2024年度）
拡充 竹見台多目的施設管理事業 危険樹木調査の実施による拡充

危険樹木を把握し、倒木の回避・利
用者の安全確保に寄与

468,910 0 市

13 市民自治推進室
令和６年度

（2024年度）
拡充

コミュニティセンター管理
事業

危険樹木調査の実施による拡充
危険樹木を把握し、倒木の回避・利
用者の安全確保に寄与

187,564 0 市

14
市民総務室
（市民相談室）

令和５年度
（2023年度）

拡充 消費生活事業
防犯機能付電話機等購入補助事業の実施による拡
充

防犯機能付電話機等購入補助
交付件数　957件

8,987,900 0 市

市民部（2）



過去３年間に実施した新規・拡充・廃止・縮小事業の一覧 （市民部所管分）№3 市民部市民相談室

№ 室課 実施年度 区分 小事業 事業内容 成果
決算額
（円）

前年度
決算額
（円）

制度
改正等

15
市民総務室
（市民相談室）

令和５年度
（2023年度）

縮小
情報公開、個人情報保護事
業

法改正に伴う個人情報保護審議会に係る諮問対象
の変更及び個人情報苦情処理委員制度の廃止によ
る縮小

ー 168,000 562,800 国・市

16
市民課
（市民室）

令和５年度
（2023年度）

拡充 国民年金事業 遠隔窓口相談システム導入による拡充
来庁困難な方が身近な出張所におい
て年金に関する相談可能となった。

2,554,750 0 市

17
市民課
（市民室）

令和５年度
（2023年度）

拡充 戸籍住民登録事業
窓口受付支援システムの出張所への配置による拡充
市民課窓口業務の最適化に係るコンサルタント委託
による拡充

業務プロセス及び持続可能な体制の
構築について支援を受け、業務再構築
を図った。

9,426,632 0 市

18
市民課
（市民室）

令和５年度
（2023年度）

縮小
市民サービスコーナー管理
事業

市民サービスコーナー管理の縮小 - 9,692,326 10,868,966 市

19 人権政策室
令和５年度

（2023年度）
拡充 人権推進事業 パートナーシップ宣誓証明制度導入による拡充

パートナーシップ宣誓件数
令和５年度(2023年度)：７件
令和６年度(2024年度)：６件
令和７年度(2025年度)：３件

24,759 0 市

市民部（3）



市民部市民室

4～11月 12～3月 4～11月 12～3月 4～11月 12～3月 4～11月 12～3月
4～11月

（業務委託前）
12～3月

（業務委託後）

1 戸籍謄抄本等※１ 25,829 14,787 19,270 10,691 19,545 11,714 29,824 16,469 30,843 15,284

2 住民票等※２、※３ 63,777 37,540 54,479 29,657 43,749 22,702 43,992 20,942 38,371 17,978

3 印鑑登録証明書※３ 23,712 11,805 22,062 10,621 18,157 9,218 18,555 9,146 15,693 7,433

4 諸証明※４ 2,934 1,873 2,060 1,014 1,853 1,040 1,806 1,003 1,972 1,030

※ 郵送請求は含まない。ただし令和３年度（2021年度）は集計上、郵送請求を含む。
※１ 戸籍謄抄本等は、戸籍謄抄本の他に、戸籍届の受理証明書、戸籍届の記載事項証明書（届書の写し）を含む。
※２ 住民票等は、閲覧、広域住民票、戸籍附票、住民票記載事項証明書を含む。
※３ 住民票等及び印鑑登録証明書は土曜コーナーでの交付分を含む。
※４ 諸証明は、成年被後見人等に関する証明、破産者でないことの証明、独身証明書等

　過去５年間の市民課窓口での交付件数

（単位：件）

No. 種別

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

令和６年度
（2024年度）

令和７年度
（2025年度）

市民部 （4）



市民部市民室

１　市民課窓口業務一部委託業務導入前後の平均待ち時間（※１）

委託導入前 委託導入後 委託導入前 委託導入後 委託導入前 委託導入後

令和６年度
（2024年度）

令和７年度
（2025年度）

令和６年度
（2024年度）

令和７年度
（2025年度）

令和６年度
（2024年度）

令和７年度
（2025年度）

(受付：市職員) (受付：市職員) (受付：市職員) (受付：委託事業者) (受付：市職員) (受付：委託事業者)

12月 0:35:56 0:12:44 ▲0:23:12 0:34:34 0:29:39 ▲0:04:55 0:00:58 0:05:53 0:04:55

1月 0:31:31 0:09:18 ▲0:22:13 0:27:15 0:23:34 ▲0:03:41 0:02:04 0:05:35 0:03:31

２月 0:40:58 0:12:05 ▲0:28:53 0:35:33 0:22:01 ▲0:13:32 0:01:50 0:03:46 0:01:56

３月 0:59:16 0:26:36 ▲0:32:40 1:34:44 1:10:59 ▲0:23:45 0:02:32 0:06:03 0:03:31

※１　待ち時間：番号札が発券されてから受付窓口で番号を呼ぶまでの時間

※２　住民異動届等窓口：住民異動届、印鑑登録、マイナンバーカード関連届等、戸籍届以外の届出・申請窓口

２　市民課窓口業務一部委託業務導入前後の職員数

※　市民課窓口業務の委託範囲ではない、年金、パスポート、マイナンバー、戸籍及び庶務担当の職員数は除く。

（単位：時：分：秒）

戸籍届窓口 住民異動届等窓口（※２） 証明発行窓口

前後比 前後比 前後比

（単位：人）

委託導入前 委託導入後

令和７年（2025年）
４月１日時点

令和７年（2025年）
12月１日時点

正職員 41 37 ▲４

会計年度任用職員 12 2 ▲10

前後比

市民部　（5）



市民部市民室

４～11月 12～３月
(業務委託前) (業務委託後)

(1)戸籍謄抄本等※2 40,616 29,961 31,259 46,293 30,843 15,284

(2)住民票等※3 101,317 84,136 66,451 64,934 38,371 17,978

(3)印鑑登録証明書 35,517 32,683 27,375 27,701 15,693 7,433

(4)諸証明※4 4,807 3,074 2,893 2,809 1,972 1,030

(1)戸籍謄抄本 4,584 7,349 12,516 11,387 6,265 3,742

(2)住民票 33,625 46,295 59,068 65,887 46,337 28,311

(3)印鑑登録証明書 21,528 28,725 39,450 45,863 31,834 17,821

(1)戸籍届窓口 7,281 6,356 6,384 6,296 4,103 2,063

(2)住民異動届等窓口 45,615 47,925 45,762 43,121 27,773 16,777

(3)証明発行窓口 68,038 69,941 62,952 64,739 37,836 20,310

(1)戸籍届窓口 0:21:40 0:31:49 0:21:56 0:27:20 0:39:27 0:15:13

(2)住民異動届等窓口 0:19:35 0:31:08 0:22:20 0:32:11 0:36:10 0:39:29

(3)証明発行窓口 0:01:08 0:00:53 0:00:57 0:01:24 0:03:54 0:05:19

※ 土曜コーナーの実績を含む。
※１ 郵送請求は含まない。ただし令和３年度（2021年度）は集計上、郵送請求を含む。
※２ 戸籍謄抄本等は、戸籍謄抄本の他に、戸籍届の受理証明書、戸籍届の記載事項証明書（届書の写し）を含む。
※３ 住民票等は、閲覧、広域住民票、戸籍附票、住民票記載事項証明書を含む。
※４ 諸証明は、成年被後見人等に関する証明、破産者でないことの証明、独身証明書等
※５ 待ち時間は、番号札が発券されてから受付窓口で番号を呼ぶまでの時間

過去５年間における戸籍住民登録事業の証明書等窓口・コンビニ交付数、窓口受付数及び平均待ち時間の推移

No. 項目 種別
令和３年度
(2021年度)

令和４年度
(2022年度)

令和５年度
(2023年度)

令和６年度
(2024年度)

令和７年度
(2025年度)

4
平均待ち時間※5

（時：分：秒）

1

証明書等
窓口交付数※１

（件）

2
証明書等

コンビニ交付数
（件）

3
窓口受付数

（件）

市民部（6）



（単位：円）

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

（2016年度） （2017年度） （2018年度） （2019年度） （2020年度） （2021年度） （2022年度） （2023年度） （2024年度） （2025年度）

30,728,620 36,790,623 51,104,523 28,409,200 26,439,219 39,596,956 29,907,878 28,536,927 33,440,921 33,369,859

うち需用費修繕料 1,719,360 1,658,232 713,923 1,763,240 1,602,711 4,285,688 1,327,700 689,166 1,546,215 1,387,364

市民部人権政策室交流活動館

交流活動館管理事業における修繕料の決算額の推移（過去１０年分）

区　分

事業費総額

市民部（7）



１
　
自
治
会
加
入
率
（
各
年
度
４
月
１
日
現
在
）

（
単
位
：
％
）

No
地
区
名

平
成
2
8
年
度

(
2
0
1
6
年
度
)

平
成
2
9
年
度

(
2
0
1
7
年
度
)

平
成
3
0
年
度

(
2
0
1
8
年
度
)

令
和
元
年
度

（
2
0
1
9
年
度
）

令
和
２
年
度

（
2
0
2
0
年
度
）

令
和
３
年
度

（
2
0
2
1
年
度
）

令
和
４
年
度

（
2
0
2
2
年
度
）

令
和
５
年
度

（
2
0
2
3
年
度
）

令
和
６
年
度

（
2
0
2
4
年
度
）

令
和
７
年
度

（
2
0
2
5
年
度
）

1
吹
一
・
吹
六
地
区

5
7
.
9

5
5
.
6

5
3
.
3

5
0
.
8

5
1
.
1

4
8
.
7

4
5
.
1

4
5
.
2

4
1
.
3

4
0
.
4

2
吹
二
地
区

4
9
.
9

4
9
.
4

4
8
.
8

4
6
.
9

4
6
.
8

4
2
.
4

4
2
.
6

4
1
.
8

4
1
.
2

3
9
.
7

3
吹
三
地
区

5
6
.
9

5
5
.
8

5
5
.
5

5
5
.
9

5
3
.
9

5
4
.
1

5
1
.
2

4
9
.
9

4
7
.
1

4
5
.
1

4
東
地
区

5
8
.
6

5
7
.
2

5
6
.
3

5
5
.
4

5
4
.
1

5
3
.
4

5
1
.
7

5
0
.
7

4
9
.
1

4
7
.
5

5
吹
南
地
区

3
2
.
7

3
2
.
2

3
3
.
3

3
1
.
9

3
0
.
1

2
8
.
6

2
7
.
5

2
4
.
8

2
3
.
1

2
2
.
6

6
山
手
地
区

4
5
.
1

4
4
.
3

4
2
.
9

4
1
.
0

3
9
.
7

3
9
.
0

3
7
.
9

3
6
.
2

3
4
.
4

3
3
.
4

7
片
山
地
区

5
7
.
9

5
8
.
3

5
7
.
6

5
5
.
2

5
3
.
8

5
0
.
7

5
0
.
1

4
9
.
7

4
7
.
4

4
3
.
0

8
千
一
地
区

4
3
.
0

4
2
.
2

4
0
.
3

3
8
.
5

3
8
.
2

3
6
.
6

3
4
.
2

3
2
.
8

3
1
.
5

3
0
.
1

9
千
二
地
区

4
9
.
8

4
8
.
8

4
7
.
2

4
7
.
0

4
4
.
9

4
2
.
0

4
1
.
0

4
0
.
8

4
0
.
4

3
9
.
0

10
千
三
地
区

4
6
.
9

4
6
.
1

4
5
.
8

4
4
.
4

4
3
.
6

4
2
.
4

4
2
.
3

4
0
.
9

3
9
.
8

3
9
.
7

11
千
里
新
田
地
区

4
6
.
3

4
5
.
9

4
4
.
4

4
1
.
2

4
0
.
5

4
0
.
1

3
9
.
6

3
8
.
1

3
9
.
5

4
0
.
2

12
佐
井
寺
地
区

2
9
.
3

2
8
.
2

2
7
.
8

2
5
.
4

2
5
.
1

2
3
.
8

2
0
.
7

2
0
.
3

2
0
.
4

2
0
.
7

13
五
月
が
丘
地
区

4
4
.
2

4
3
.
7

4
3
.
1

4
1
.
8

4
4
.
0

3
9
.
4

3
9
.
5

3
8
.
0

3
7
.
7

3
7
.
0

14
岸
部
地
区

4
9
.
6

4
8
.
3

4
6
.
6

4
5
.
9

4
4
.
5

4
0
.
3

3
9
.
7

3
6
.
2

3
1
.
4

2
9
.
9

15
豊
一
地
区

2
4
.
5

2
3
.
3

2
2
.
1

2
1
.
4

1
9
.
9

1
8
.
9

1
8
.
2

1
7
.
3

1
5
.
9

1
5
.
8

16
豊
二
地
区

1
8
.
6

1
7
.
4

1
6
.
7

1
6
.
1

1
5
.
3

1
4
.
4

1
2
.
8

1
1
.
5

1
0
.
9

1
0
.
2

17
江
坂
大
池
地
区

3
6
.
2

3
5
.
3

3
4
.
1

3
3
.
5

3
6
.
3

3
2
.
6

3
1
.
7

3
5
.
3

2
9
.
6

2
8
.
4

18
江
坂
連
合

2
8
.
9

2
7
.
0

2
5
.
1

2
4
.
1

2
2
.
5

1
9
.
9

1
9
.
2

1
5
.
7

1
7
.
7

1
6
.
9

19
山
一
地
区

5
8
.
6

5
7
.
5

5
8
.
0

5
6
.
6

5
3
.
4

5
4
.
4

5
3
.
0

5
1
.
7

5
4
.
0

5
1
.
7

20
北
山
田
地
区

6
5
.
9

6
4
.
5

6
4
.
5

6
3
.
5

6
6
.
4

6
1
.
4

5
9
.
3

5
7
.
4

5
8
.
1

5
7
.
9

21
西
山
田
地
区

8
3
.
6

8
2
.
8

8
2
.
9

8
2
.
4

8
2
.
6

8
2
.
8

8
1
.
2

7
9
.
9

8
0
.
2

8
0
.
2

22
南
山
田
地
区

5
3
.
2

5
3
.
0

5
2
.
1

5
1
.
5

5
2
.
2

4
7
.
7

4
7
.
1

4
5
.
2

4
3
.
5

4
2
.
0

23
東
山
田
地
区

6
8
.
6

6
6
.
8

6
6
.
7

6
7
.
3

6
8
.
4

6
5
.
3

6
6
.
2

6
5
.
6

6
3
.
2

6
2
.
1

24
千
里
丘
地
区

5
0
.
9

6
0
.
3

5
7
.
5

5
7
.
3

5
5
.
3

5
4
.
3

5
6
.
1

5
4
.
3

4
1
.
9

4
3
.
1

25
山
三
地
区

8
4
.
9

8
4
.
7

8
4
.
7

8
4
.
1

8
3
.
1

8
2
.
1

8
1
.
2

8
0
.
0

7
8
.
9

7
8
.
9

26
山
五
地
区

6
4
.
8

6
5
.
2

6
5
.
8

6
4
.
7

6
5
.
9

6
4
.
6

6
4
.
5

6
3
.
6

6
1
.
6

6
1
.
1

27
佐
竹
台
地
区

6
8
.
4

6
5
.
7

6
9
.
2

6
2
.
0

6
3
.
0

6
2
.
0

6
2
.
5

6
1
.
7

6
0
.
3

6
1
.
7

28
高
野
台
地
区

8
0
.
1

7
8
.
7

7
9
.
1

7
7
.
8

7
3
.
5

7
0
.
6

6
7
.
3

6
5
.
8

6
3
.
3

6
2
.
4

29
桃
山
台
地
区

5
7
.
3

5
7
.
8

5
6
.
3

5
3
.
7

6
8
.
0

6
6
.
9

5
8
.
2

5
7
.
6

5
7
.
4

5
9
.
9

30
竹
見
台
地
区

5
8
.
3

5
5
.
1

5
4
.
0

5
2
.
6

6
0
.
9

4
3
.
6

4
2
.
8

4
0
.
4

4
2
.
2

3
9
.
8

31
津
雲
台
地
区

5
5
.
8

5
2
.
4

5
1
.
6

5
0
.
6

4
8
.
8

4
8
.
7

4
7
.
7

4
5
.
1

4
6
.
8

4
7
.
4

32
古
江
台
地
区

7
7
.
1

7
9
.
3

7
6
.
6

7
6
.
1

7
5
.
8

7
5
.
3

7
3
.
4

7
0
.
7

7
1
.
1

7
0
.
0

33
藤
白
台
地
区

7
9
.
4

8
1
.
0

8
1
.
2

8
0
.
5

8
1
.
1

7
8
.
1

7
8
.
0

7
7
.
9

7
8
.
1

7
2
.
6

34
青
山
台
地
区

5
5
.
3

5
6
.
7

5
4
.
3

5
2
.
8

5
2
.
7

4
8
.
4

4
4
.
8

4
6
.
1

4
5
.
1

4
3
.
7

5
1
.
6

5
1
.
0

5
0
.
1

4
8
.
6

4
8
.
4

4
6
.
0

4
4
.
8

4
3
.
4

4
1
.
7

4
0
.
7

２
　
支
援
策
に
つ
い
て

（
1
）
補
助
事
業

　
ア
　
自
治
会
活
動
補
助
金
…
連
合
自
治
会
が
行
う
様
々
な
自
治
会
活
動
に
対
す
る
補
助
　

　
イ
　
集
会
施
設
整
備
等
事
業
補
助
金
…
自
治
会
集
会
施
設
の
整
備
費
用
や
集
会
施
設
を
借
り
て
い
る
場
合
の
賃
料
に
対
す
る
補
助

　
ウ
　
自
治
会
加
入
促
進
等
活
動
補
助
金
…
自
治
会
加
入
促
進
を
行
う
自
治
会
主
催
の
事
業
に
対
す
る
補
助

（
2
）
そ
の
他

　
　
　
自
治
会
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
・
配
布
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
自
治
会
活
動
の
広
報
、
自
治
会
加
入
促
進
チ
ラ
シ
の
配
布
等

市
民
部
市
民
自
治
推
進
室

連
合
自
治
会
単
位
の
自
治
会
加
入
率
（
過
去
10
年
間
）
と
支
援
策

合
計

市民部（8）



都市魅力部資料





部 名
ペ ー ジ
番 号

資　料　名

都市魅力 1～4 過去３年間に実施した新規・拡充・廃止・縮小事業の一覧（都市魅力部所管分） 塩見

都市魅力 5 過去５年間の市長杯（旗）体育大会開催状況及び委託料 林

要求委員名





都市魅力部地域経済振興室

№ 室課 実施年度 区分 小事業 事業内容 成果 決算額（円）
前年度

決算額（円）
制度
改正等

1 地域経済振興室
令和７年度
（2025年度）

拡充 商工振興事業
吹田産業フェア補助金の第40回記念事業等実施に
よる拡充

アンケート回答者のうち約半数が
産業フェアに初めて来場した方で
あり、認知度向上及び新たな来場
者の開拓に寄与

13,942,081 11,000,000 市

2 地域経済振興室
令和７年度
（2025年度）

拡充 商工振興事業 プレミアム付デジタル商品券事業実施による拡充
市民の家計負担軽減及び市内消費
の喚起

0 0 国

3 地域経済振興室
令和７年度
（2025年度）

拡充 商工振興事業
中小企業等ブーストアップ補助金の創設による拡
充

市内中小企業者が行う生産性向上
に向けた取組の促進

16,500 0 国

4
シティプロモー
ション推進室

令和７年度
（2025年度）

拡充
都市魅力創造
事業

2025年日本国際博覧会を契機としたシティプロ
モーション事業の実施による拡充
事業費総額

2025年日本国際博覧会の機運醸成
とシティプロモーションの促進に
寄与

40,908,200 31,577,889 市

5
シティプロモー
ション推進室

令和７年度
（2025年度）

拡充
都市魅力発信
事業

EXPOCITYでの魅力発信イベント運営事業の実施に
よる拡充

シティプロモーションの促進に寄
与

729,489 0 市

6
文化スポーツ推

進室
令和７年度
（2025年度）

拡充 文化振興事業
メイシアター開館40周年記念公演の開催による拡
充

障がいの有無に関わらず誰でも参
加できるダンス公演の機会の提供

2,557,025 0 市

7
文化スポーツ推

進室
令和７年度
（2025年度）

拡充 文化振興事業
企業版ふるさと納税を活用したコンサートの実施
による拡充

市民が身近にオーケストラの演奏
に触れることのできる機会の提供

4,976,082 0 市

過去３年間に実施した新規・拡充・廃止・縮小事業の一覧（都市魅力部所管分）№１

都市魅力部（1）



都市魅力部地域経済振興室

№ 室課 実施年度 区分 小事業 事業内容 成果 決算額（円）
前年度

決算額（円）
制度
改正等

8
文化スポーツ推

進室
令和７年度
（2025年度）

拡充 文化振興事業 ストリートピアノ設置に係る拡充
文化施設以外の場所で気軽に文
化・芸術に触れることのできる機
会の提供

334,410 0 市

9 地域経済振興室
令和６年度
（2024年度）

拡充 商工振興事業 中小企業人材育成支援補助金の創設による拡充
従業員等の研修費用に対して補助
金を交付し、市内中小企業者の経
営力向上に寄与

106,000 0 市

10 地域経済振興室
令和６年度
（2024年度）

拡充
商店街等支援
事業

吹田市商工業団体事業活動促進補助金の対象事業
の拡充

商店街等が行う万博の機運醸成に
係る事業に補助することで、万博
の機運醸成及びにぎわい創出に寄
与

224,461 0 市

11
シティプロモー
ション推進室

令和６年度
（2024年度）

拡充
都市魅力創造
事業

2025年日本国際博覧会を契機としたシティプロ
モーション事業の実施による拡充
事業費総額

2025年日本国際博覧会の機運醸成
とシティプロモーションの促進に
寄与

31,577,889 12,061,064 市

12
シティプロモー
ション推進室

令和６年度
（2024年度）

拡充
都市魅力発信
事業

シティプロモーション促進補助金の増額による拡
充

地域活性化イベントの充実 750,000 0 市

13
シティプロモー
ション推進室

令和６年度
（2024年度）

縮小
都市魅力発信
事業

情報発信プラザの廃止による縮小
事業費総額

― 29,636,535 31,259,687 市

14
文化スポーツ推

進室
令和６年度
（2024年度）

拡充 文化振興事業 文化に係る大会等出場奨励金の創設による拡充
全国規模等大会出場者への奨励金
交付により文化の振興に寄与

40,000 0 市

過去３年間に実施した新規・拡充・廃止・縮小事業の一覧（都市魅力部所管分）№２

都市魅力部（2）



都市魅力部地域経済振興室

№ 室課 実施年度 区分 小事業 事業内容 成果 決算額（円）
前年度

決算額（円）
制度
改正等

15
文化スポーツ推

進室
令和６年度
（2024年度）

拡充
生涯スポーツ
促進事業

スポーツ大会出場奨励金の創設による拡充
全国規模等大会出場者への奨励金
交付によりスポーツの振興に寄与

1,280,000 0 市

16 地域経済振興室
令和５年度
（2023年度）

拡充 農業振興事業 地産地消推進事業補助金の拡充
市内産農産物の生産拡大、農業者
の所得拡大に寄与

359,560 97,900 市

17 地域経済振興室
令和５年度
（2023年度）

拡充 商工振興事業
中小企業等チャレンジ補助金の実施年度延長によ
る拡充

市内中小企業者が行う新分野展開
等の取組に対して補助金を交付
し、経営力向上に寄与

60,154,474 134,620,896 国

18 地域経済振興室
令和５年度
（2023年度）

拡充
商店街等支援
事業

吹田市商工業団体事業活動促進補助金の対象事業
の拡充

商店街等が行うイベントの新型コ
ロナウイルス感染症対策費に補助
することで、安心安全な商店街等
の事業実施を支援

0 224,780 市

19 地域経済振興室
令和５年度
（2023年度）

拡充
地域就労支援
事業

就労体験事業の実施期間の延長等による拡充
事業費総額

参加者及び受入先事業者の利便性
の向上に寄与

173,280 116,640 市

20 地域経済振興室
令和５年度
（2023年度）

拡充
勤労者会館管
理事業

防犯カメラレコーダー設置による拡充
施設管理における安全面の確保に
寄与

489,500 0 市

21
シティプロモー
ション推進室

令和５年度
（2023年度）

拡充
都市魅力創造
事業

2025年日本国際博覧会を契機としたシティプロ
モーション事業の実施による拡充
事業費総額

2025年日本国際博覧会の機運醸成
とシティプロモーションの促進に
寄与

12,061,064 0 市

過去３年間に実施した新規・拡充・廃止・縮小事業の一覧（都市魅力部所管分）№３

都市魅力部（3）



都市魅力部地域経済振興室

№ 室課 実施年度 区分 小事業 事業内容 成果 決算額（円）
前年度

決算額（円）
制度
改正等

22
シティプロモー
ション推進室

令和５年度
（2023年度）

拡充
すいたフェス
タ事業

すいたフェスタに係る熱中症対策等の充実による
拡充

すいたフェスタの円滑な運営に寄
与

3,000,000 0 市

23
文化スポーツ推

進室
令和５年度
（2023年度）

拡充 文化振興事業
文化会館（メイシアター）さつき跡における若手
アーティストの育成実施による拡充

若手アーティストが出演するイベ
ントの実施

706,762 0 市

24
文化スポーツ推

進室
令和５年度
（2023年度）

拡充
文化会館管理
事業

若手アーティストの育成に係る文化会館（メイシ
アター）さつき跡の修繕による拡充

若手アーティストの発表の場を創
設

15,077,260 0 市

25
文化スポーツ推

進室
令和５年度
（2023年度）

拡充及び
縮小

多文化共生推
進事業

外国人支援等の実施に伴う拡充及び縮小
外国人等を対象とした子育て支援
や交流事業の実施

33,587,500 16,371,804 市

過去３年間に実施した新規・拡充・廃止・縮小事業の一覧（都市魅力部所管分）№４

都市魅力部（4）
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学校教育部資料





部 名
ペ ー ジ
番 号

資　料　名

学校教育 1～7 過去３年間に実施した新規・拡充・廃止・縮小事業の一覧 （学校教育部所管分） 塩 見

学校教育 8 過去５年間の小・中学校管理事業におけるふるさと納税充当実績（「子育て・学び」分）
後 藤
（恭）

学校教育 9～11 令和７年度（2025年度）小・中学校改修事業の学校別執行状況
後 藤
（久）

学校教育 12～13 過去３年間の学校・保育施設等包括管理業務における対象管理業務の発注及び執行状況 塩 見

学校教育 14～16 過去３年間の小・中学校別老朽化対策の実績 林

学校教育 17 中学校部活動の外部委託の実施状況等
後 藤
（久）

学校教育 18 教職員人事権移譲に係る大阪府教育庁との協議状況（過去５年間） 野 田

学校教育 19 教員の働き方改革に関する事業（取組状況） 野 田 林

学校教育 20～58 総合教育会議における人事権移譲に関わる全ての議事録 野 田

学校教育 59～61 不登校児童・生徒・保護者への支援・対策内容と効果（過去５年間） 野 田 塩見 林

学校教育 62 小・中学校別支援学級数、児童・生徒数及び障がい児介助員数等の配置数の推移（過去５年間） 塩 見

学校教育 63 吹田市外への異動と吹田市外から異動してきた教職員数（過去５年間）
後 藤
（恭）

学校教育 64 教職員の懲戒処分の事案と大阪府教育委員会への報告内容（過去10年間）
後 藤
（恭）

学校教育 65～66 大阪府、大阪市、堺市及び豊能地区における小・中学校の教員採用試験の倍率（過去５年間、教科別） 野 田

学校教育 67 吹田市立小・中学校教諭の欠員数（過去５年間、教科別） 野 田

学校教育 68 吹田市立小・中学校教諭の病気休職者数と補充講師数（過去５年間） 野 田

学校教育 69～70
「主訴別教育相談の件数及び種別」の実人数及び「スクールカウンセラー・出張教育相談の配置状況及び相談回
数」の実人数（過去５年間）

後 藤
（恭）

学校教育 71 指導改善研修受講対象者数（過去５年間） 野 田

学校教育 72 中核市移行後の吹田市における教員の法定研修一覧 野 田

学校教育 73
ＧＩＧＡスクール構想開始から令和7年度（2025年度）までの教育用タブレット購入・更新及び通信ネットワーク
整備・再構築の執行状況

塩 見

要求委員名





学校教育部教育総務室　　　　　　　

№ 室課 実施年度 区分 小事業 事業内容 成果 決算額（円）
前年度

決算額（円）
制度

改正等

1 教育未来創生室
令和7年度

（2025年度）
拡充 教育活動支援事業 小学校への市費専科指導講師の配置

配置対象校における教員の時間外在校
等時間数を削減することができた。

8,746,506 0 市

2 保健給食室
令和7年度

（2025年度）
拡充 小学校給食事業

小学校給食費無償化
【令和７年度（2025年度）：４月～９月及び１月～３月無償化】
【令和6年度（2024年度）：4月～9月無償化】

子育て世帯への経済的支援を行うことが
できた。

827,577,114 489,468,533 市

3 保健給食室
令和7年度

（2025年度）
拡充 中学校給食事業

中学校給食費半額補助
【令和7年度（2025年度）：4月～3月半額補助】
【令和６年度（2024年度）：4月～3月半額補助】

子育て世帯への経済的支援を行うことが
できた。

130,636,994 122,161,310 市

4 保健給食室
令和7年度

（2025年度）
拡充 小学校給食事業 ＡＩを使用した学校給食献立作成に係る実証実験

過去の献立をもとに、AIによる献立作成
を実施することができた。

550,000 0 市

5 保健給食室
令和7年度

（2025年度）
拡充 中学校給食事業 ＡＩを使用した学校給食献立作成に係る実証実験

過去の献立をもとに、AIによる献立作成
を実施することができた。

550,000 0 市

6 学校教育室
令和7年度

（2025年度）
拡充 教育活動支援事業 居場所サポーターの配置

校内教育支援教室への居場所サポー
ターの配置を５校から20校に拡大し、取
組充実により、新規の不登校児童生徒数
の抑制を図ることができた。

30,832,506 7,483,685 市

7 学校教育室
令和7年度

（2025年度）
拡充 教育活動支援事業 外国人等児童・生徒支援業務

日本語指導教室もAI翻訳機を導入し、
日本語指導を必要とする児童生徒への
日本語指導等の支援を図ることができ
た。

2,766,500 0 市

8 教育センター
令和7年度

（2025年度）
拡充

学校教育情報通信
ネットワーク事業

中学校採点支援システムの導入

採点支援システムを導入することにより、
採点業務における時間や採点ミスの削減
など校務の効率化が進み、授業研究時間
を充実させることができた。

2,296,580 0 市

9 教育センター
令和7年度

（2025年度）
拡充 教育相談事業

教育支援教室に係るスタッフ体制の充実（発達相談員等）
（決算額は事業総額）

教育支援教室に発達相談員を配置する
ことにより、近年増加している発達障がい
の児童生徒への適切なサポートができ
た。

市

10 教育センター
令和7年度

（2025年度）
拡充 教育相談事業

教育支援教室に係る教育相談員の体制充実
（決算額は事業総額）

教育支援教室に係る教育相談員を増員
することにより、増加した入室児童・生徒
及び保護者の相談に応じ、一人一人の状
況にあった支援を検討することができた。

市

過去３年間に実施した新規・拡充・廃止・縮小事業の一覧 （学校教育部所管分） №1

164,114,444 128,655,452

学校教育部（1）



学校教育部教育総務室　　　　　　　

№ 室課 実施年度 区分 小事業 事業内容 成果 決算額（円）
前年度

決算額（円）
制度

改正等

11 教育センター
令和7年度

（2025年度）
廃止

北部消防庁舎等複合
施設建設事業

北部消防庁舎等複合施設建設（教育センター）事業の廃止 ― 0 67,252,388 市

12 学校管理課
令和６年度

（2024年度）
拡充 中学校管理事業 プール清掃業務の実施 教員の負担を軽減することができた。 1,775,400 0 市

13 学務課
令和６年度

（2024年度）
廃止

高等学校等学習支援
金支給事業

高等学校等学習支援金支給事業の廃止 ― 21,688,000 ― 市

14 教育未来創生室
令和６年度

（2024年度）
拡充 小学校管理事業

学校規模適正化に伴う通学路の安全対策の実施による拡充
（令和６年度（2024年度）～令和11年度（2029年度）長期継続
契約　2,618,000円）

新しい通学路に防犯カメラを設置し、安
全性を向上させた。

0 0 市

15 教育未来創生室
令和６年度

（2024年度）
拡充 小学校管理事業 学校規模適正化に係る支援事業

学校の統合に伴い、山三小の魅力向上、
児童の精神的なケアに寄与した。

3,874,282 0 市

16 保健給食室
令和６年度

（2024年度）
拡充 中学校給食事業 中学校全員給食の実施

中学校全員給食実施の事業者募集に係
る外部有識者への意見聴取を行うことが
できた。

10,800 0 市

17 保健給食室
令和６年度

（2024年度）
拡充 中学校給食事業

中学校給食費半額補助
【令和6年度（2024年度）：4月～3月半額補助】
【令和5年度（2023年度）：4月～3月半額補助】

子育て世帯への経済的支援を行うことが
できた。

122,161,310 77,526,236 市

18 保健給食室
令和６年度

（2024年度）
拡充 小学校給食事業

小学校給食費無償化
【令和6年度（2024年度）：4月～9月無償化】
【令和5年度（2023年度）：4月～3月無償化】

子育て世帯への経済的支援を行うことが
できた。

489,468,533 1,035,037,085 市

過去３年間に実施した新規・拡充・廃止・縮小事業の一覧 （学校教育部所管分） №2

学校教育部（2）



学校教育部教育総務室　　　　　　　

№ 室課 実施年度 区分 小事業 事業内容 成果 決算額（円）
前年度

決算額（円）
制度

改正等

19 学校教育室
令和６年度

（2024年度）
拡充 特別支援教育事業 医療的ケアに係る運営会議の設置

医療的ケア児の安全を確保したケア体制
の構築を目的に、学校生活における留意
事項や看護師配置に関すること等を協議
する運営協議会を設置し、その構成員に
医師1名を配置した。医師が医療的ケア
看護師等に対して助言等を行うことで医
療的ケア看護師のスキルアップにつなげ
ることができた。

132,000 0 市

20 学校教育室
令和６年度

（2024年度）
拡充 教育活動支援事業 居場所サポーターの配置

小学校5校をモデル校として不登校対応
支援員である居場所サポーターを配置
し、校内教育支援教室の取組の充実を図
ることができた。

7,483,685 0 市

21 教育センター
令和６年度

（2024年度）
拡充

学校教育情報通信
ネットワーク事業

ＧＩＧＡスクール端末更新に係るアドバイザー事業の実施
検討会議を設置し、外部人材の指導助言
を得ながら、GIGAスクール端末の更新
を進めることができた。

120,000 0 市

22 教育センター
令和６年度

（2024年度）
拡充 中学校管理事業 モバイルルータ貸与対象者の拡充

生徒の家庭環境や健康状態により、一時
的に自宅外に滞在し、通信環境の整備が
必要な者にも貸与できるようにした。（実
績なし）

0 0 市

23 教育センター
令和６年度

（2024年度）
拡充 小学校管理事業 モバイルルータ貸与対象者の拡充

児童の家庭環境や健康状態により、一時
的に自宅外に滞在し、通信環境の整備が
必要な者にも貸与できるようにした。（実
績は１人（１か月））

1,500 0 市

24 教育センター
令和６年度

（2024年度）
拡充 中学校管理事業 中学校におけるGIGA端末不足の解消

iPadを中学校2校に配備し、当該校で使
用しているWindows端末を回収し、回
収した端末を他校で運用することで、端
末不足の解消を図ることができた。

43,450,000 0 市

25 教育センター
令和６年度

（2024年度）
拡充 教育相談事業

新しい教育支援教室の開室及び新たな不登校支援体制の構築
（決算額は事業総額）

入室対象児童・生徒の拡充が可能となっ
た。また、多様な子どもに目の行き届く体
制をとり不登校児童・生徒の支援を実施
したことで、前年度の倍以上の200名近
い児童・生徒が活用した。

128,655,452 85,025,656 市

過去３年間に実施した新規・拡充・廃止・縮小事業の一覧 （学校教育部所管分） №3

学校教育部（3）



学校教育部教育総務室　　　　　　　

№ 室課 実施年度 区分 小事業 事業内容 成果 決算額（円）
前年度

決算額（円）
制度

改正等

26 教育センター
令和６年度

（2024年度）
拡充 教育相談事業

教育支援教室における不登校児童生徒指導員の人員拡充
（決算額は事業総額）

教育支援教室（あるくの森）の見守り・指
導を行う不登校児童・生徒指導員の人員
を５人増員し、入室児童・生徒数の増加
に対応できた。

市

27 教育センター
令和６年度

（2024年度）
拡充 教育相談事業

出張教育相談体制の充実
（決算額は事業総額）

相談者のニーズに応じたタイミングで相
談に応じることができ、児童、保護者の安
心・安全、適切な支援につながった。ま
た、学校で開かれる会議への出席が増
え、心理的な見立てによる助言を効果的
に行うことができた。

市

28 学校管理課
令和5年度

（2023年度）
拡充 中学校営繕事業

防犯カメラの設置
(令和５年度(2023年度)～令和10年度（2028年度）債務負担
行為　21,026,429円)

防犯体制を強化することができた。 0 0 市

29 学校管理課
令和5年度

（2023年度）
拡充 小学校営繕事業

防犯カメラの設置
(令和５年度(2023年度)～令和10年度（2028年度）債務負担
行為　48,840,071円)

防犯体制を強化することができた。 0 0 市

30 学校管理課
令和5年度

（2023年度）
拡充 小学校管理事業 小学校の教職員用更衣休養室の環境改善業務

教職員の労働環境を向上させることがで
きた。

468,594 0 市

31 学校管理課
令和5年度

（2023年度）
拡充 中学校管理事業 樹木診断調査業務及び調査結果に基づく危険木の剪定等業務

の実施

安全な教育環境を確保することができ
た。

13,691,990 0 市

32 学校管理課
令和5年度

（2023年度）
拡充 小学校管理事業

樹木診断調査業務及び調査結果に基づく危険木の剪定等業務
の実施

安全な教育環境を確保することができ
た。

33,832,960 0 市

過去３年間に実施した新規・拡充・廃止・縮小事業の一覧 （学校教育部所管分） №4

学校教育部（4）



学校教育部教育総務室　　　　　　　

№ 室課 実施年度 区分 小事業 事業内容 成果 決算額（円）
前年度

決算額（円）
制度

改正等

33 学務課
令和5年度

（2023年度）
拡充 教育総務事業 学事・援助金システム構築支援

国のすすめる地方公共団体情報システ
ムの標準化に伴い、就学システムを標準
化仕様のシステムに移行するために必要
な業務の再構築を行うとともに、新システ
ムの構築に必要な調達条件の整理等を
行った。

13,872,000 0 国

34 教育未来創生室
令和5年度

（2023年度）
拡充 教育活動支援事業

中学校部活動運営等業務の委託（試行）
(令和５年度（2023年度）～令和７年度(2025年度)債務負担
行為　37,640,296円)

令和6年(2024年)4月から試行的に実
施する中学校部活動管理運営業務（5校
5部活）の委託事業者を選定した。

24,000 0 市

35 保健給食室
令和5年度

（2023年度）
拡充 小学校給食事業 学校給食運営会議設置

学校給食の運営等に関して、学校関係者
や保護者の意見を聴取することができ
た。

33,600 0 市

36 保健給食室
令和5年度

（2023年度）
拡充 中学校給食事業

中学校給食費半額補助
【令和5年度(2023年度)：4月～3月半額補助】
【令和4年度(2022年度)：4月～3月半額補助】

子育て世帯への経済的支援を行うことが
できた。

77,526,236 74,396,067 市

37 保健給食室
令和5年度

（2023年度）
拡充 小学校給食事業

小学校給食費無償化
【令和5年度(2023年度)：4月～3月無償化】
【令和4年度(2022年度)：4月～3月無償化】

子育て世帯への経済的支援を行うことが
できた。

1,035,037,085 926,542,188 市

38 保健給食室
令和5年度

（2023年度）
廃止

給食用物資購入資金
貸付事業

給食用物資購入資金貸付事業の廃止
【令和4年度（2022年度）については、小学校給食費無償化に
より小学校給食事業から支出したため、決算額は0円】

― 0 0 市

39 学校教育室
令和5年度

（2023年度）
拡充 特別支援教育事業 医療的ケア児への支援体制整備

当室に、医療的ケア児等コーディネー
ター養成研修を修了した正規職員の看
護師を配置したことにより、市域全体の
医療的ケア児支援の体制整備が進むとと
もに、学校との調整も円滑に行われるよ
うになり、より効果的な支援につなげるこ
とができた。

12,000 0 市

過去３年間に実施した新規・拡充・廃止・縮小事業の一覧 （学校教育部所管分） №5

学校教育部（5）



学校教育部教育総務室　　　　　　　

№ 室課 実施年度 区分 小事業 事業内容 成果 決算額（円）
前年度

決算額（円）
制度

改正等

40 学校教育室
令和5年度

（2023年度）
拡充 学校教育支援事業 学校清掃教育支援業務の委託

小学校３校で、学校清掃に関する専門的
な知見と新しい清掃用具の提供により、
衛生的かつ効率的な清掃の実施・検証を
行い、あわせて、協働性や社会性を育む
ために異学年による活動としての取組み
を行うことができた。

1,488,278 325,170 市

41 学校教育室
令和5年度

（2023年度）
拡充 教育活動支援事業 小規模校加配教員の中学校への配置

教員数が少ないことにより学校力の低下
が生じないよう、小学校の小規模校（12
学級以下（支援学級を含む））を対象とし
て実施していた非常勤講師の加配配置
を、中学校の小規模校（11 学級以下（支
援学級を含む））まで対象を拡充。配置し
た非常勤講師が、教員数が少ない小規
模校の学校組織体制を補完し、教育の充
実を図ることができた。

6,493,651 6,490,332 市

42 学校教育室（教育
未来創生室）

令和5年度
（2023年度）

拡充 学校教育支援事業 ICTを用いた健康観察による児童・生徒支援体制の構築

毎日の健康観察に学習用端末のアプリを
活用し、児童・生徒の心や体調の変化へ
の気づきや相談支援のきっかけづくりを
行い、いじめの早期発見・早期対応に努
めた。

6,600,000 0 市

43 学校教育室
令和5年度

（2023年度）
拡充 特別支援教育事業 学びの場の変更に伴う障がい児補助員の配置

令和４年（２０２２年）４月文部科学省発出
の「特別支援学級及び通級による指導の
適切な運用」の通知に伴い、学びの場を
通常学級へ変更する児童・生徒への合理
的配慮を含むサポートを実施する補助員
42人分の人材確保にむけて募集・調整
を進めたが、十分な人数を確保するには
至らなかった。

69,330,087 55,132,702 市

44 学校教育室
令和5年度

（2023年度）
拡充 英語教育推進事業

英語指導助手の派遣期間延長等
(令和５年度（2023年度）～令和８年度（2026年度）債務負担
行為)

中学校で勤務（派遣業務）する英語指導
助手（AET）の配置時間を17時まで延長
したことにより、1～6限目にAETを配置
する英語の時間割を組めるようになり、
時間割編成の柔軟度が高まり、生徒が
AETと実践的なやり取りができる時数は
増えた。また、複数年契約とすることで、
より質の高い派遣AETを確保することが
できた。

81,635,268 70,703,424 市

45 学校教育室
令和5年度

（2023年度）
縮小 教育活動支援事業 中学校非常勤講師配置事業の廃止 ― ― 0 市

過去３年間に実施した新規・拡充・廃止・縮小事業の一覧 （学校教育部所管分） №6

学校教育部（6）



学校教育部教育総務室　　　　　　　

№ 室課 実施年度 区分 小事業 事業内容 成果 決算額（円）
前年度

決算額（円）
制度

改正等

46 学校教育室
令和5年度

（2023年度）
縮小 教育活動支援事業 修学旅行等における感染防止策等補助金の廃止 ― ― 47,420,418 国

47 教育センター
令和5年度

（2023年度）
拡充 教育相談事業 不登校児童生徒の創作活動・体験活動教室の実施

多様な活動の中から児童・生徒がやりた
いことをみつけて体験することや、活動の
中で他者と関わりを持つことなど、児童・
生徒の社会的自立に向けた生きる力の
育成に取り組むことができた。

517,500 0 市

48 教育センター
令和5年度

（2023年度）
拡充

教育課題調査・研究
推進事業

未来型教育支援教室の設置に向けた不登校支援体制の構築

日々の心身の健康観察の状況から、
個々の児童・生徒のメンタルヘルスの状
態に対するアセスメントを行い、適切な支
援の方向性を明らかにし、児童・生徒一
人ひとりに丁寧に関わる体制づくりに取り
組むことができた。

3,178,720 0 市

49 教育センター
令和5年度

（2023年度）
拡充 中学校管理事業 プログラミング教材導入

プログラミング教材を導入したことで、生
徒が双方向性のある論理的思考力や問
題解決力の育成に繋がった。また、授業
内での活用を通して、生徒が主体的に課
題に取り組む姿が見られるようになり、
ICTを活用した探究的な学びの推進にも
寄与することができた。

7,202,800 0 市

過去３年間に実施した新規・拡充・廃止・縮小事業の一覧 （学校教育部所管分） №7

学校教育部（7）



学校教育部学校管理課

（単位：円）

年　度 小事業名 歳出決算額 うちふるさと納税充当額

小学校管理事業 1,628,704,827 507,125,215

中学校管理事業 625,146,433 243,260,716

小学校管理事業 1,566,081,153 417,322,688

中学校管理事業 576,917,859 171,429,759

小学校管理事業 1,581,841,668 502,046,944

中学校管理事業 530,438,424 195,448,746

小学校管理事業 1,313,009,951 350,066,500

中学校管理事業 445,253,961 151,737,924

小学校管理事業 991,770,584 248,572,000

中学校管理事業 378,832,276 98,714,000

学校教育部（8）

※使途を指定していない寄附金を含みます。

令和７年度
（2025年度）

過去５年間の小・中学校管理事業におけるふるさと納税充当実績（「子育て・学び」分）

令和６年度
（2024年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）



学校教育部学校管理課

学校教育部教育未来創生室

学校教育部学校教育室

（単位：円）

学校名
需用費

（消耗品費）
役務費 委託料

使用料及び
賃借料

工事請負費 備品購入費 学校別合計 主な執行内容

１ 吹田第二小学校 ― 152,200 20,900,000 ― ― ― 21,052,200
昇降機（エレベーター）設置工事実施設
計業務

２ 吹田第三小学校 ― ― 7,685,289 ― 213,011,700 ― 220,696,989 校舎大規模改造工事及び工事監理業務

３ 吹田東小学校 ― ― 5,419,297 ― 2,418,000 ― 7,837,297
空調設備改修工事及びトイレリニューア
ル工事実施設計業務

４ 吹田第六小学校 ― ― 7,592,611 ― 169,071,100 ― 176,663,711 校舎大規模改造工事及び工事監理業務

５ 千里第一小学校 ― ― 8,115,068 ― 19,850,600 ― 27,965,668
トイレ改修工事及びトイレリニューアル
工事実施設計業務

６ 千里第二小学校 ― ― 6,580,613 ― 6,095,900 ― 12,676,513
職員室改修工事及びトイレリニューアル
工事実施設計業務

７ 千里第三小学校 ― ― 27,843,090 9,590,400 31,637,100 349,580 69,420,170
職員室改修工事、昇降機（エレベー
ター）棟増築工事実施設計業務及び校舎
賃貸借業務

８ 千里新田小学校 ― ― 5,709,319 ― 1,486,124 ― 7,195,443
段差改修工事及びトイレリニューアル工
事実施設計業務

９ 佐井寺小学校 ― ― ― ― 1,983,174 ― 1,983,174 空調設備改修工事

10 岸部第一小学校 1,258,677 ― ― ― 2,995,300 362,615 4,616,592 段差改修工事

11 豊津第一小学校 ― ― 15,495,013 ― 12,501,500 ― 27,996,513
教室改修工事及び経年劣化対策工事実施
設計業務

12 豊津第二小学校 ― ― 5,742,393 ― ― ― 5,742,393 トイレリニューアル工事実施設計業務

13 江坂大池小学校 ― ― ― ― 32,642,500 ― 32,642,500 空調設備改修工事

14 山田第二小学校 ― ― ― ― 43,986,800 ― 43,986,800 トイレ改修工事

(ＰＦＩ事業に係る委託料及び公有財産購入費を除く。）

※需用費（消耗品費）及び備品購入費は、学級数の増加に対応するため、机、椅子等の物品購入に要した費用です。

令和７年度（2025年度）　小・中学校改修事業の学校別執行状況　No.１

学校教育部（9）



学校教育部学校管理課

学校教育部教育未来創生室

学校教育部学校教育室

（単位：円）

学校名
需用費

（消耗品費）
役務費 委託料

使用料及び
賃借料

工事請負費 備品購入費 学校別合計 主な執行内容

15 山田第三小学校 ― ― 40,292,597 ― 172,601,000 ― 212,893,597
トイレ改修工事及び特別教室等空調設備
移設等業務

16 西山田小学校 ― ― ― ― 754,376 ― 754,376 段差改修工事

17 高野台小学校 ― ― ― ― 11,063,322 ― 11,063,322 空調設備改修工事

18 津雲台小学校 ― ― ― ― 18,872,700 ― 18,872,700 トイレ改修工事

19 古江台小学校 1,389,872 ― 9,450,525 ― 107,809,826 655,270 119,305,493
教室改修工事及び倉庫等増築工事実施設
計業務

20 青山台小学校 2,596,770 ― 3,684,221 ― 45,602,200 768,075 52,651,266
教室改修工事及び特別教室等空調設備移
設等業務

21 桃山台小学校 ― ― ― ― 1,274,278 ― 1,274,278 段差改修工事

22 千里たけみ小学校 ― ― 527,263 ― 68,439,800 ― 68,967,063 教室改修工事

(ＰＦＩ事業に係る委託料及び公有財産購入費を除く。）

※需用費（消耗品費）及び備品購入費は、学級数の増加に対応するため、机、椅子等の物品購入に要した費用です。

令和７年度（2025年度）　小・中学校改修事業の学校別執行状況　No.２

学校教育部（10）



学校教育部学校管理課

学校教育部教育未来創生室

学校教育部学校教育室

単位：円

学校名
需用費

（消耗品費）
役務費 委託料 工事請負費 備品購入費 学校別合計 主な執行内容

１ 第一中学校 805,082 152,200 14,762,000 ― 309,210 16,028,492
昇降機（エレベーター）設置工事実施設
計業務

２ 第二中学校 800,426 ― ― ― 52,800 853,226 学級数増加に対応するための物品購入

３ 第三中学校 ― ― 10,634,502 226,233,700 ― 236,868,202 校舎大規模改造工事及び工事監理業務

４ 第五中学校 ― ― ― 1,332,000 ― 1,332,000 段差改修工事

５ 第六中学校 1,630,750 ― 2,701,048 ― ― 4,331,798 教室改修工事実施設計業務

６ 片山中学校 774,109 ― 8,211,058 11,731,500 ― 20,716,667
教室改修工事及びトイレリニューアル工
事実施設計業務

７ 豊津中学校 ― ― 2,688,952 919,000 ― 3,607,952
段差改修工事及び教室改修工事実施設計
業務

８ 豊津西中学校 ― ― 11,330,000 334,766,800 ― 346,096,800
校舎大規模改造工事・昇降機（エレベー
ター）設置工事及び工事監理業務

９ 山田中学校 ― ― 6,434,726 ― ― 6,434,726 トイレリニューアル工事実施設計業務

10 千里丘中学校 2,041,556 ― ― 39,049,996 463,540 41,555,092 教室改修工事

11 高野台中学校 570,790 ― 7,370,000 107,505,200 26,400 115,472,390
昇降機（エレベーター）設置工事及び工
事監理業務

12 青山台中学校 849,882 ― 598,685 29,579,304 97,130 31,125,001 教室改修工事及び段差改修工事

13 竹見台中学校 315,260 ― 17,666,591 206,288,500 552,420 224,822,771 校舎大規模工事及び工事監理業務

14 古江台中学校 588,830 152,200 32,316,080 264,203,700 28,600 297,289,410 校舎大規模工事及び工事監理業務

(ＰＦＩ事業に係る委託料及び公有財産購入費を除く。）

※需用費（消耗品費）及び備品購入費は、学級数の増加に対応するため、机、椅子等の物品購入に要した費用です。

令和７年度（2025年度）　小・中学校改修事業の学校別執行状況　No.３

学校教育部（11）



学校教育部学校管理課

１．修繕業務

（１）発注件数・執行金額

令和６年度 令和７年度

4月～9月 10月～3月 （2024年度） （2025年度）

件数（件）
430

（406）
442

（394）
911

（817）
1,543

（1,382）

割合（％）
77.1

（72.8）
96.1

（85.7）
93.5

（83.9）
93.2

（83.5）

金額（円）
61,860,564

（58,056,104）
88,589,730

（76,168,044）
175,242,308

（157,046,039）
328,076,772

（293,024,595）

件数（件） 128 18 63 113

割合（％） 22.9 3.9 6.5 6.8

金額（円） 10,584,431 803,270 4,542,692 15,961,966

件数（件） 558 460 974 1,656

金額（円） 72,444,995 89,393,000 179,785,000 344,038,738

※（　）の件数･割合・金額については市内業者のうち、市内に本店を有する事業者分を示します。

※ 令和5年（2023年）10月以降より、包括管理事業者からの発注です。

学校教育部（12）

令和５年度（2023年度）

過去3年間の学校・保育施設等包括管理業務における対象管理業務の発注及び執行状況　№１

市内業者

市外業者

合　　計



学校教育部学校管理課

２．設備保守点検、警備・清掃、樹木管理等業務

（１）発注件数・執行金額

令和６年度 令和７年度

4月～9月 10月～3月 （2024年度） （2025年度）

件数（件）
31

（27）
78

（45）
133

（128）
155

（129）

割合（％）
36.9

（32.1）
96.3

（55.6）
83.6

（80.5）
95.7

（79.7）

金額（円）
71,736,271

（62,293,871）
394,333,800

（218,705,994）
782,404,648

（433,873,357）
800,970,332

（474,640,608）

件数（件） 53 3 26 7

割合（％） 63.1 3.7 16.4 4.3

金額（円） 186,469,158 19,901,200 83,391,066 90,724,751

件数（件） 84 81 159 162

金額（円） 258,205,429 414,235,000 865,795,714 891,695,083

※（　）の件数･割合・金額については市内業者のうち、市内に本店を有する事業者分を示します。

※ 令和5年（2023年）10月以降より、包括管理事業者からの発注です。

学校教育部（13）

市外業者

合　　計

令和５年度（2023年度）

過去3年間の学校・保育施設等包括管理業務における対象管理業務の発注及び執行状況　№２

市内業者



学校教育部学校管理課

件数
(件)

金額（円）
件数
(件)

金額（円）
件数
(件)

金額（円）
件数
(件)

金額（円）
件数
(件)

金額（円）
件数
(件)

金額（円）
件数
(件)

金額（円）
件数
(件)

金額（円）

1 吹田第一小学校 5 126,523,981 12 2,122,516 1 5,577,000 11 1,296,692 － － 24 5,551,293 6 132,100,981 47 8,970,501

2 吹田第二小学校 1 2,757,222 18 2,949,210 4 61,434,285 10 2,126,850 － － 32 6,543,680 5 64,191,507 60 11,619,740

3 吹田第三小学校 1 8,878,540 22 3,240,820 5 344,948,100 19 4,641,670 4 218,913,200 23 3,238,235 10 572,739,840 64 11,120,725

4 吹田東小学校 4 177,983,100 14 1,753,620 1 4,557,570 5 463,100 1 5,419,297 23 4,598,880 6 187,959,967 42 6,815,600

5 吹田南小学校 6 382,302,010 24 4,550,480 5 174,999,259 19 5,977,785 1 11,578,600 28 6,588,390 12 568,879,869 71 17,116,655

6 吹田第六小学校 1 10,037,390 12 1,565,978 6 425,735,645 11 1,140,150 4 174,435,800 23 2,470,160 11 610,208,835 46 5,176,288

7 千里第一小学校 1 4,064,500 21 4,855,994 2 6,721,294 12 1,918,400 4 27,965,668 28 4,447,564 7 38,751,462 61 11,221,958

8 千里第二小学校 1 1,111,478 19 3,563,890 4 19,568,508 15 4,796,815 1 6,580,613 22 3,877,940 6 27,260,599 56 12,238,645

9 千里第三小学校 8 271,912,938 20 4,640,977 5 249,541,620 18 3,608,413 1 5,437,300 28 4,839,395 14 526,891,858 66 13,088,785

10 千里新田小学校 － － 16 2,236,256 1 274,594 10 1,870,715 2 11,124,419 24 4,412,870 3 11,399,013 50 8,519,841

11 佐井寺小学校 1 1,941,521 16 4,101,878 － － 10 981,090 － － 26 6,678,518 1 1,941,521 52 11,761,486

12 東佐井寺小学校 1 402,622 20 2,279,937 － － 13 2,236,850 － － 23 4,764,100 1 402,622 56 9,280,887

13 岸部第一小学校 5 237,014,830 11 3,659,667 3 52,987,000 4 485,243 － － 24 9,906,820 8 290,001,830 39 14,051,730

14 岸部第二小学校 2 7,786,571 10 2,476,650 1 267,401 11 3,464,120 － － 11 1,553,420 3 8,053,972 32 7,494,190

15 豊津第一小学校 － － 18 1,513,820 － － 29 9,828,170 2 15,491,110 38 4,116,750 2 15,491,110 85 15,458,740

16 豊津第二小学校 6 341,447,202 20 3,633,498 3 262,233,400 16 2,043,030 1 5,742,393 33 5,663,592 10 609,422,995 69 11,340,120

17 江坂大池小学校 2 43,384,000 18 4,477,770 － － 17 3,325,300 － － 16 6,556,611 2 43,384,000 51 14,359,681

18 山手小学校 5 401,729,660 26 4,117,520 2 8,548,679 18 1,389,520 － － 18 4,368,210 7 410,278,339 62 9,875,250

※1　老朽化対策工事等とは、外壁、防水、建具及びトイレ等の改修や給排水等の設備更新等、経年劣化による維持管理や機能更新を行うものです。
   　また、件数及び金額には、工事に伴う委託業務を含みます。

※2　修繕とは、施設や設備が壊れたり劣化した部分について、元の機能や状態に戻す緊急的な対応を行うものです。

学校教育部（14）

過去３年間の小・中学校別老朽化対策の実績　No.1

合計

老朽化対策工事等 修繕

令和７年度（２０２５年度）

老朽化対策工事等 修繕

令和５年度（２０２３年度）

老朽化対策工事等 修繕

令和６年度（２０２４年度）

老朽化対策工事等 修繕学校名



学校教育部学校管理課

件数
(件)

金額（円）
件数
(件)

金額（円）
件数
(件)

金額（円）
件数
(件)

金額（円）
件数
(件)

金額（円）
件数
(件)

金額（円）
件数
(件)

金額（円）
件数
(件)

金額（円）

19 片山小学校 － － 12 2,346,575 － － 14 3,246,100 2 21,179,600 16 3,856,731 2 21,179,600 42 9,449,406

20 山田第一小学校 2 10,120,000 10 2,264,691 3 210,393,700 11 813,516 － － 15 4,748,370 5 220,513,700 36 7,826,577

21 山田第二小学校 － － 12 2,293,610 2 3,859,002 7 561,550 3 43,986,800 32 9,129,670 5 47,845,802 51 11,984,830

22 山田第三小学校 － － 13 2,454,100 2 17,101,700 8 682,055 5 175,044,000 22 2,396,968 7 192,145,700 43 5,533,123

23 山田第五小学校 － － 11 1,069,750 － － 2 125,950 － － － － － － 13 1,195,700

24 東山田小学校 1 629,065 20 3,820,080 1 7,235,800 10 2,615,800 － － 18 3,521,441 2 7,864,865 48 9,957,321

25 南山田小学校 1 722,486 20 3,148,728 － － 22 6,178,029 1 9,003,500 34 8,553,270 2 9,725,986 76 17,880,027

26 西山田小学校 1 579,816 21 2,770,460 2 23,905,200 7 1,066,901 － － 21 3,456,420 3 24,485,016 49 7,293,781

27 北山田小学校 2 11,908,605 31 6,567,924 2 6,089,849 22 3,459,060 － － 35 7,984,966 4 17,998,454 88 18,011,950

28 千里丘北小学校 1 5,493,400 7 673,200 － － 11 952,820 － － 23 3,006,920 1 5,493,400 41 4,632,940

29 佐竹台小学校 6 153,047,152 28 3,178,978 4 212,690,500 9 2,669,480 － － 41 8,202,788 10 365,737,652 78 14,051,246

30 高野台小学校 － － 10 1,745,590 1 6,675,900 8 1,040,006 1 3,079,450 24 6,327,058 2 9,755,350 42 9,112,654

31 津雲台小学校 2 17,369,000 16 3,728,160 3 8,932,145 10 2,365,000 2 18,872,700 23 4,973,430 7 45,173,845 49 11,066,590

32 古江台小学校 1 1,039,949 10 1,868,240 1 8,814,300 9 2,550,100 － － 28 11,116,496 2 9,854,249 47 15,534,836

33 藤白台小学校 2 7,767,379 19 2,376,154 5 364,087,185 11 2,180,640 1 2,021,126 31 9,740,852 8 373,875,690 61 14,297,646

34 青山台小学校 4 41,223,709 17 2,510,310 4 164,573,200 3 236,500 2 13,784,774 32 11,387,728 10 219,581,683 52 14,134,538

35 桃山台小学校 6 332,907,708 15 3,555,508 6 267,292,061 11 1,425,050 1 3,079,450 47 8,864,812 13 603,279,219 73 13,845,370

36 千里たけみ小学校 1 3,628,446 9 790,542 1 11,530,200 16 3,317,600 － － 32 8,225,492 2 15,158,646 57 12,333,634

※1　老朽化対策工事等とは、外壁、防水、建具及びトイレ等の改修や給排水等の設備更新等、経年劣化による維持管理や機能更新を行うものです。
   　また、件数及び金額には、工事に伴う委託業務を含みます。

※2　修繕とは、施設や設備が壊れたり劣化した部分について、元の機能や状態に戻す緊急的な対応を行うものです。

学校教育部（15）

修繕 老朽化対策工事等 修繕 老朽化対策工事等 修繕

過去３年間の小・中学校別老朽化対策の実績　No.２

学校名

令和５年度（２０２３年度） 令和６年度（２０２４年度） 令和７年度（２０２５年度） 合計

老朽化対策工事等 修繕 老朽化対策工事等



学校教育部学校管理課

件数
(件)

金額（円）
件数
(件)

金額（円）
件数
(件)

金額（円）
件数
(件)

金額（円）
件数
(件)

金額（円）
件数
(件)

金額（円）
件数
(件)

金額（円）
件数
(件)

金額（円）

1 第一中学校 4 331,532,500 7 753,500 － － 16 3,751,732 － － 20 2,762,320 4 331,532,500 43 7,267,552

2 第二中学校 7 500,147,420 12 993,315 7 352,514,160 8 1,255,827 － － 19 2,245,408 14 852,661,580 39 4,494,550

3 第三中学校 3 25,801,290 17 2,214,764 5 287,155,990 10 1,323,520 7 251,001,300 16 4,365,576 15 563,958,580 43 7,903,860

4 第五中学校 1 12,417,000 9 506,000 3 342,051,600 14 1,399,508 － － 17 4,059,880 4 354,468,600 40 5,965,388

5 第六中学校 6 266,460,450 17 2,840,620 4 170,529,300 8 3,396,547 － － 24 5,185,874 10 436,989,750 49 11,423,041

6 片山中学校 3 18,569,922 16 2,284,300 1 8,965,000 13 3,865,015 1 8,211,058 18 3,689,950 5 35,745,980 47 9,839,265

7 佐井寺中学校 － － 9 441,760 － － 12 3,043,062 － － 15 5,428,439 － － 36 8,913,261

8 南千里中学校 1 9,719,600 20 2,452,250 － － 14 2,465,760 － － 16 3,049,970 1 9,719,600 50 7,967,980

9 豊津中学校 1 795,392 11 1,001,924 － － 13 2,557,005 － － 20 8,073,833 1 795,392 44 11,632,762

10 豊津西中学校 2 15,836,000 20 2,109,448 6 247,879,560 11 3,360,830 4 220,596,900 24 5,337,812 12 484,312,460 55 10,808,090

11 山田中学校 6 397,654,200 8 1,568,048 2 16,478,000 18 5,044,050 1 6,434,726 17 2,256,045 9 420,566,926 43 8,868,143

12 西山田中学校 1 198,796 10 3,793,647 － － 8 2,014,441 － － 21 5,746,829 1 198,796 39 11,554,917

13 山田東中学校 － － 22 4,066,425 － － 6 2,075,040 － － 16 3,278,238 － － 44 9,419,703

14 千里丘中学校 1 203,597 19 2,049,817 1 7,920,000 13 2,759,900 － － 32 8,951,250 2 8,123,597 64 13,760,967

15 高野台中学校 2 4,268,000 17 4,341,370 1 9,174,000 13 2,482,342 － － 24 4,064,060 3 13,442,000 54 10,887,772

16 青山台中学校 2 5,905,754 16 2,009,846 － － 12 1,293,292 1 4,081,000 16 5,249,145 3 9,986,754 44 8,552,283

17 竹見台中学校 2 4,223,246 19 3,382,610 5 220,360,000 11 4,295,390 6 226,386,096 28 5,147,329 13 450,969,342 58 12,825,329

18 古江台中学校 2 8,050,706 16 1,903,770 6 265,542,290 15 4,844,070 5 277,503,720 19 4,652,234 13 551,096,716 50 11,400,074

※1　老朽化対策工事等とは、外壁、防水、建具及びトイレ等の改修や給排水等の設備更新等、経年劣化による維持管理や機能更新を行うものです。
   　また、件数及び金額には、工事に伴う委託業務を含みます。

修繕

過去３年間の小・中学校別老朽化対策の実績　No.３

老朽化対策工事等 修繕

学校教育部（16）

老朽化対策工事等 修繕 老朽化対策工事等 修繕 老朽化対策工事等

※2　修繕とは、施設や設備が壊れたり劣化した部分について、元の機能や状態に戻す緊急的な対応を行うものです。

学校名

令和５年度（２０２３年度） 令和６年度（２０２４年度） 令和７年度（２０２５年度） 合計
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学校教育部(17)

中
学
校
部
活
動
の
外
部
委
託
の
実
施
状
況
等

運 動 部 文 化 部

合
　
　
計

令
和
５
年
度

（
20
23
年
度
）

令
和
６
年
度

（
20
24
年
度
）

令
和
７
年
度

（
20
25
年
度
）

部
活
動
名
称

部
活
動
数

部
活
動
数

部
活
動
数



学校教育部教育未来創生室

年度 回数（回） 内容

令和７年度
（2025年度）

４

１　意見交換会に向けた事前調整
２　令和８年度（2026年度）大阪府当初予算編成に対する意見交換会出席
３　府及び市の検討課題について確認
４　市の取組の進捗状況を共有

令和６年度
（2024年度）

２
１　意見交換会に向けた事前調整
２　令和７年度（2025年度）大阪府当初予算編成に対する意見交換会出席

令和５年度
（2023年度）

２
１　意見交換会に向けた事前調整
２　令和６年度（2024年度）大阪府当初予算編成に対する意見交換会出席

令和４年度
（2022年度）

２
１　意見交換会に向けた事前調整
２　令和５年度（2023年度）大阪府当初予算編成に対する意見交換会出席

令和３年度
（2021年度）

５

１　意見交換会に向けた事前調整
２　意見交換会に向けた事前調整
３　令和４年度（2022年度）大阪府当初予算編成に対する意見交換会出席
４　府及び市の検討課題について確認
５　市の取組の進捗状況を共有

教職員人事権移譲に係る大阪府教育庁との協議状況（過去５年間）

学校教育部（18）



学校教育部教育未来創生室

令和６年度（2024年度） 令和７年度（2025年度）

１ 学校施設の包括管理委託
学校施設の警備や除草、軽微な修繕等を包括的に委託
することで、効果的に管理する。

小中学校54校で実施 小中学校53校で実施
・安心安全な学校環境の維持
・問合せ窓口の一元化

２ 中学校部活動の外部委託
中学校部活動の指導や試合等の引率・監督等を外部委
託することで、生徒の活動機会の確保、教員の負担軽
減、技術的指導の質の向上を図る。

中学校５校５部活でモデル実施 中学校18校48部活に拡充
・生徒の活動機会の確保
・指導していた教員の時間外在校等時間の縮減

３ 学校副管理者の配置
教頭が本来業務に注力できるよう、教員でなくてもで
きる業務のうち、一定のマネジメントが必要な業務を
担うため、学校副管理者を配置する。

小中学校３校（各校１名）に配置
小中学校12校（各校１名）に配置を拡
充

・教頭の教員に対する助言・支援機会の充実
・配置校教頭の時間外在校等時間の縮減

４ 小学校市費専科講師の配置
授業準備等の時間を確保し、特色ある教育を進めると
ともに、授業の質の向上を図るため、小学校に市費専
科講師を配置する。

－ 小学校５校（各校１名）に配置
・担当教科（授業数）の減少による授業研究の充実
・配置校教員の時間外在校等時間の縮減

５ リフレッシュルームの設置
教員が快適かつ安心して休憩時間を過ごすことのでき
る休養室を「リフレッシュルーム」として整備するこ
とで、働きやすい環境を確保する。

小学校12校及び中学校６校の内装及び
電気設備の改修小学校３校及び中学校
２校にエアコンを設置

小学校11校及び中学校６校の内装改修
及びエアコンの設置小学校12校及び中
学校６校にソファ及び衝立を設置

・職場環境の向上

６ プール清掃の外部委託
毎年、プール授業の開始前に行っていた清掃作業を外
部委託することで、負担を軽減する。

中学校18校で実施 中学校18校で実施 ・教員の負担軽減

７ 小中学校のトイレ清掃委託
包括管理での年２回の清掃に追加して清掃回数を拡充
し、職場環境の向上を図る。（令和７年度（2025年
度）追加回数：年２回、合計年４回）

小中学校54校で実施 小中学校53校で実施 ・職場環境の向上

８ 居場所サポーターの配置
各校に設置している校内教育支援教室に専任の支援人
材（教員免許取得者）を配置し、児童生徒が安心して
過ごせる環境を確保する。

小学校５校（各校１名）でモデル実施
小学校16校・中学校４校（各校１名）
に配置を拡充

・校内教育支援教室の取組充実
・新規の不登校児童・生徒数の抑制

９ 学校サポートスタッフの配置
各校において、事務作業を担い、教職員をサポートす
る人材を配置し、事務的な負担軽減を図る。

小中学校54校（各校１名）に配置 小中学校53校（各校１名）に配置
・教員の事務負担の軽減
・教員の学習指導時間の確保

１０ 採点支援システムの導入
中学校における定期テスト等の成績処理・評価を手作
業からシステム化することで、作業の効率化、負担軽
減を図る。

中学校６校でモデル実施 中学校18校に導入
・採点業務における時間の縮減、採点ミスの削減
・授業研究時間の充実

１１ 録音機能付電話の導入
各校に録音機能付電話を導入し、受電前に相手方に告
知することで、心理的負担の軽減、長時間対応の抑制
を図る。

小学校16校及び中学校10校に設置 小学校23校及び中学校12校に設置 ・電話応対における教員の負担軽減

※上記は令和７年（2025年）３月に策定した「教員の働き方改革推進プラン」のうち、令和７年度（2025年度）において経費を計上した事業を掲載したものである。

教員の働き方改革に関する事業（取組状況）

№ 事業名 事業概要
取組状況

効果
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令
和
６
年
度
（
2
02
4
年
度
）
 
第
１
回

 
吹
田
市
総
合
教
育
会
議
 
議
事
録
 

 

日
 
 
時
 
 
令
和
６
年
（
20
2
4
年
）
８
月

25
日
（
日
）
 
午
後
２
時

10
分
か
ら
午
後
４
時

25
分
ま
で
 

 出
席

者
 

 
後
藤
市
長
、
大
江
教
育
長
、
安
達
教
育
長
職
務
代
理
者
、
福
田
委
員
、
和
田
委
員
、
飴
野
委
 

員
、
谷
池
委
員
、
春
藤
副
市
長

 

 （
～
略
～
）
 

 【
市
長
】
 

は
い
、
説
明
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

職
員
も
そ
う
で
す
し
、
傍
聴
の
皆
さ
ん
も
含
め
て
、
お
っ
と
感
じ
た
と
思
い
ま
す
。
教
育
委
員
会
か
ら
こ

の
よ
う
な
、
社
会
で
は
常
識
の
も
の
が
、
教
育
委
員
会
か
ら
こ
う
い
う
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
案
が
出
て
く
る

と
い
う
こ
と
は
、
あ
る
意
味
非
常
に
革
命
的
な
話
で
す
。
私
は
経
験
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
練
る
の
に
、
教

育
委
員
会
事
務
局
、
そ
れ
と
教
育
委
員
の
皆
様
方
、
ど
れ
だ
け
試
行
錯
誤
、
苦
労
さ
れ
た
か
と
い
う
の
が
文

面
か
ら
も
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
上
で
、
こ
の
総
合
教
育
会
議
、
前
に
８
人
座
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
ま
す

け
れ
ど
も
、
行
政
と
教
育
委
員
会
が
共
に
取
り
組
ま
な
い
と
こ
れ
は
達
成
で
き
な
い
と
い
う
の
を
最
初
に

申
し
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
８
人
の
中
で
行
政
は
私
と
春
藤
副
市
長
の
２
人
で
す
。
他
は
教
育
委
員
会
サ
イ
ド

の
方
々
で
す
。
総
合
教
育
会
議
と
い
う
こ
と
で
、
皆
さ
ん
ど
う
い
う
御
意
見
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
と
い
う

の
は
、
そ
れ
は
教
育
委
員
会
会
議
で
や
っ
て
い
た
だ
い
た
ら
い
い
話
で
す
。
私
た
ち
が
入
っ
て
る
意
味
は
、

こ
れ
に
対
し
て
行
政
は
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
の
を
最
初
に
明
確
に
お
伝
え
を
す
る
こ
と
。
そ
の
責
任
を

私
は
担
っ
て
る
と
思
っ
て
ま
す
。
 

春
藤
副
市
長
と
２
人
で
進
め
た
い
と
思
う
ん
で
す
が
、
最
初
に
１
ペ
ー
ジ
、
表
紙
を
見
て
い
た
だ
き
た
い

ん
で
す
け
れ
ど
も
。
右
上
に
「
吹
田
市
教
育
委
員
会
」
と
書
い
て
ま
す
。
こ
れ
は
「
吹
田
市
教
育
委
員
会
・

吹
田
市
」
で
す
。
一
緒
に
や
ろ
う
と
い
う
限
り
は
教
育
委
員
会
だ
け
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
と
め
て
い
た
だ
い
た
の
は
あ
り
が
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
こ
に
「
吹
田
市
」
と
い
う
文
字
を
入

れ
る
限
り
は
、
今
か
ら
少
し
時
間
い
た
だ
い
て
こ
こ
は
こ
う
し
て
く
だ
さ
い

と
い
う
の
は
申
し
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。
 

た
だ
し
、
府
費
負
担
教
職
員
な
の
で
大
阪
府
か
ら
給
料
が
払
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
採
用
も
大
阪

府
で
す
。
府
費
負
担
教
職
員
と
し
て
大
阪
府
に

43
自
治
体
が
あ
り
ま
す
。
33

市
９
町
１
村
。
そ
れ
が
ほ
ぼ

共
通
の
ス
タ
イ
ル
で
大
阪
府
の
教
育
庁
、
教
育
委
員
会
の
こ
う
い
う
ス
タ
イ
ル
で
働
き
方
も
改
革
を
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
、
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
の
に
従
う
ん
で
あ
れ
ば
、
こ
の
「
吹
田
市
」
は
入
れ
ま
せ

ん
。
吹
田
市
教
育
委
員
会
で
勝
手
に
や
っ
て
も
ら
っ
た
ら
結
構
で
す
。
働
き
方
改
革
も
こ
っ
ち
か
ら
口
出
し

し
ま
せ
ん
。
で
も
、
吹
田
に
暮
ら
す
子
供
た
ち
に
対
し
て
責
任
を
持
つ
の
は
、
私
は
吹
田
市
だ
と
思
っ
て
ま

す
。
そ
こ
の
吹
田
市
と
い
う
の
は
、「

吹
田
市
教
育
委
員
会
・
吹
田
市
」
で
す
。
今
か
ら
そ
の
考
え
で
、
か
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 な
り
革
新
的
な
内
容
を
ま
と
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
少
し
う
る
さ
い
こ
と
を
言
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
 

１
ペ
ー
ジ
の
「
は
じ
め
に
」
を
開
い
て
く
だ
さ
い
。
 

最
初
に
、
中
央
教
育
審
議
会
の
３
点
が
あ
り
ま
す
。
情
熱
と
力
量
と
人
間
力
で
す
。
ま
ず
は
こ
れ
を
解
き

ほ
ぐ
さ
な
あ
か
ん
の
で
す
け
れ
ど
も
、「

教
職
に
対
す
る
強
い
情
熱
」、

専
念
で
き
る
環
境
、
情
熱
を
つ
ぶ
さ

れ
な
い
環
境
が
一
体
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
阻
害
要
因
か
ら
見
る
と
わ
か
り
や
す
い
ん
で
す
け
れ
ど
も

社
会
圧
で
す
よ
ね
。
そ
れ
か
ら
人
数
が
足
り
な
い
と
い
う
の
が
一
番
よ
く
出
て
く
る
わ
け
で
す
よ
。
そ
の
結

果
と
し
て
、
働
き
方
と
か
働
け
る
環
境
、
条
件
と
い
う
の
が
制
約
さ
れ
て
、
情
熱
を
持
て
な
い
環
境
に
あ
る

と
い
う
の
が
本
音
で
す
。
 

次
に
「
教
育
の
専
門
家
と
し
て
の
確
か
な
力
量
」、

こ
れ
志
望
者
が
こ
れ
だ
け
激
減
す
る
と
、
当
然
ス
キ

ル
落
ち
ま
す
。
レ
ベ
ル
落
ち
ま
す
。
か
つ
て
の

10
倍

20
倍
の
倍
率
の
時
と
今
の
３
倍
で
、
当
然
そ
こ
は
入

っ
て
く
る
教
員
の
資
質
っ
て
い
う
の
は
変
わ
ら
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

専
門
家
と
し
て
の
確
か
な
力
量
と
書

い
て
ま
す
け
ど
専
門
家
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
が
保
て
な
い
、
そ
う
い
う
状
況
に
あ
る
と
感
じ
て
ま
す
。
 

そ
れ
か
ら
「
総
合
的
な
人
間
力
」
で
す
け
ど
、
こ
れ
定
義
が
曖
昧
な
ん
で
、
ち
ょ
っ
と
何
を
言
い
た
い
か

わ
か
ら
な
い
で
す
け
ど
、
社
会
全
体
と
し
て
人
間
力
が
ど
う
な
の
か
と
い
う
の
は
あ
り
ま
す
よ
ね
。
教
員
だ

け
じ
ゃ
な
い
で
す
。
市
の
職
員
も
そ
う
で
す
。
 

そ
の
下
の
近
く
で
す
け
れ
ど
も
、
中
央
教
育
審
議
会
で
「
教
師
に
共
通
的
に
求
め
ら
れ
る
資
質
能
力
の
柱
」

が
整
理
さ
れ
て
ま
す
。
黒
丸
が
５
つ
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
こ
れ
に
加
え
て
教
育
事
務
と
い
う
の
が
非
常
に
負

担
に
な
っ
て
い
る
中
で
、
教
育
事
務
の
処
理
能
力
は
ど
う
な
の
か
と
い
う
の
が
今
ま
で
議
論
、
議
題
に
上
が

っ
た
こ
と
が
な
い
で
す
。
10

の
仕
事
を
１
時
間
で
で
き
る
人
と

30
分
で
で
き
る
人
。
２
時
間
か
か
っ
て
も

完
成
度
が
低
い
処
理
能
力
の
人
。
行
政
の
場
合
は
そ
こ
は
厳
し
く
上
司
が
見
て
ま
す
。
果
た
し
て
そ
う
い
う

シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
る
の
か
。
だ
ら
だ
ら
時
間
が
か
か
っ
て
る
。
い
や
人
が
足
り
ま
せ
ん
、
時
間
が
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
う
い
う
状
況
は
な
い
の
か
と
い
う
話
で
す
。
限
定
さ
れ
た
時
間
の
中
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
高

い
仕
事
、
こ
れ
は
教
員
に
絶
対
必
要
な
資
質
で
す
。
そ
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
っ
て
い
う
の
は
行
政
よ
り
遥
か
に

弱
い
と
感
じ
て
ま
す
。
 

そ
れ
か
ら
、
黒
点
が

9
つ
並
ん
で
ま
す
。
 

ま
ず
、
上
か
ら
３
つ
に
関
し
て
は
、
現
状
の
課
題
を
整
理
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
 

１
つ
目
の
黒
丸
、
そ
の
中
で
気
に
な
る
フ
レ
ー
ズ
、
課
題
に
な
る
フ
レ
ー
ズ
が
、「

教
育
内
容
が
増
大
す

る
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
。
こ
の
こ
と
は
な
か
な
か
社
会
で
は
認
識
さ
れ
て
な
く
て
、
典
型
的
な
ん
が
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
や
と
思
い
ま
す
。
増
大
し
て
ま
す
。
そ
し
て
、
問
題
ワ
ー
ド
が
「
献
身
的
」
で
す
。
非
常
に
尊

い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
働
き
方
改
革
、
適
切
な
働
き
方
と
い
う
概
念
と
献
身
性
は
時
に
相
反
し
ま
す
。

滅
私
奉
公
で
す
こ
れ
は
。
自
分
の
生
活
を
犠
牲
に
し
て
で
も
子
供
の
た
め
に
尽
く
す
。
そ
れ
が
教
師
だ
と
い

う
考
え
方
が
い
ま
だ
に
一
部
に
残
っ
て
な
い
か
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
し
っ
か
り
と
見
直
さ
な
い
と
今
回
の

働
き
方
改
革
は
有
名
無
実
化
す
る
と
思
い
ま
す
。
先
生
に
私
生
活
な
ん
か
な
い
っ
て
。
そ
れ
は
保
護
者
も
思

っ
て
ま
す
し
、
地
域
も
思
っ
て
ま
す
。
ぼ
ん
や
り
思
っ
て
る
人
結
構
多
い
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
夜
で
も
電
話

か
か
っ
て
く
る
し
、
土
日
で
も
地
域
の
行
事
に
出
な
あ
か
ん
し
。
こ
こ
は
し
っ
か
り
と
書
き
込
ん
で
ほ
し
い

学校教育部（21） 
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 で
す
。
そ
れ
は
献
身
的
に
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
書
き
方
じ
ゃ
な
く
て
、
献

身
的
に
教
育
活
動
に
取
り
組
ま
ざ
る
を
え
な
い
状
況
が
続
い
て
き
た
と
い
う
ふ
う
に
書
き
換
え
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
前
に
、
と
も
す
れ
ば
と
い
う
表
現
を
入
れ
る
と
少
し
ソ
フ
ト
に
な
る
か
な
。
 

そ
れ
か
ら
２
つ
目
の
黒
丸
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、「

意
識
の
変
化
」
と
い
う
ワ
ー
ド
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り

ま
す
。「

こ
う
し
た
中
」
の
後
、
近
年
こ
れ
は
よ
く
言
わ
れ
て
る
や
つ
で
す
ね
、
社
会
状
況
が
変
わ
っ
て
き

て
、
保
護
者
・
地
域
の
意
識
が
変
化
し
て
き
た
。
ど
う
変
化
し
て
き
た
か
は
こ
の
中
で
述
べ
て
ま
す
の
で
、
 

こ
こ
で
具
体
的
に
言
う
必
要
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
、「

本
来
の
範
囲
を
超
え
て
」
と

い
う
フ
レ
ー
ズ
で
す
。
こ
れ
が
キ
ー
ワ
ー
ド
、
キ
ー
フ
レ
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。
 

そ
れ
か
ら
３
つ
目
の
黒
丸
で
す
け
れ
ど
も
、「

学
校
内
外
に
お
け
る
状
況
が
変
化
す
る
中
」、

変
化
を
具
体

的
に
書
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
今
後
さ
ら
に
ど
う
変
化
す
る
か
と
い
う
の
を
読
ま
な
あ
き
ま
せ
ん
。

結
構
う
る
さ
い
こ
と
言
う
て
ま
す
け
ど
行
政
の
会
議
は
必
ず
こ
う
い
う
議
論
を
し
ま
す
。
そ
の
責
任
に
お

い
て
続
け
ま
す
。
次
、「

教
員
の
負
担
が
過
度
に
増
大
す
る
」、

適
度
は
何
か
と
い
う
話
で
す
。
そ
れ
を
超
え

て
る
か
ら
過
度
と
い
う
表
現
使
っ
て
ま
す
け
ど
非
常
に
抽
象
的
で
す
。
そ
れ
か
ら
「
学
校
と
い
う
仕
組
み
」

で
す
ね
。
従
来
か
ら
の
学
校
と
い
う
仕
組
み
、
こ
れ
は
後
々
問
題
に
な
っ
て
き
ま
す
。
１
つ
の
組
織
・
企
業

の
よ
う
な
書
き
方
で
す
ね
。
学
校
と
い
う
仕
組
み
っ
て
い
う
の
は
果
た
し
て
そ
う
な
の
か
と
。
そ
の
次
の

「
や
り
が
い
の
減
退
」、

で
す
ね
。
こ
れ
は
本
音
や
と
思
う
ん
で
す
け
ど
も
。
や
り
が
い
っ
て
な
ん
や
。
ど

こ
以
下
だ
っ
た
ら
減
退
と
い
う
の
か
、
そ
れ
と
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
よ
っ
て
減
退
に
見
え
る
場
合
が
あ
り

ま
す
よ
ね
。
子
育
て
中
と
か
。
そ
れ
は
減
退
し
て
る
と
見
る
の
か
。
大
事
な
と
こ
ろ
で
す
。「

教
員
の
志
望

者
の
減
少
」
こ
れ
は
デ
ー
タ
で
教
え
て
も
ら
っ
て
ま
す
。
霞
が
関
も
そ
う
で
す
し
、
多
く
の
自
治
体
も
そ
う

な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
志
望
者
が
減
少
す
る
っ
て
い
う
の
は
黄
色
信
号
で
す
。
何
か
が
あ
る
わ
け
で
す
。
敏

感
に
社
会
が
見
て
る
中
で
志
望
者
が
減
っ
て
る
。
大
阪

府
で
減
っ
て
る
っ
て
い
う
の
は
様
々
な
要
素
が
あ

る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
教
職
全
体
に
魅
力
が
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
リ
ス
ク
が
高
い
。
周
り
か
ら
い
ろ

い
ろ
言
わ
れ
る
。
給
料
が
低
い
。
福
利
厚
生
を
大
事
に
す
る
今
の
若
者
は
教
育
大
学
を
出
て
も
教
員
に
な
ら

な
い
。
そ
う
い
う
相
当
厳
し
い
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
書
い
て
あ
る
通
り
で
す
。
そ

れ
と
「
欠
員
の
補
充
」
で
す
ね
。
欠
員
の
補
充
に
至
ら
な
い
ケ
ー
ス
。
こ
れ
は
社
会
は
驚
く
と
思
い
ま
す
。

欠
員
が
出
た
ら
当
然
補
充
さ
れ
る
だ
ろ
う
、
そ
れ
だ
け
の
余
裕
を
持
っ
て
組
織
の
経
営
は
し
て
る
だ
ろ
う

と
。
少
な
く
と
も
吹
田
市
役
所
は
そ
う
し
て
ま
す
。
吹
田
市
役
所
で
も
多
く
の
女
性
職
員
が
結
婚
し
て
子
供

を
産
ん
で
、
そ
れ
か
ら
保
育
を
し
、
男
性
職
員
で
も
、
保
育
の
休
暇
、
育
児
休
業
も
取
り
、
様
々
な
制
度
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
が
抜
け
る
と
い
う
の
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
行
政
か
ら
し
た
ら
驚
き
で

す
。
 

そ
れ
か
ら
４
つ
目
、
５
つ
目
の
黒
丸
な
ん
で
す
け
ど
、
こ
れ
は
デ
ー
タ
を
書
い
て
も
ら
っ
て
ま
す
。
非
常

に
大
事
で
す
。
特
に
小
学
校
の
女
性
教
員
の
比
率
と
い
う
の
は
非
常
に
大
き
な
比
率
で
、
他
の
行
政
組
織
で

は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
特
有
の
問
題
が
起
こ
っ
て
ま
す
。
年
齢
構
成
は
参
考
資
料
３
に
書
い
て
も
ら
っ
て
ま
す
。 

ほ
と
ん
ど
の
組
織
が
高
齢
化
し
て
る
中
で
、
非
常
に
特
殊
な
の
が
特
に
小
学
校
の
現
場
。
だ
か
ら
こ
そ
、
注

意
し
な
い
と
い
け
な
い
、
こ
れ
を
し
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
議
論
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
 

６
つ
目
、
７
つ
目
の
黒
丸
、
こ
れ
は
認
識
の
問
題
で
す
。「

一
方
で
」
で
始
ま
っ
て
行
政
職
場
と
の
比
較

学校教育部（  ） 学校教育部（22） 
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 で
す
。
行
政
職
場
も
多
種
多
様
な
ん
で
シ
ー
ズ
ン
に
よ
っ
た
ら
も
っ
と
ブ
ラ
ッ
ク
な
と
こ
も
当
然
あ
る
ん

で
す
け
ど
確
か
に
こ
れ
は
言
え
る
。
一
方
で
教
職
の
職
場
に
お
い
て
も
、
み
ん
な
が
み
ん
な
そ
う
な
の
か
と

い
う
の
は
あ
り
ま
す
。
我
々
そ
こ
ま
で
は
わ
か
り
ま
せ
ん
け
ど
、
そ
う
い
う
比
較
は
大
切
で
す
。
そ
れ
と
絶

対
的
に
守
ら
れ
な
い
と
い
け
な
い
女
性
の
働
き
や
す
い
環
境
と
い
う
の
は
あ
り
ま
す
。
そ
こ
の
「
変
革
が
立

ち
遅
れ
て
い
る
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
「
喫
緊
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
」、

こ
の
辺
り
は

教
育
委
員
会
と
し
て
非
常
に
危
機
感
を
持
っ
た
表
現
を
こ
こ
で
さ
れ
て
ま
す
。
 

７
つ
目
の
黒
丸
で
す
け
れ
ど
も
、「

行
政
部
局
と
一
丸
と
な
り
」、

こ
れ
は
他
市
は
よ
く
知
り
ま
せ
ん
け
れ

ど
も
、
お
そ
ら
く
こ
う
い
う
言
い
方
は
し
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。
こ
れ
は
今
ま
で
議
論
を
積
み
重
ね
て
き
た

結
果
、
行
政
側
と
教
育
委
員
会
側
の
一
定
の
信
頼
関
係
に
基
づ
い
て
こ
う
い
う
考
え
に
な
り
ま
す
。
ス
パ
ッ

と
切
っ
て
、
一
丸
と
な
っ
て
な
ん
か
最
初
か
ら
期
待
し
て
な
い
。
本
市
で
も
そ
う
い
う
状
況
が
結
構
長
い
間

あ
り
ま
し
た
よ
ね
。
今
は
そ
う
じ
ゃ
な
い
、
一
丸
と
な
っ
て
や
り
ま
し
ょ
う
と
お
互
い
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
る
。 

「
覚
悟
を
も
っ
て
」
と
い
う
の
も
、
今
回
こ
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
案
を
作
っ
た
、
出
し
た
の
は
、
教
育
委

員
会
の
尊
い
覚
悟
で
す
。
こ
れ
は
驚
い
て
い
た
だ
い
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
「
加
速
度
的
に
進
め

て
い
く
」
と
い
う
と
こ
ろ
、
こ
れ
ス
ピ
ー
ド
の
話
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ス
ピ
ー
ド
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
質
の

問
題
、
姿
勢
の
問
題
は
必
要
で
す
。「

吹
田
の
子
供
の
教
育
や
未
来
」
は
「
吹
田
市
全
体
で
責
任
を
持
っ
て

担
う
も
の
」、

吹
田
市
全
体
と
い
う
の
は
表
紙
の
「
吹
田
市
教
育
委
員
会
・
吹
田
市
」
の
こ
と
で
す
。
そ
こ

に
地
域
も
当
然
入
っ
て
き
ま
す
。
保
護
者
も
入
っ
て
き
ま
す
。
ポ
リ
シ
ー
を
書
い
て
ま
す
が
、
吹
田
の
子
供

で
す
。
大
阪
府
の
子
供
と
は
書
い
て
な
い
で
す
。
こ
れ
は
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
 

そ
れ
か
ら
８
つ
目
、
９
つ
目
の
黒
丸
が
実
施
の
方
針
で
す
。
後
で
春
藤
副
市
長
と
も
一
緒
に
言
わ
せ
て
も

ら
い
ま
す
け
ど
、「

学
校
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
校
長
」
こ
の
フ
レ
ー
ズ
に
、
実
は
大
き
な
問
題
が
あ
る
と

考
え
て
ま
す
。
校
長
は
一
般
的
に
課
長
級
で
す
。
組
織
の
課
長
級
が
、
子
供
た
ち
の
命
、
教
育
そ
れ
と
保
護

者
対
応
、
地
域
対
応
を
す
る
、
さ
せ
る
っ
て
い
う
の
は
普
通
あ
り
え
ま
せ
ん
。
校
長
権
限
と
い
う
言
葉
の
も

と
で
、
学
校
の
こ
と
は
学
校
が
決
め
る
、
校
長
が
決
め
る
、
そ
う
い
う
習
慣
が
続
い
て
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ

れ
は
ひ
た
す
ら
校
長
を
苦
し
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
ま
で
の
権
限
を
本
当
に
与
え
て
い
い
の
か
、
教

育
委
員
会
と
し
て
責
任
を
逃
げ
て
な
い
か
と
い
う
の
は
常
々
感
じ
て
ま
す
。
そ
れ
は
ま
た
後
で
言
い
ま
す
。 

最
後
の
９
つ
目
の
黒
丸
の
「
意
識
変
革
」、

こ
れ
は
こ
の
後
も
出
て
く
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
教
員
の
意

識
変
革
が
必
要
だ
と
い
う
の
は
、
私
は
教
員
側
か
ら
し
た
ら
本
気
で
腹
立
つ
と
思
い
ま
す
。
意
識
が
低
い
と

言
わ
れ
て
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
そ
う
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
。
諦
め
ざ
る
を
え
な
い
環
境
の
中
で
発
言
を
し
な

い
だ
け
で
す
よ
ね
。
職
員
会
議
で
手
を
挙
げ
て
議
論
を
し
て
、
な
る
ほ
ど
そ
れ
は
い
い
な
、
じ
ゃ
あ
こ
れ
で

い
き
ま
し
ょ
う
、
そ
ん
な
議
論
が
果
た
し
て
職
員
会
議
、
職
員
室
の
中
で
な
さ
れ
て
る
の
か
。
私
も
い
ろ
い

ろ
話
は
聞
い
て
ま
す
け
ど
上
位
下
達
で
す
よ
ね
。
や
や
こ
し
い
こ
と
言
う
た
ら
、
い
や
も
う
う
ち
は
そ
れ
は

し
な
い
み
た
い
な
状
況
の
中
で
意
識
が
低
い
と
い
う
言
い
方
は
決
し

て
し
て
は
い
け
な
い
。
中
に
は
居
て

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
私
は
傷
つ
く
と
思
っ
て
ま
す
。
校
長
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
下
の
伝
統
的
な
組
織
運

営
の
改
革
を
推
進
す
る
。
こ
の
改
革
は
教
員
の
意
識
を
改
革
す
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
そ
う
い
う
シ
ス
テ
ム
そ

の
も
の
を
改
革
す
る
っ
て
い
う
ふ
う
に
正
確
に
書
い
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

さ
て
、
次
２
ペ
ー
ジ
な
ん
で
す
け
ど
、「

変
革
が
進
ま
な
い
学
校
と
い
う
制
度
」、

オ
レ
ン
ジ
色
で
丸
が
つ

学校教育部（23） 
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 い
て
ま
す
け
ど
、
こ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
を
書
か
な
い
と
評
論
家
の
よ
う
に
聞
こ
え
ま
す
。
そ
の
制
度
・
仕
組

み
は
な
ぜ
で
き
て
、
ど
の
よ
う
に
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
下
の
矢
印
で
こ
う
い
う
ふ
う
に
進
ん
で
い
く
の

か
。
そ
れ
が
な
く
、
こ
う
い
う
制
度
・
仕
組
み
が
あ
る
ん
で
す
、
こ
こ
は
そ
こ
ま
で
で
終
わ
っ
て
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
 

そ
れ
か
ら
大
き
な
矢
印
で
す
け
れ
ど
も
、「

教
員
の
働
き
方
改
革
の
推
進
」
と
書
い
て
ま
す
け
ど
、
こ
こ

は
こ
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
特
徴
は
上
に
書
い
て
ま
す
よ
う
に
「
手
段
で
あ
り
ツ
ー
ル
」
と
い
う
意
味
で

い
く
と
、
数
値
目
標
を
明
確
に
し
た
教
員
の
働
き
方
改
革
の
推
進
で
な
い
と
意
味
な
い
で
す
。
ぼ
ん
や
り
と

し
た
え
え
こ
と
だ
け
言
う
て
る
な
っ
て
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
数
値
目
標
を
明
確
に
す
る
っ
て
い
う
の
は

こ
の
後
に
出
て
き
ま
す
。
だ
か
ら
考
え
を
持
っ
て
る
ん
で
す
よ
事
務
局
は
。
こ
こ
に
し
っ
か
り
書
き
込
む
。
 
 

そ
れ
か
ら
、
次
の
「
心
身
と
も
に
余
裕
を
も
っ
て
充
実
し
て
働
け
る
環
境
の
整
備
」
の
目
標
を
達
成
す
る

た
め
の
進
行
管
理
シ
ス
テ
ム
、
進
行
管
理
の
あ
り
方
っ
て
い
う
の
を
頭
に
書
か
な
い
と
い
く
ら
目
標
の
数

値
を
出
し
た
っ
て
、
悪
気
は
な
い
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
い
や
５
年
先
に
私
お
る
か
な
あ
と
か
、
い
や
誰
が

厳
し
く
言
う
ん
や
ろ
な
と
か
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
進
行
管
理
組
織
を
設
定
す
る
と
い
う
の
を
、
こ
れ
も
行
政

と
教
育
委
員
会
の
一
体
の
組
織
と
し
て
進
行
管
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。
そ
れ
は
公
開
性
が
な
け
れ
ば

駄
目
で
す
。
客
観
性
、
公
開
性
が
な
け
れ
ば
内
輪
で
、
い
や
ち
ょ
っ
と
ま
だ
ま
だ
な
ん
で
す
わ
次
頑
張
り
ま

す
わ
じ
ゃ
な
く
て
、
公
開
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
市
民
の
目
に
触
れ
る
保
護
者
の
目
に
触
れ
る
。
数
値
目
標

を
立
て
る
と
い
う
こ
と
は
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。
 

次
３
ペ
ー
ジ
で
す
。
先
ほ
ど
進
行
管
理
の
話
を
し
ま
し
た
。
こ
の
全
体
の
流
れ
、
行
政
特
有
な
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
多
分
教
育
委
員
会
は
慣
れ
て
な
い
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
最
初
に
理
念
を
決
め
て
、
理
念
の
次
に

課
題
を
挙
げ
ま
す
。
こ
れ
は
論
文
の
書
き
方
と
一
緒
で
、
そ
の
次
に
背
景
を
考
察
を
し
て
、
対
応
の
方
針
を

定
め
ま
す
。
そ
の
対
応
の
方
針
が
定
ま
っ
た
ら
、
そ
の
下
に
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
し
て
具
体
的
な
対
策
を

ぶ
ら
下
げ
ま
す
。
そ
の
具
体
的
な
対
策
そ
れ
ぞ
れ
に
数
値
目
標
を
入
れ
ま
す
。
で
、
い
つ
ま
で
に
っ
て
い
う

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
入
り
ま
す
。
こ
こ
で
Ｋ
Ｐ
Ｉ

＊
の
考
え
方
が
入
っ
て
き
ま
す
。
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
の
中
に
Ｋ
Ｐ
Ｉ

※
を
入
れ
る
っ
て
い
う
の
は
も
う
当
た
り
前
の
話
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
お
そ
ら
く
教
育

委
員
会
は
初
め
て
の
経
験
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
 

※
「
Ｋ
Ｐ
Ｉ
」

K
e
y
 P
e
r
fo
r
ma
n
c
e
 I
n
d
ic
a
to
r
の
略
称
。
重
要
業
績
評
価
指
標
と
訳
さ
れ
、
目
標
達
成
に
向
け

た
プ
ロ
セ
ス
の
進
捗
管
理
に
役
立
つ
指
標
の
こ
と
。

 

そ
し
て
、
一
周
回
っ
た
ら
進
行
管
理
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
変
更
を
行
い
ま
す
。
決

め
た
ら
最
後
ま
で
行
く
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
社
会
変
わ
り
ま
す
ん
で
、
動
的
な
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
管
理
運

営
し
て
い
く
と
い
う
考
え
方
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
が
教
員
の
働
き
方
改
革
推
進
プ
ラ
ン
に
な
る
ん

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
教
育
委
員
会
の
あ
り
方
が
変
わ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
し
、
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
が
が
ら
っ
と
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

そ
し
て
、
そ
の
下
の
３
な
ん
で
す
け
ど
、
両
括
弧
が
４
つ
あ
り
ま
す
。
 

１
番
は
先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
教
員
の
意
識
変
革
。
職
員
の
意
識
変
革
は
必
ず
言
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
さ

っ
き
言
い
ま
し
た
。
変
わ
る
、
変
わ
れ
る
と
い
う
意
識
に
変
革
を
す
る
た
め
に
は
、
議
論
の
結
果
を
実
際
に

反
映
で
き
る
よ
う
な
形
で
な
い
と
次
言
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１

回
お
前
黙
っ
と
け
言
わ
れ
た
の
私
も

学校教育部（24） 
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 経
験
あ
り
ま
す
よ
。
１
回
、
２
回
、
３
回
提
案
し
て
、
も
う
え
え
わ
、
も
う
や
め
て
っ
て
言
わ
れ
た
ら
４
回

目
は
言
い
ま
せ
ん
。
今
の
教
育
現
場
は
お
そ
ら
く
そ
う
な
っ
て
ま
す
。
働
き
方
改
革
し
た
い
、
も
っ
と
こ
う

し
て
ほ
し
い
と
か
、
そ
れ
が
何
か
組
合
的
な
声
に
聞
こ
え
て
し
ま
う
。
そ
う
い
う
の
な
い
で
す
か
っ
て
話
で

す
よ
。
本
当
に
教
育
を
良
く
し
よ
う
と
い
う
声
に
何
か
要
求
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
み
た
い
な
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
対
応
を
し
て
し
ま
う
。
そ
の
こ
と
も
、
我
々
は
反
省
を
せ
な
あ
か
ん
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
を
見
定
め
な
あ

か
ん
と
思
い
ま
す
。
 

そ
れ
か
ら
２
番
で
す
。
保
護
者
や
地
域
団
体
に
課
題
解
消
に
向
け
た
協
力
を
促
す
、
と
い
う
言
葉
な
ん
で

す
け
ど
、
何
な
ん
で
し
ょ
う
ね
、
ち
ょ
っ
と
違
和
感
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
共
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
と
い
う

呼
び
か
け
な
ら
い
い
ん
で
す
。
ち
ょ
っ
と
こ
れ
協
力
し
て
く
だ
さ
い
、
役
割
分
担
み
た
い
な
の
は
ち
ょ
っ
と

違
う
か
な
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
 

３
番
で
す
。「

業
務
を
整
理
し
た
上
で
」、

そ
こ
に
「
行
政
と
一
丸
と
な
っ
て
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
は
忘
れ

ず
に
入
れ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
 

４
番
で
す
け
れ
ど
も
、「

負
担
軽
減
に
向
け
」
の
後
に
「
新
た
に
」
を
入
れ
る
と
少
し
明
る
い
話
に
な
る

か
な
と
。
こ
れ
ま
で
の
手
法
を
効
果
的
に
活
用
す
る
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
新
た
な
手
法
を
取
り
入
れ
て
取
り

組
む
と
い
う
考
え
方
を
こ
こ
で
示
し
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
 

４
ペ
ー
ジ
で
す
。
１
番
の
教
員
の
意
識
変
革
で
す
。
さ
っ
き
か
ら
こ
だ
わ
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
、
こ
れ
「
全

て
の
教
育
関
係
者
の
意
識
変
革
」
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、「

ア
」
な
ん
で
す
が
、
先
ほ
ど
言
い
ま
し

た
よ
う
に
教
員
の
皆
さ
ん
に
目
指
す
べ
き
状
況
を
理
解
し
な
さ
い
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
そ

れ
か
ら
「
具
体
的
な
行
動
に
移
す
」
っ
て
い
う
の
は
誰
が
で
す
か
。
そ
れ
か
ら
「
学
校
全
体
で
の
意
識
の
向

上
を
図
り
」
っ
て
何
か
ぼ
ん
や
り
わ
か
る
ん
で
す
け
ど
、
も
う
少
し
フ
ォ
ー
カ
ス
さ
れ
た
文
章
に
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
学
校
と
い
う
主
体
は
な
い
で
す
か
ら
。
個
人
の
集
ま
り
で
す
か
ら
。
そ
れ
は
校
長
な
の
か

教
頭
な
の
か
そ
れ
と
も
保
護
者
も
含
め
た
誰
な
の
か
を
明
確
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。「

イ
」
な
ん
で
す
が
、

「
教
育
委
員
会
が
」
、
最
後
「
提
供
す
る
」
で
す
。
教
育
委
員
会
っ
て
何
と
い
う
話
で
す
。
一
方
で
、
学
校

は
校
長
権
限
の
も
と
に
経
営
を
す
べ
き
と
言
い
な
が
ら
、
教
育
委
員
会
は
何
を
す
る
ん
や
。
い
や
情
報
提
供

す
る
だ
け
で
す
。
こ
れ
は
校
長
と
教
育
委
員
会
と
行
政
の
責
任
の
明
確
化
を
ど
こ
か
で
書
き
込
ま
な
あ
き

ま
せ
ん
。
行
政
に
も
当
然
責
任
が
あ
り
ま
す
。
だ
っ
て
さ
っ
き
予
算
の
話
出
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
予
算
権

限
を
持
っ
て
る
の
は
吹
田
市
で
す
か
ら
、
教
育
委
員
会
で
は
な
い
で
す
か
ら
。
現
状
と
課
題
を
校
長
が
把
握

し
、
教
育
委
員
会
は
迅
速
か
つ
的
確
に
そ
れ
に
対
応
す
る
と
い
う
の
が
、
先
ほ
ど
の
校
長
の
権
限
の
説
明
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
今
も
う
全
部
か
ぶ
せ
て
し
ま
う
よ
う
な
表
現
が
多
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
校
長
の
権
限

っ
て
一
体
何
か
。
そ
れ
は
現
状
と
課
題
を
現
場
で
把
握
し
て
教
育
委
員
会
に
伝
え
る
、
教
育
委
員
会
は
そ
れ

を
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
す
る
と
い
う
姿
勢
を
示
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。
 

そ
れ
か
ら
２
番
の
保
護
者
・
地
域
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
学
校
教
育
と
義
務
教
育
と
地
域
と
の
関
係
を
改

め
て
整
理
し
ま
し
ょ
う
。
だ
っ
て
私
立
の
中
学
校
、
高
校
、
そ
れ
か
ら
大
学
、
専
門
学
校
、
高
専
は
地
域
と

無
関
係
で
す
よ
。
全
く
な
い
と
は
言
い
ま
せ
ん
け
ど
、
一
部
に
は
あ
る
ん
で
し
ょ
う
け
ど
、
こ
の
義
務
教
育

の
小
・
中
学
校
ほ
ど
密
に
地
域
と
連
携
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
か
、
地
域
に
配
慮
せ
な
い
か
ん
世
界
は
こ

こ
だ
け
な
ん
で
す
よ
。
そ
れ
が
普
通
で
私
立
で
は
な
い
ん
だ
じ
ゃ
な
く
て
、
企
業
活
動
も
そ
う
で
す
よ
ね
。
 

学校教育部（25） 
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 地
域
関
係
な
し
に
企
業
活
動
を
す
る
の
が
一
般
的
で
す
。
よ
く
考
え
た
ら
、
だ
か
ら
こ
そ
こ
う
い
う
教
育
が

可
能
だ
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
関
わ
り
方
、
考
え
方
を
示
し
た
い
で
す
ね
。
そ
れ
が
公
立
小
・
中
学
校
の
義

務
教
育
の
良
さ
だ
と
い
う
。
そ
こ
で
初
め
て
地
域
と
学
校
と
の
関
係
が
整
理
を
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
ま

で
で
す
よ
っ
て
い
う
の
も
併
せ
て
言
う
わ
け
で
す
よ
ね
。
そ
れ
は
こ
れ
で
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
タ
イ
ト

ル
に
理
解
及
び
協
力
の
促
進
っ
て
い
う
の
も
書
い
て
し
ま
っ
て
ま
す
ん
で
、「

ア
」
最
後
の
「
理
解
を
促
す
」

と
か
、「

ウ
」
の
「
充
実
に
つ
な
げ
る
」
と
か
、
重
複
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
消
し
て
も
ら
っ
た
方
が
わ
か
り

や
す
い
で
す
。
あ
と
「
ウ
」
に
「
本
来
対
応
す
べ
き
主
体
を
具
体
的
に
示
す
」
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
 

次
の
５
ペ
ー
ジ
の
３
番
で
す
。
業
務
の
軽
減
・
適
正
化
。
こ
れ
は
取
組
の
視
点
と
し
て
、
あ
く
ま
で
も
手

段
で
あ
る
と
は
じ
め
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
ね
。
と
い
う
こ
と
だ
と
３
番

は
業
務
の
見
直
し
に
よ
る
学
校
業

務
負
担
の
軽
減
と
い
う
の
が
こ
の
タ
イ
ト
ル
の
レ
ベ
ル
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。
こ
の
中
に
、
軽
減
・
適
正

化
に
つ
い
て
い
っ
ぱ
い
書
い
て
も
ら
っ
て
ま
す
。「

ア
」
の
と
こ
ろ
で
、
多
様
化
・
複
雑
化
し
、
責
任
主
体

が
不
明
確
な
ま
ま
学
校
が
担
う
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
る
。
そ
う
い
う
業
務
を
分
類
整
理
す
る
と
い
う
こ
と
を

言
い
た
い
ん
で
す
よ
ね
。
そ
こ
は
は
っ
き
り
書
き
ま
し
ょ
う
。
責
任
主
体
が
不
明
確
な
の
に
、
こ
れ
は
全
部

学
校
の
仕
事
と
言
わ
れ
て
負
担
が
増
え
て
る
と
い
う
の
は
よ
く
聞
い
て
ま
す
。
そ
こ
は
っ
き
り
言
い
ま
し

ょ
う
。
そ
し
て
、
学
校
が
担
わ
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
な
状
況
が
続
い
て
き
て
、
そ
れ
で
一
体
教
職
っ
て
何
、

学
校
の
事
務
っ
て
何
、
学
校
の
地
域
と
の
関
係
っ
て
何
。
も
や
も
や
し
て
る
と
こ
ろ
は
「
ア
」
に
は
っ
き
り

と
書
き
ま
し
ょ
う
。「

イ
」
で
す
け
れ
ど
も
、
分
類
を
し
た
各
業
務
の
継
続
・
改
変
・
縮
小
・
廃
止
に
続
き
、

「
の
取
り
扱
い
の
方
向
性
を
早
期
に
示
す
」
に
し
た
ほ
う
が
わ
か
り
や
す
い
で
す
。「

ウ
」
で
す
け
ど
、
教

育
委
員
会
に
お
い
て
も
学
校
と
の
情
報
交
換
手
続
の
簡
素
化
を
図
る
っ
て
い
う
こ
と
を
言
い
た
い
ん
で
す

よ
ね
。
調
査
照
会
な
ど
の
業
務
の
縮
減
・
簡
素
化
は
そ
う
い
う
こ
と
で
す
ね
。
情
報
交
換
の
手
続
の
簡
素
化
。 

そ
こ
に
Ｄ
Ｘ
が
入
っ
て
く
る
ん
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
教
育
委
員
会
自
ら
も
、
学
校
に
一
定
以
上
の
負
担
を

か
け
な
い
と
い
う
ポ
リ
シ
ー
を
「
ウ
」
で
示
す
っ
て
い
う
こ
と
で
す
ね
。
 

次
、
６
ペ
ー
ジ
で
す
。「

ア
」
の
「
分
類
精
選
し
た
業
務
」
は
「
各
業
務
」
で
い
い
と
思
い
ま
す
。
各
業

務
の
効
果
的
か
つ
持
続
可
能
な
進
め
方
を
再
検
討
す
る
。
今
ま
で
検
討
し
て
き
て
ま
し
た
か
ら
再
検
討
す

る
っ
て
い
う
こ
と
で
す
。「

イ
」
な
ん
で
す
け
ど
、
学
校
運
営
を
支
え
る
人
材
の
持
続
可
能
で
人
権
に
配
慮

し
た
体
制
で
す
ね
。
働
き
方
の
中
で
大
事
な
人
権
と
い
う
考
え
方
が
ど
こ
に
出
て
く
る
か
な
と
思
っ
た
ん

で
す
け
ど
、
持
続
可
能
は
組
織
の
論
理
で
す
よ
ね
。
社
会
・
組
織
の
論
理
で
す
け
れ
ど
も
、
個
人
に
つ
い
て

語
っ
て
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
を
個
人
で
語
る
と
い
う
の
は
あ
る
意
味
で
人
権
っ
て
い
う
言
葉
で
す
。
そ

こ
は
こ
れ
で
い
い
の
か
ど
う
か
議
論
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
 

あ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
ト
ル
に
括
弧
し
て
予
定
と
書
い
て
ま
す
け
ど
、
こ
れ
は
全
部
消
え
る
ん
で
す
よ

ね
。
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
が
始
ま
る
ん
で
す
よ
ね
。
い
ろ
ん
な
指
摘
が
こ
れ
か
ら
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
修
正

を
加
え
た
上
で
、
次
の
何
ら
か
の
場
で
タ
イ
ト
ル
の
括
弧
の
案
を
取
っ
て
、
今
度
は
社
会
、
行
政
、
教
育
に

実
装
す
る
と
い
う
流
れ
に
な
り
ま
す
。
 

私
の
行
政
の
立
場
で
い
ろ
い
ろ
言
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
加
え
て
春
藤
副
市
長
か
ら
指
摘
を
も
ら
っ
て

今
度
は
教
育
委
員
会
に
返
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
春
藤
副
市
長
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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 【
春
藤
副
市
長
】
 

市
長
の
方
か
ら
大
分
細
か
く
、
い
ろ
ん
な
指
摘
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
の
で
、
私
は
総
括
的
な
と
こ
ろ
で

言
う
な
ら
ば
、
ま
ず
取
組
で
す
け
ど
、
吹
田
市
に
は
教
員
の
人
事
権
は
な
い
わ
け
で
す
ね
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
一
昨
日
の
金
曜
日
に
大
阪
府
へ
の
令
和
７
年
度
（
20
25

年
度
）
当
初
予
算
要
望
の
１
番
目
の
項
目
と
し

て
人
事
権
移
譲
を
求
め
て
い
ま
す
。
た
だ
、
な
か
な
か
大
阪
府
の
反
応
は
良
く
な
い
で
す
。
な
か
な
か
ガ
ー

ド
が
堅
い
と
い
う
か
。
そ
の
中
で
も
私
は
申
し
上
げ
た
ん
で
す
け
ど
も
、
教
職
員
の
採
用
試
験
の
応
募
状
況

を
見
る
限
り
に
お
い
て
、
も
う
終
わ
っ
て
い
っ
て
ま
す
よ
ね
と
。
教
員
に
な
り
た
い
人
が
も
う
い
な
く
な
っ

て
い
っ
て
ま
す
よ
ね
と
。
教
科
に
よ
っ
て
は
倍
率
が
３
倍
を
下
回
っ
て
い
る
教
科
も
あ
る
よ
う
で
す
し
。
人

事
権
を
移
譲
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
よ
り
も
、
も
う
教
育
改
革
が
待
っ
た
な
し
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

っ
て
る
ん
で
す
と
。
も
し
大
阪
府
が
抜
本
的
な
教
育
改
革
を
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
お
示
し
い
た
だ
け
る

な
ら
、
吹
田
市
は
そ
の
先
頭
に
立
っ
て
働
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
こ
が
難
し
い
よ
う
で
し
た
ら
、

吹
田
市
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
い
う
こ
と
を
認
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
ま
す
。
な
か
な
か
大
阪
府
か
ら
は
、
今
後
の
そ
う
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
お
示
し
い
た
だ
い
て
な
い
残
念
な
状

況
で
す
。
 

そ
の
中
で
、
人
事
権
が
な
く
と
も
や
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
が
あ
る
な
と
。
そ
れ
は
最
初
の
方

に
も
説
明
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
、
80

時
間
以
上
の
過
労
死
ラ
イ
ン
を
超
え
て
る
よ
う
な
状
況
は
、
こ
れ

は
絶
対
に
許
せ
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
状
況
を
ど
う
す
れ
ば
改
善
さ
れ
て
い
く
か
。
そ
れ
と
、
こ
れ
も
説
明

の
中
で
あ
り
ま
し
た
が
女
性
を
中
心
に
教
員
に
な
り
た
い
と
い
う
方
が
激
減
し
て
い
る
と
い
う
の
も
ど
う

し
た
ら
改
善
で
き
る
ん
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
を
考
え
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
そ
の
た
め
に
認
識
や

目
的
そ
し
て
ゴ
ー
ル
の
共
有
。
こ
う
い
う
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
か
な
い
と
も
う
間
に
合
わ
な
い
状
況
、
待

っ
た
な
し
の
状
況
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
行
政
側
で
も
十
分
感
じ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
こ
何
年

か
前
か
ら
は
、
一
緒
に
な
っ
て
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
る
わ
け
で
す
。
 

そ
こ
で
教
育
委
員
会
側
に
お
願
い
し
た
い
の
は
、
行
政
側
で
や
っ
た
時
も
そ
う
な
ん
で
す
け
ど
、
や
っ
ぱ

り
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
な
ん
で
す
ね
。
い
ろ
い
ろ
な
事
情
を
抱
え
て
る
職
場
は
行
政
側
で
も

あ
り
ま
し
た
し
、
学
校
で
も
い
ろ
い
ろ
な
状
況
が
あ
る
と
思
い
ま
す
け
ど
、
先
ほ
ど
も
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、

現
状
と
か
目
的
と
か
ゴ
ー
ル
の
共
有
を
し
て
、
今
は
も
う
こ
の
状
態
を
脱
却
す
る
こ
と
が
最
優
先
事
項
な

ん
だ
と
い
う
認
識
を
強
く
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
か
な
い
と
い
け
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
 

20
代

30
代
の
教
員
の
方
が
６
割
を
超
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
や
は
り
経
験
と
か
が
ま
だ

不
足
さ
れ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
う
ん
で
す
。
い
ろ
ん
な
こ
と
に
対
す
る
保
護
者
対
応
も
そ
う
で
し

ょ
う
け
れ
ど
、
困
難
な
問
題
を
抱
え
て
し
ま
っ
て
出
口
を
見
失
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
う
ん
で
す
。

だ
か
ら
、
教
員
の
守
備
範
囲
っ
て
い
う
の
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
あ
げ
な
い
と
疲
弊
す
る
ば
っ
か
り
じ
ゃ
な

い
か
な
と
。
そ
し
て
、
今
こ
の
少
子
化
の
中
に
あ
っ
て
こ
そ
、
出
産
や
子
育
て
、
そ
こ
に
注
力
す
る
た
め
に

休
む
と
学
校
現
場
が
回
ら
な
い
。
こ
ん
な
よ
う
な
状
況
は
も
う
見
て
ら
れ
な
い
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
、
校
長
を
は
じ
め
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
教
員
の
思
い
は
お
あ
り
で
や
ら
れ
て
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
と
思
い
ま
す
け
ど
、
ま
ず
は
長
時
間
勤
務
の
是
正
。
こ
れ
が
も
う
今
の
最
優
先
事
項
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
た
だ
か
な
い
と
い
け
な
い
。
行
政
で
取
り
組
ん
だ
時
に
は
、
は
っ
き
り
と
管
理
職
の
人
事
評
価
の
項
目
の

学校教育部（27） 
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 中
に
入
れ
ま
し
た
か
ら
。
長
時
間
勤
務
是
正
へ
の
取
組
の
姿
勢
。
い
ろ
ん
な
事
情
が
あ
っ
て
簡
単
に
進
ま
な

い
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
思
い
ま
す
け
ど
、
そ
の
場
合
は
私
も
十
分
ヒ
ア
リ
ン
グ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
場
合
に

よ
っ
て
は
人
を
増
や
し
た
り
、
い
ろ
ん
な
シ
ス
テ
ム
を
入
れ
た
り
と
い
う
こ
と
も
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
な

ぜ
進
ま
な
い
の
か
を
紐
解
か
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
、
ゴ
ー
ル
は
も
う
絶
対
に
長
時

間
勤
務
を
是
正
し
て
い
く
ん
だ
と
い
う
こ
と
。
５
年
ぐ
ら
い
前
に
比
べ
た
ら
か
な
り
の
割
合
で
減
っ
て
い

ま
す
し
、
そ
う
い
う
意
識
が
変
わ
っ
て
く
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
こ
れ
は
よ
く
言
う
ん
で
す
け
ど
、
い
ろ
ん
な

ス
ポ
ー
ツ
で
も
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
例
え
ば
、
わ
か
り
や
す
い
ケ
ー
ス
だ
と
ス
キ
ー
の
ジ
ャ
ン
プ
競

技
で
、
ど
ん
な
に
ス
キ
ー
板
が
長
く
て
も
い
い
わ
け
で
は
な
い
で
す
か
ら
。
ル
ー
ル
の
範
囲
内
で
ど
れ
だ
け

成
績
を
残
す
か
で
す
よ
ね
。
仕
事
も
そ
う
な
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
許
さ
れ
る
時
間
の
中
で
ど
れ
だ
け
や
る

か
。
時
間
を
ど
ん
ど
ん
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
は
、
そ
れ
は
効
率
が
悪
く
な
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。

一
生
懸
命
や
ら
れ
て
る
。
こ
れ
は
職
員
も
そ
う
で
す
し
、
先
生
方
も
一
生
懸
命
や
ら
れ
て
る
と
思
い
ま
す
け

れ
ど
、
や
っ
ぱ
り
長
時
間
勤
務
を
ず
っ
と
続
け
て
い
く
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
落
ち
て
く
る
と
思
い
ま
す

よ
。
教
員
の
方
が
余
裕
を
持
っ
て
授
業
に
臨
め
る
か
ら
こ
そ
、
質
の
高
い
授
業
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
理

解
し
て
い
た
だ
く
。
や
り
尽
く
し
た
い
と
い
う
方
も
中
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
わ
け
で
す
ね
。
行
政
で
も
教
員
で

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
納
得
す
る
ま
で
や
り
た
い
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
け

ど
、
そ
こ
は
抑
え
て
い
た
だ
く
こ
と
も
必
要
だ
し
、
特
に
校
長
先
生
や
ベ
テ
ラ
ン
の
教
員
の
方
は
、
自
分
た

ち
が
そ
う
い
う
姿
勢
を
見
せ
て
い
た
だ
か
な
い
と
若
い
教
員
た
ち
も
早
く
帰
ら
な
い
状
況
に
あ
る
の
で
姿

勢
を
見
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
て
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

だ
か
ら
、
個
々
に
つ
い
て
本
当
に
細
か
く
市
長
か
ら
指
摘
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
け
ど
、
私
と
す
れ
ば
、

ま
ず
は
現
状
認
識
、
目
的
、
ゴ
ー
ル
を
共
有
し
て
、
最
優
先
事
項
が
長
時
間
勤
務
の
是
正
と
い
う
こ
と
を
強

力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
中
で
具
体
的
に
何
を
し
て
い
け
ば

何
時
間
減
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
詰
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
れ
は
行
政
の
得
意
な
分
野
で
す
か

ら
。
こ
の
こ
と
を
実
行
す
れ
ば
こ
れ
ぐ
ら
い
は
減
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
も
さ
せ

て
い
た
だ
く
。
 

部
活
動
の
外
部
委
託
の
よ
う
な
こ
と
で
も
、
私
の
方
か
ら
は
、
ま
ず
は
部
活
動
が
な
く
な
っ
て
い
く
よ
う

な
と
こ
ろ
と
教
員
が
競
技
経
験
が
な
い
ま
ま
顧
問
を
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
外
部
委
託
を
ス
タ
ー
ト
し

て
、
外
部
委
託
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
理
解
を
得
て
い
く
。
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
が
、
教
員
の
働

き
方
改
革
は
い
い
け
れ
ど
、
児
童
・
生
徒
、
保
護
者
か
ら
の
目
線
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
う
ん
で
す
よ

ね
。
児
童
・
生
徒
、
保
護
者
あ
っ
て
の
話
な
ん
で
。
児
童
・
生
徒
、
保
護
者
を
不
安
に
さ
せ
な
い
よ
う
に
し

な
が
ら
、
や
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
わ
け
で
す
か
ら
。
部
活
動
の
外
部
委
託
も
、
ま
ず
は
そ
う
い
う
と

こ
ろ
か
ら
。
御
心
配
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
よ
。
怪
我
し
た
時
ど
う
な
る
の
と
か
ね
。
安
全
安
心
に
実

施
で
き
る
と
い
う
の
を
一
つ
一
つ
見
せ
な
が
ら
拡
げ
て
い
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
と
い
う
提
案
も
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
し
、
そ
の
手
法
に
つ
い
て
も
具
体
的
に
今
ま
で
の
行
政
経
験
を
生
か
し
た
形
で
と

思
っ
て
い
ま
す
。
 

そ
れ
か
ら
、
教
員
の
方
に
つ
い
て
は
、
そ
の
業
務
は
本
当
に
教
員
が
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
か
。
例
え

ば
、
児
童
・
生
徒
の
家
庭
の
問
題
ま
で
抱
え
て
し
ま
っ
て
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
。
そ
れ
は
行
政
の
児
童

学校教育部（28） 
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 部
や
福
祉
部
に
任
せ
て
も
ら
っ
た
ら
い
い
と
思
う
ん
で
。
手
に
負
え
な
い
こ
と
は
、
は
っ
き
り
そ
う
い
う
ふ

う
に
し
て
い
く
べ
き
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
。
出
口
の
な
い
話
を
余
り
に
も
抱
え
す
ぎ
て
疲
弊
さ
れ
て
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
。
福
祉
、
児
童
の
担
当
の
方
が
や
っ
ぱ
り
専
門
的
に
出
口
を
見
つ
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
し
。
本
来
、
教
員
は
教
育
が
メ
イ
ン
な
の
で
、
福
祉
で
あ
っ
た
り
は
任
せ
て
い
た
だ
い
た
ら
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
守
備
範
囲
の
問
題
も
考
え
て
い
っ
て
い
た
だ
い
た
ら
い
い
と
思
い
ま

す
ね
。
 

私
と
す
れ
ば
、
一
つ
一
つ
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
の
経
験
か
ら
手
法
も
含
め
て
ア
ド
バ

イ
ス
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
っ
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

で
必
ず
改
革
は
で
き
る
と
私
は
思
っ
て
ま
す
し
、
先
ほ
ど
先
進
事
例
が
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
け
ど
吹

田
市
が
先
進
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
。
部
分
的
に
は
先
進
的
な
と
こ
ろ
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
け
ど
、
こ
こ
ま
で
行
政
と
教
育
委
員
会
が
し
っ
か
り
手
を
携
え
て
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
の

は
私
の
知
る
限
り
で
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
そ
こ
は
我
々
全
体
が
開
拓
し
て
い
く
と
い
う
思
い
で

取
り
組
ん
で
い
か
な
い
と
。
人
の
様
子
を
伺
い
な
が
ら
で
は
も
う
間
に
合
わ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。
 

以
上
で
す
。
 

 （
～
略
～
）
 

                   

学校教育部（29） 
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令
和
６
年
度
（
2
02
4
年
度
）
 
第
２
回

 
吹
田
市
総
合
教
育
会
議
 
議
事
録
 

 

日
 
 
時
 
 
令
和
７
年
（
20
25

年
）
２
月

16
日
（
日
）
 
午
後
２
時
か
ら
午
後
４
時
５
分
ま
で
 

 出
席

者
 

 
後
藤
市
長
、
大
江
教
育
長
、
安
達
教
育
長
職
務
代
理
者
、
福
田
委
員
、
和
田
委
員
、
谷
池
委
 

員
、
杉
本
委
員
、
春
藤
副
市
長

 

 （
～
略
～
）
 

 【
市
長
】
 

は
い
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

先
生
の
働
く
環
境
が
話
題
に
な
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
は
、
聖
職
の
先
生
方
は
要
求
み
た
い
な
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
さ
れ
な
い
か
ら
で
す
。
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
特
有
な
ん
で
す
。
今
の
話
を
聞
い
て
思
い
出
し

た
の
は
コ
ロ
ナ
の
時
の
こ
と
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
保
健
所
に
業
務
が
殺
到
し
て
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
す
ご
い
人
数
の
感
染
者
の
デ
ー
タ
を
日
々
入
力
し
て
追
い
か
け
て
い
く
た
め
に
保
健
師
さ
ん
が
ず

ら
っ
と
い
る
。
作
業
し
て
る
の
が
ラ
ッ
プ
ト
ッ
プ
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
す
ね
。
と
て
つ
も
な
く
大
き
な
エ
ク
セ

ル
の
表
を
屈
み
な
が
ら
ラ
ッ
プ
ト
ッ
プ
で
作
業
し
て
る
ん
で
す
よ
ね
。
私
が
行
っ
た
時
に
何
し
て
ん
の
っ

て
思
い
ま
し
た
ね
。
私
は
そ
こ
ま
で
の
デ
ー
タ
を
扱
っ
て
な
い
の
に
結
構
大
き
な
モ
ニ
タ
ー
を
目
の
前
に

3

台
並
べ
て
仕
事
し
て
る
ん
で
す
。
こ
れ
は
プ
ッ
シ
ュ
型
で
進
め
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
ね
。
 

そ
う
い
う
要
望
が
出
な
い
文
化
と
い
う
の
は
学
校
の
中
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
我
々
の
場
合
は
組
合
が

い
ろ
い
ろ
言
う
て
た
ん
で
す
よ
。
た
だ
今
は
学
校
の
労
働
組
合
っ
て
非
常
に
お
と
な
し
い
で
す
ね
。
こ
っ
ち

側
か
ら
な
ん
で
も
っ
と
求
め
な
い
の
っ
て
言
わ
な
い
と
。
あ
る
と
こ
ろ
で
何
か
希
望
な
い
で
す
か
っ
て
聞

い
た
ん
で
す
け
ど
、
い
や
特
に
な
い
で
す
で
し
た
。
い
や
何
か
必
要
で
し
ょ
う
か
ら
何
で
も
い
い
か
ら
言
っ

て
く
だ
さ
い
と
言
っ
た
ら
若
い
女
性
が
手
を
挙
げ
て
付
箋
が
欲
し
い
で
す
と
。
び
っ
く
り
し
ま
し
た
ね
、
百

均
で
売
っ
て
る
の
に
。
結
局
そ
れ
が
何
を
表
し
て
る
か
っ
て
い
う
と
、
い
く
ら
今
ま
で
言
っ
て
も
実
現
し
て

こ
な
か
っ
た
と
い
う
意
識
で
仕
事
を
し
て
る
。
ど
う
せ
無
理
や
か
ら
要
求
し
な
い
、
要
望
し
な
い
と
い
う
文

化
だ
な
と
。
 

そ
こ
か
ら
、
我
々
、
副
市
長
も
含
め
て
幹
部
で
は
プ
ッ
シ
ュ
型
で
お
そ
ら
く
必
要
な
も
の
は
こ
っ
ち
か
ら

押
し
か
け
て
持
っ
て
い
く
っ
て
い
う
考
え
で
す
。
そ
れ
は
制
度
も
そ
う
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
プ
ー
ル
の
清

掃
、
ト
イ
レ
の
対
応
、
学
校
徴
収
金
の
事
務
の
移
行
、
こ
れ
も
決
し
て
要
求
さ
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
。

全
部
こ
っ
ち
か
ら
プ
ッ
シ
ュ
型
で
行
っ
て
ま
す
。
現
在
も
学
校
副
管
理
者
が
必
要
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
Ｓ
Ｓ

Ｗ
、
ス
タ
ー
タ
ー
は
こ
の
人
数
で
本
当
に
い
い
の
か
。
初
め
は
思
い
ま
し
た
ね
、
こ
っ
ち
に
言
わ
す
な
っ
て
。

で
も
言
わ
な
い
ん
な
ら
こ
っ
ち
か
ら
責
任
を
持
っ
て
言
う
し
か
な
い
と
今
は
感
じ
て
ま
す
。
こ
れ
以
上
言

わ
な
い
の
な
ら
教
育
改
革
は
私
の
口
か
ら
一
切
言
い
ま
せ
ん
と
い
う
脅
し
ま
で
か
け
て
ま
す
。
そ
う
い
う

文
化
で
あ
る
こ
と
を
尊
重
し
つ
つ
対
応
を
し
な
い
と
い
け
な
い
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
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教
育
の
伝
統
文
化
は
そ
う
簡
単
に
変
わ
ら
な
い
と
い
う
の
は
身
を
も
っ
て
わ
か
っ
て
ま
す
。
そ
れ
は
良

い
面
、
悪
い
面
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
学
校
教
育
部
長
か
ら
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
最
低
で
も
市
役
所
本
庁
と
比

べ
て
、
こ
れ
は
違
う
と
い
う
の
は
や
っ
ぱ
り
各
学
校
で
声
を
出
し
て
欲
し
い
な
と
思
い
ま
す
ね
。
か
な
り
格

差
が
あ
り
ま
す
。
新
し
い
学
校
は
綺
麗
で
す
。
こ
れ
か
ら
学
校
は
全
部
建
て
替
え
ま
す
よ
ね
。
そ
の
時
に
ど

う
い
う
設
計
に
す
る
の
か
。
お
任
せ
し
ま
す
じ
ゃ
な
く
て
、
か
く
あ
る
べ
し
っ
て
い
う
の
を
ぜ
ひ
口
に
出
す

文
化
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
期
待
し
て
ま
す
。
 

そ
れ
で
は
春
藤
副
市
長
お
願
い
し
ま
す
。
 

 

【
春
藤
副
市
長
】
 

私
か
ら
は
少
し
違
う
観
点
で
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
私
が
こ
の
教
員
の
働
き
方
改
革
に
つ

い
て
真
剣
に
取
り
組
ま
な
い
と
い
け
な
い
な
と
す
ご
く
感
じ
て
い
る
の
は
社
会
情
勢
か
ら
見
る
と
今
教
育

だ
け
じ
ゃ
な
く
て
ね
、
福
祉
、
保
育
を
含
め
て
担
い
手
不
足
な
ん
で
す
。
生
産
年
齢
人
口
が
ね
、
こ
れ
か
ら

10
年
で
さ
ら
に

10
％
近
く
落
ち
る
っ
て
い
う
統
計
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
現
状
維
持
も
非
常
に

難
し
い
。
こ
れ
は
理
解
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
今
と
同
じ
こ
と
は
成
立
し
な
い
ん
で
す

よ
。
 

Ｚ
世
代
の
方
。
よ
く
給
料
を
上
げ
た
ら
何
と
か
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
価

値
感
を
持
っ
て
な
い
で
す
。
時
間
を
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
金
で
何
と
か
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
い

う
こ
と
自
体
が
古
い
世
代
の
考
え
方
だ
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら

緊
急
性
が
非
常
に
高
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
よ
ね
。
若
い
人
が
入
っ
て
く
る
状
況
に
し
な
い
と
。
も

う
間
に
合
わ
な
い
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
う
ぐ
ら
い
厳
し
い
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
直
ち
に
や
ら
な

い
と
い
け
な
い
こ
と
は
労
働
時
間
も
含
め
て
ゴ
ー
ル
の
明
確
化
。
こ
の
取
組
が
最
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

他
の
委
員
が
言
わ
れ
た
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
け
ど
働
く
人
が
い
な
く
な
っ
た
ら
何
も

成
り
立
た
な
い
わ
け
で
す
。
管
理
職
も
含
め
た
抜
本
的
な
働
き
方
改
革
。
な
り
た
い
職
業
へ
、
な
っ
て
欲
し

い
職
業
へ
。
保
護
者
の
方
は
教
員
を
な
っ
て
欲
し
い
職
業
と
言
え
ま
す
か
、
教
職
員
の
方
が
管
理
職
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
ま
す
か
。
そ
の
こ
と
を
緊
急
的
に
変
え
な
い
限
り
崩
壊
し
て
い
く
の
が
目
に
見
え
て
る
の

で
私
は

3
年
程
度
で
抜
本
的
に
変
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

大
阪
府
に
人
事
権
移
譲
を
申
し
上
げ
て
る
の
は
、
今
教
育
改
革
し
な
い
と
間
に
合
わ
な
い
よ
と
い
う
こ

と
で
、
別
に
人
事
権
が
欲
し
い
わ
け
じ
ゃ
な
く
て
教
育
改
革
が
緊
急
的
に
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
だ
か

ら
、
大
阪
府
で
や
っ
て
い
た
だ
け
る
ん
や
っ
た
ら
、
我
々
は
そ
の

1
番
手
に
な
り
ま
す
と
、
た
だ
な
か
な
か

難
し
い
で
し
ょ
う
か
ら
、
吹
田
市
で
人
事
権
を
持
っ
て
や
っ
て
い
く
べ
き
か
な
と
い
う
こ
と

で
要
望
を
上

げ
て
き
た
わ
け
で
す
。
 

そ
の
中
で
言
う
と
、
最
初
の
方
に
あ
り
ま
し
た
誰
か
を
犠
牲
に
し
た
上
で
の
教
育
は
も
う
見
直
さ
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
。
聖
職
と
か
そ
う
い
う
話
じ
ゃ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
行
政
で
も
そ
う
な
ん
で
す

け
ど
も
人
事
評
価
は
基
本
的
に
時
間
で
評
価
し
て
い
ま
せ
ん
。
た
く
さ
ん
残
業
す
る
か
ら
良
い
評
価
と
い

う
こ
と
は
も
う
や
め
よ
う
と
。
質
で
す
ね
。
自
分
の
持
ち
時
間
の
中
で
ど
れ
だ
け
質
を
上
げ
て
や
っ
て
く
れ

る
か
。
こ
れ
は
今
の
若
い
人
た
ち
が
子
育
て
し
て
い
く
中
で
育
休
を
取
っ
た
ら
評
価
が
下
が
る
ん
か
と
い
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 う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
・
管
理
職
の
Ｍ
字
カ
ー
ブ
話
が
今
ま
で
発
生
し
て
る
わ
け
で
す
。
女
性
の
管
理
職

が
少
な
い
大
き
な
理
由
は
子
育
て
が
主
な
理
由
だ
と
思
い
ま
す
け
ど
、
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
た
時
に
人

生
の
ス
テ
ー
ジ
の
中
で
自
分
が
働
け
る
時
間
を
ど
れ
だ
け
質
を
上
げ
て
い
た
だ
く
か
。
そ
う
い
う
こ
と
を

や
っ
て
い
か
な
い
と
無
理
だ
と
思
い
ま
す
。
 

ま
ず
労
働
時
間
の
問
題
。
私
と
し
て
は
こ
れ
を
明
確
に
し
な
い
と
い
け
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

労
働
時
間
が
オ
ー
バ
ー
し
て
る
わ
け
で
す
。
そ
の
中
で
私
の
観
点
か
ら
い
う
と
学
校
教
育
の
範
囲
を
明
確

に
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
よ
ね
。
結
局
そ
う
い
う
こ
と
を
明
確
に
し
な
い
と
や
る
べ
き
こ
と
も
明
確
に
な

ら
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
学
校
教
育
の
範
囲
な
の
か
、
児
童
福
祉
の
範
囲
な
の
か
、
施
設
管
理
な
の
か
、
家

庭
の
こ
と
な
の
か
、
そ
れ
は
申
し
訳
な
い
け
れ
ど
明
確
に
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

上
で
学
校
教
育
の
範
囲
の
中
で
教
員
の
範
囲
っ
て
い
う
の
は
ど
こ
か
も
明
確
に
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
Ｄ
Ｘ
と
か
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
か
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
か
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て
い
た
だ
い

て
、
や
れ
る
範
囲
を
明
確
に
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

こ
う
い
う
こ
と
を
保
護
者
、
児
童
に
も
説
明
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
、
教
員
自
身
の
中

の
意
識
改
革
が
必
要
で
す
。
や
り
た
い
方
も
い
る
と
思
う
ん
で
す
。
と
こ
と
ん
や
り
た
い
人
っ
て
い
う
の
は
、

行
政
の
中
で
も
い
ま
し
た
け
ど
、
そ
れ
は
駄
目
だ
っ
て
い
う
こ
と
を
私
の
方
か
ら
直
接
は
っ
き
り
言
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
次
に
来
た
人
に
も
迷
惑
か
か
り
ま
す
か
ら
。
そ
の
働
き
方
は
気
持
ち
は
尊
い
け

れ
ど
働
き
方
と
し
て
は
失
格
で
す
と
。
そ
れ
を
は
っ
き
り
言
わ
な
い
と
い
け
な
い
。
こ
う
い
う
こ
と
を
明
確

に
し
て
説
明
し
て
い
く
。
あ
る
い
は
自
分
自
身
も
そ
こ
は
割
り
切
っ
て
い
く
。
そ
れ
が
な
け
れ
ば
私
は
改
革

は
進
ま
な
い
と
思
い
ま
す
し
、
3
年
程
度
で
こ
の

30
時
間
未
満
を
達
成
で
き
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
も
う
諦

め
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

 

私
こ
こ

5
年
ぐ
ら
い
若
い
方
、
新
採
職
員
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
ま
し
た
け
ど
、
何
回
か
も
う
残
業
が
多
く
て

体
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
で
す
と
職
員
か
ら
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
職
員
の
個
人
別
の
残
業
時
間
を
調
べ
た
ら

30
時

間
ち
ょ
っ
と
で
し
た
。
今
の
若
い
人
は
月

30
時
間
を
超
え
る
と
も
う
体
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
で
や
っ
て
い
け
な
い

と
考
え
て
ま
す
。
だ
か
ら
大
体
多
く
て
も

20
時
間
ち
ょ
っ
と
ぐ
ら
い
に
抑
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
の

で
、
ま
ず

30
時
間
未
満
を
達
成
で
き
な
け
れ
ば
話
に
な
ら
な
い
っ
て
い
う
認
識
を
私
は
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
向
か
っ
て
い
ろ
ん
な
手
法
と
か
メ
ニ
ュ
ー
と
か
考
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

部
活
動
の
こ
と
も
そ
う
で
す
け
ど
、
そ
う
い
う
こ
と
を
頭
の
中
に
置
き
な
が
ら
改
革
を
し
な
い
と
間
に
合

い
ま
せ
ん
よ
と
い
う
こ
と
を
お
伝
え
し
た
い
。
こ
れ
が
私
の
意
見
で
す
。
 

 （
～
略
～
）
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令
和
５
年
度
（
2
02
3
年
度
）
 
第
１
回

 
吹
田
市
総
合
教
育
会
議
 
議
事
録
 

 

日
 
 
時
 
 
令
和
５
年
（
20
23

年
）
８
月

27
日
（
日
）
 
午
後
３
時
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で
 

 出
席

者
 

 
後
藤
市
長
、
西
川
教
育
長
、
安
達
教
育
長
職
務
代
理
者
、
福
田
委
員
、
和
田
委
員
、

 

飴
野
委
員
、
谷
池
委
員
、
春
藤
副
市
長
 

 （
～
略
～
）
 

 【
安
達
教
育
長
職
務
代
理
者
】

 

少
し
し
つ
こ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
最
初
の
義
務
の
話
で
す
。
私
は
教
育
を
受
け
る
機
会
を
提
供
す
る

責
務
が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
一
応
言
葉
は
使
っ
て
い
ま
す
。
法
律
家
で
す
の
で
そ
こ
は
一
応
言
っ
て
お
き

ま
す
。
地
方
公
共
団
体
は
、
学
校
を
設
置
す
る
義
務
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
の
こ
の
社
会
の
状
況
の
中
で

は
、
従
来
ど
お
り
の
学
校
を
設
置
し
て
い
る
だ
け
で
は
、
そ
の
義
務
を
き
ち
ん
と
果
た
し
て
い
る
こ
と
に
は

な
ら
な
く
て
、
そ
こ
に
通
う
こ
と
が
で
き
な
い
子
供
た
ち
の
た
め
の
別
の
メ
ニ
ュ
ー
を
作
る
こ
と
ま
で
も

が
今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
理
解
を
し
て
い
ま
す
の
で
一
言
だ
け
補
足
し
て
お
き
ま
す
。
 

楽
し
い
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
さ
き
ほ
ど
か
ら
ワ
ー
ド
が
出
て
い
ま
す
け
ど
も
、
結
局
自
己
肯
定
感

を
得
ら
れ
る
生
活
な
の
か
ど
う
か
と
い
う
と
こ
ろ
が
や
っ
ぱ
り
大
き
い
の
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。
勉
強

が
で
き
な
く
て
学
校
に
行
け
な
い
と
い
う
の
も
、
で
き
な
い
勉
強
を
ず
っ
と
座
っ
て
聞
い
て
い
る
と
い
う

の
は
自
己
肯
定
感
は
日
々
下
が
っ
て
い
く
一
方
で
そ
れ
は
辛
い
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
し
、
子
供
に
よ
っ

て
は
友
達
が
い
な
い
こ
と
も
そ
の
原
因
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
な
の
で
、
自
己
肯
定
感
が
何
に
よ
っ
て
高

ま
る
か
と
い
う
の
は
、
そ
の
子
供
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
課
題
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
と

思
う
の
で
、
本
当
に
ま
さ
に
十
人
十
色
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
れ
を
す
れ
ば
高
ま
る
っ
て
い
う

も
の
が
何
か
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
、
結
局
の
と
こ
ろ
個
別
に
向
き
合
っ
て
い
く
し

か
な
く
て
、
そ
う
す
る
と
い
か
に
人
を
拡
充
し
て
い
っ
て
、
個
別
の
ケ
ア
が
で
き
る
よ
う
な
状
況
に
す
る
か

と
い
う
と
こ
ろ
に
か
か
っ
て
く
る
の
か
な
と
私
と
し
て
は
整
理
を
し
て
い
ま
す
。
 

統
制
っ
て
い
う
こ
と
だ
と
、
確
か
に
今
の
学
校
は
統
制
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
が
す
ご
く
あ
っ
て
、
個
人

的
に
は
制
服
な
ん
か
別
に
着
た
い
人
は
着
れ
ば
い
い
し
、
着
た
く
な
か
っ
た
ら
着
な
い
で
も
い
い
け
ど
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。
朝
礼
と
か
も
、
確
か
に
自
分
の
子
供
た
ち
も
小
学
校
の
と
き
と
か
整
列
し
て
、
し
ゃ
べ

っ
て
い
る
子
が
い
た
ら
そ
の
子
た
ち
が
し
ゃ
べ
り
終
わ
る
ま
で
先
生
が
シ
ー
ン
と
し
て
待
っ
て
い
る
間
が

す
ご
く
嫌
と
い
う
こ
と
は
い
つ
も
言
っ
て
い
て
、
気
の
毒
に
と
思
っ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
の

は
も
う
や
め
た
ら
い
い
の
に
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

た
だ
、
授
業
に
つ
い
て
は
、
先
生
方
の
意
識
と
し
た
ら
、
座
っ
て
聞
く
こ
と
が
当
た
り
前
だ
か
ら
座
っ
て

聞
け
と
思
っ
て
授
業
を
さ
れ
て
い
る
の
で
は
き
っ
と
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
先
生
方
の
意
識
と
し
た
ら
、

子
供
た
ち
が
面
白
い
か
ら
聞
き
た
い
と
思
う
授
業
を
し
よ
う
と
授
業
を
作
っ
て
お
ら
れ
る
の
だ
と
思
っ
て

学校教育部（33） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
  
  
 
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
学
校
教
育
部
教
育
未
来
創
生
室
 

 

総
合
教
育
会
議
に
お
け
る
人
事
権
移
譲
に
関
わ
る
全
て
の
議
事
録

 
Ｎ
ｏ
.1
5 

 

 い
ま
す
。
そ
れ
自
体
は
、
理
想
と
し
た
ら
す
ご
く
志
が
高
い
こ
と
で
、
そ
れ
自
体
は
先
生
方
の
努
力
と
し
て

素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
長
年
そ
れ
を
や
っ
て
い
る
と
、
聞
け
な
い
子
に
対
し

て
、
上
か
ら
押
さ
え
つ
け
る
よ
う
な
形
で
座
っ
て
聞
け
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
な
の
で
、
そ
れ

は
や
っ
ぱ
り
そ
う
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
の
も
一
方
で
は
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
か
な
と
思
っ
て
聞

い
て
い
ま
し
た
。
少
し
中
途
半
端
な
回
答
に
な
り
ま
し
た
。

 

 【
市
長
】
 

い
え
い
え
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
義
務
・
責
務
・
責
任
と
い
う
微
妙
に
違
う
話
な
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
教
員
が
義
務
で
教
え
て
い
な
い
か
っ
て
思
い
ま
す
ね
。
教
員
に
義
務
は
な
い
で
す
よ
ね
。
責
任
は
あ

っ
て
も
。
だ
か
ら
、
隣
の
ク
ラ
ス
と
違
う
授
業
だ
っ
た
と
し
て
も
全
然
い
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
学
習
指
導

要
領
と
い
う
枷
を
は
め
ら
れ
て
い
て
、
で
も
そ
の
目
的
は
教
育
を
ち
ゃ
ん
と
伝
え
る
こ
と
で
あ
っ
て
方
法

は
教
員
に
任
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
私
も
皆
さ
ん
も
経
験
が
あ
る
と
思
い
ま
す
け
ど
、
熱
意
な
く

淡
々
と
授
業
さ
れ
た
と
し
て
、
そ
れ
は
教
員
は
義
務
を
果
た
し
て
る
ん
で
す
よ
ね
。
責
任
を
果
た
せ
よ
と
思

い
ま
す
よ
ね
。
こ
っ
ち
を
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
て
く
れ
よ
と
い
う
気
は
し
ま
す
。
大
事
な
点
だ
と
思
い
ま
す
。
 

今
ま
で
多
分
、
学
校
が
楽
し
か
っ
た
人
ば
っ
か
り
に
聞
い
て
き
た
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。
い
や
世
の
中
は

そ
う
い
う
も
の
で
は
な
い
と
い
う
意
見
も
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
 

学
校
が
楽
し
く
な
か
っ
た
経
験
を
お
持
ち
の
教
育
長
。
お
願
い
で
き
ま
す
か
。
 

 【
教
育
長
】
 

私
は
通
知
票
に
必
ず
書
か
れ
た
２
つ
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
、
注
意
散
漫
と
落
ち
着
き
が
な
い
で
す
。
毎

回
書
か
れ
て
、
毎
回
先
生
に
怒
ら
れ
て
い
ま
し
た
け
ど
も
学
校
は
楽
し
か
っ
た
で
す
。
 

 

今
年
、
１
５
０
周
年
と
い
う
学
校
が
２
つ
あ
り
ま
す
。
市
長
も
行
か
れ
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
 
１

５
１
年
な
ん
で
す
よ
ね
。
学
制
が
発
布
し
て
か
ら
。
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
話
を
頼
ま
れ
て
い
ま
し
て
、
当
時
ど

ん
な
方
法
で
授
業
を
や
っ
て
い
た
か
と
思
っ
て
ず
っ
と
ネ
ッ
ト
で
見
て
い
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
小
学
校

入
門
教
授
図
解
と
い
う
の
が
ま
ず
最
初
に
出
て
き
て
、
掛
け
軸
み
た
い
な
も
の
を
広
げ
て
、
子
供
が
座
っ
て

い
て
先
生
が
教
え
て
い
ま
す
。
明
治
、
も
う
少
し
後
に
な
っ
た
ら
黒
板
が
き
っ
ち
り
あ
っ
て
、
子
供
が
い
て

先
生
が
毎
日
教
え
て
い
ま
す
。
大
正
に
な
っ
て
も
こ
の
図
式
は
同
じ
で
す
。
昭
和
に
な
っ
て
も
、
テ
レ
ビ
は

あ
る
ん
で
す
け
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
黒
板
の
前
で
子
供
た
ち
全
員
が
前
を
向
い
て
聞
い
て
る
ん
で
す
ね
。
平
成

に
な
っ
て
も
同
じ
。
令
和
に
な
っ
て
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
が
出
来
て
、
で
も
子
供

た
ち
は
同
じ
よ
う
に
前
向
き
に
座
っ
て
い
る
。
１
５
０

年
間
子
供
た
ち
は
聞
き
続
け
て
先
生
は
教
え
続
け

て
い
る
。
で
も
、
昔
は
多
分
、
外
国
の
こ
と
を
い
ち
早
く
知
っ
て
い
る
の
は
大
人
だ
け
と
い
う
時
代
だ
っ
た

か
ら
、
そ
れ
も
正
し
か
っ
た
け
ど
も
、
今
知
っ
て
い
る
の
は
先
生
だ
け
で
す
か
。
子
供
た
ち
は
、
知
に
ア
ク

セ
ス
す
る
と
き
に
先
生
を
通
し
て
し
か
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
せ
ん
か
。
学
ぶ
の
は
学
校
だ
け
で
す
か
と
言
っ

た
と
き
に
そ
う
で
は
な
い
だ
ろ
う
と
な
り
ま
す
よ
ね
。
 

学
校
の
究
極
の
楽
し
さ
と
い
う
と
、
面
白
い
授
業
が
あ
っ
て
、
わ
か
っ
て
、
友
達
が
い
て
、
遠
足
だ
っ
た

り
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
。
こ
の
３
つ
が
あ
っ
た
ら
す
ご
い
い
い
と
こ
ろ
だ
と
な
り
ま
す
。
し
か
も
安
い
。
で
も
、

学校教育部（34） 
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 本
当
に
い
い
と
こ
ろ
に
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
問
い
直
し
た
と
き
に
、
学
校
だ
け
が
教
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
と
い
っ
た
ら
他
に
も
学
ぶ
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
よ
ね
。
他
に
も
、
今
だ
っ
た
ら
友
達
と
つ

な
が
る
と
な
っ
た
ら
、
外
国
の
子
供
と
つ
な
が
る
こ
と
も
で
き
ま
す
よ
ね
。
イ
ベ
ン
ト
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
と
き
に
、
学
校
の
価
値
、
存
在
意
義
、
あ
り
方
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
 

多
様
な
子
供
が
い
る
け
れ
ど
も
本
当
に
イ
ン
ク
ル
ー
ズ
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
溺
れ
て
い
る
子
供
た
ち
に

対
し
て
も
、
私
た
ち
は
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
市
長
部
局
に
も
お
願
い
を
し
て
、
い

ろ
い
ろ
と
動
い
て
い
た
だ
け
た
ら
と
い
う
の
が
今
の
私
の
気
持
ち
で
す
。
 

 【
市
長
】
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

思
い
は
教
育
委
員
会
も
行
政
も
同
じ
だ
っ
て
い
う
こ
と
が
今
お
わ
か
り
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。
こ

の
先
の
道
筋
の
教
科
書
が
な
く
て
、
お
そ
ら
く
こ
う
い
う
議
論
し
て
い
る
の
は
日
本
で
吹
田
市
が

ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
だ
と
思
い
ま
す
。
で
は
具
体
的
に
次
ど
う
し
て
い
く
か
と
い
う
段
階
な
ん
で
す
け
ど
、
計
画
段
階
か

ら
実
行
段
階
に
入
る
際
に
、
当
然
、
人
と
金
そ
れ
か
ら
箱
物
が
要
り
ま
す
。
こ
れ
は
行
政
の
仕
事
で
す
。
ど

う
い
う
の
が
ベ
ス
ト
な
の
か
っ
て
い
う
こ
と
は
ぜ
ひ
検
討
し
て
い
た
だ
い
て
、
他
の
事
例
を
見
る
の
で
は

な
く
て
、
他
の
事
例
も
な
い
の
で
、
吹
田
市
独
自
の
教
育
は
か
く
あ
る
べ
し
と
い
う
モ
デ
ル
、
ア
イ
デ
ア
を

ぶ
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
精
一
杯
、
我
々
は
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
立
場
で
す
。

 

少
し
付
け
加
え
ま
す
と
、
３
５
人
学
級
で
教
員
の
負
担
を
減
ら
し
た
ら
、
少
し
は
ま
し
に
な
る
の
か
。
い

や
３
５
人
学
級
に
な
っ
た
ら
そ
の
先
生
は
休
暇
取
れ
ま
す
か
と
い
う
話
で
す
。
そ
れ
な
ら
４
０
人
学
級
で

も
い
い
か
ら
２
人
担
任
制
に
し
て
く
れ
と
。
そ
う
し
た
ら
、
ど
う
し
て
も
休
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
に

休
め
ま
す
。
今
は
抜
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
先
生
に
も
自
分
の
子
供
も
い
る
わ
け
で
介
護
も

し
な
い
と
い
け
な
い
。
２
人
で
担
任
制
だ
と
し
た
ら
、
あ
る
程
度
経
験
積
ん
だ
人
と
若
い
先
生
が
セ
ッ
ト
に

な
れ
ば
、
そ
れ
は
Ｏ
Ｊ
Ｔ
と
し
て
育
成
に
も
つ
な
が
る
。
そ
う
い
う
形
に
で
き
ま
せ
ん
か
と
ぶ
つ
け
ら
れ
ま

し
た
。
あ
あ
、
な
る
ほ
ど
と
思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
教
員
の
人
事
権
を
吹
田
市
に
持
っ
て
く
る
こ
と
を
今
進

め
て
る
ん
で
す
。
そ
れ
が
で
き
な
か
っ
た
ら
無
理
で
す
。
こ
の
話
は
無
理
で
す
。
で
も
、
今
そ
れ
に
対
し
て

誰
か
が
動
い
て
い
る
の
か
、
現
場
の
先
生
を
支
え
よ
う
と
本
気
で
制
度
改
革
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
か

と
い
う
と
私
の
耳
に
は
入
っ
て
き
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
今
、
吹
田
が
一
番
考
え
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。
教
育
委
員
会
の
皆
さ
ん
は
そ
の
思
い
で
い
っ
ぱ
い
ア
イ
デ
ア
を
出
し

て
く
だ
さ
い
。
１
０
個
、
２
０
個
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
使
え
る
の
が
１
個
、
２
個
あ
る
か
ど
う
か
は
わ
か
り

ま
せ
ん
け
ど
、
道
な
き
道
を
行
こ
う
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
総
合
教
育
会
議
に
し
た
い
で
す
し
、

こ
れ
か
ら
も
結
果
を
出
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

少
し
時
間
を
超
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
効
率
的
に
報
告
し
て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

生
徒
指
導
に
係
る
状
況
に
つ
い
て
で
す
。
こ
れ
は
状
況
を
お
聞
き
す
る
だ
け
だ
と
思
い
ま
す
が
、
意
見
等
あ

り
ま
し
た
ら
言
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
願
い
し
ま
す
。
 

（
～
略
～
）
 

学校教育部（35） 
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令
和
５
年
度
（
2
02
3
年
度
）
 
第
２
回

 
吹
田
市
総
合
教
育
会
議
 
議
事
録
 

 

日
 
 
時
 
 
令
和
６
年
（
20
24

年
）
２
月

18
日
（
日
）
 
午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
９
分
ま
で
 

 出
席

者
 

 
後
藤
市
長
、
大
江
教
育
長
、
安
達
教
育
長
職
務
代
理
者
、
福
田
委
員
、
和
田
委
員
、
飴
野
委
 

員
、
谷
池
委
員
、
春
藤
副
市
長

 

 （
～
略
～
）
 

 【
市
長
】
 

は
い
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

教
員
側
、
そ
れ
か
ら
保
護
者
、
社
会
、
そ
れ
ぞ
れ
に
課
題
が
あ
る
こ
と
は
皆
さ
ん
も
う
頭
の
中
に
あ
る
ん

で
す
け
ど
。
ま
ず
１
つ
言
え
る
こ
と
は
、
先
ほ
ど
福
田
委
員
か
ら
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
我
々
も
も
う
Ａ

Ｉ
を
使
っ
て
ま
す
。
学
校
現
場
は
確
か
に
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
で
ツ
ー
ル
は
変
わ
っ
た
け
ど
、
教
育
方
法
は

一
体
ど
う
な
っ
て
る
ん
か
な
。
目
指
す
と
こ
ろ
が
複
雑
化
し
て
フ
ォ
ー
カ
ス
が
当
た
っ
て
な
い
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
 

私
は
１
０
年
以
内
に
間
違
い
な
く
激
変
す
る
と
読
ん
で
ま
す
。
５
年
で
は
少
し
時
間
が
足
ら
ん
の
か
な

っ
て
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
こ
か
ら
一
気
に
進
ん
で
い
く
の
は
間
違
い
な
い
で
す
。
別
に
そ
れ
を
先
取

り
し
な
く
て
も
い
い
ん
で
す
け
ど
、
１
０
年
以
内
に
何
が
ど
う
変
わ
る
か
っ
て
い
う
の
を
想
定
し
た
上
で
、

こ
れ
か
ら
の
教
育
を
語
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
の
状
況
で
困
っ
た
、
さ
あ
ど
う
し
よ
う
か
っ
て
い
う
の
は

短
期
的
に
は
大
事
な
ん
で
す
け
ど
、
果
た
し
て
学
校
教
育
は
こ
の
ま
ま
行
く
ん
か
。
６
・
３
・
３
制
で
い
く

ん
か
っ
て
い
う
の
も
含
め
て
で
す
ね
。
３
５
人
学
級
が
進
ん
だ
の
も
、
教
育
の
問
題
っ
て
い
う
よ
り
も
人
口

減
少
で
す
よ
ね
。
少
子
化
で
地
方
で
は
そ
れ
が
普
通
に
な
っ
て
き
た
。
吹
田
は
何
が
違
う
ん
か
。
そ
れ
か
ら
、

先
ほ
ど
も
あ
り
ま
し
た
け
ど
、
第
二
の
家
庭
っ
て
い
う
ま
さ
に
谷
池
委
員
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
教
育

と
い
う
言
葉
の
定
義
が
非
常
に
広
が
っ
て
あ
や
ふ
や
に
な
っ
て
き
た
。
人
に
よ
っ
て
違
う
。
教
育
と
学
習
の

違
い
で
す
よ
ね
。
学
校
現
場
、
教
育
委
員
会
に
は
、
教
育
の
定
義
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ
の
定
義
の
中
に
学

習
っ
て
あ
え
て
入
れ
て
な
い
で
す
よ
ね
。
知
育
、
徳
育
、
体
育
は
昔
か
ら
あ
り
ま
す
け
ど
、
も
っ
と
包
括
的

な
意
味
で
人
が
集
団
の
中
で
成
長
し
て
い
く
っ
て
い
う
よ
う
な
言
い
方
を
し
て
ま
す
よ
ね
。
そ
の
１
つ
が

学
習
な
ん
で
す
け
ど
保
護
者
は
そ
う
は
思
っ
て
ま
せ
ん
よ
ね
。
学
校
に
は
学
習
し
に
行
く
ん
や
と
い
う
、
そ

こ
と
の
ず
れ
っ
て
い
う
の
が
年
々
大
き
く
な
っ
て
き
て
る
よ
う
な
気
が
し
て
ま
す
。
そ
れ
で
学
校
で
足
り

な
い
と
な
っ
て
、
吹
田
に
は
も
う
山
ほ
ど
塾
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
ん
だ
け
塾
が
あ
る
密
度
が
高
い
地

域
っ
て
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
結
果
と
し
て
学
力
レ
ベ
ル
が
、
も
う
毎
年
大
阪
で
断
ト
ツ
や
と
。
ま
る

で
教
育
が
う
ま
い
こ
と
い
っ
て
る
か
の
よ
う
に
見
え
て
し
ま
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
そ
う
じ
ゃ
な
い
。
学
力

を
上
げ
て
る
の
は
塾
や
な
い
か
っ
て
い
う
話
は
よ
く
聞
き
ま
す
。
そ
の
中
で
教
育
、
学
校
は
何
を
主
に
担
う

ん
や
。
も
ち
ろ
ん
学
習
も
で
す
け
ど
、
も
っ
と
大
事
な
と
こ
ろ
も
あ
る
や
ろ
う
と
。
で
も
広
げ
す
ぎ
る
と
、

学校教育部（36） 
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 そ
こ
ま
で
は
守
備
範
囲
じ
ゃ
な
い
。
第
二
の
家
庭
で
は
な
い
。
こ
の
あ
た
り
が
こ
の
１
０
年
間
で
今
後
ど
う

い
う
ふ
う
に
整
理
を
さ
れ
て
い
く
の
か
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
最
初
の
話
の
働
き
が
い
、
や
り
が
い
、
プ
ラ
イ

ド
を
教
員
に
再
び
戻
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
今
の
３
倍
を
切
る
よ
う
な
教
員
採
用
試
験
の
倍
率
も
変
わ
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
非
常
に
危
機
的
な
状
況
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
教
員
の
数
と
質
の
両
方
の
低

下
に
悩
ん
で
る
の
が
今
や
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
変
え
る
に
は
試
験
の
期
間
を
早
め
る
と
か
、
そ
う
い
う
小

手
先
で
は
な
く
て
、
プ
ラ
イ
ド
で
す
よ
ね
。
先
生
と
呼
ば
れ
る
プ
ラ
イ
ド
、
や
り
が
い
。
こ
れ
を
範
囲
を
限

定
し
て
実
現
を
せ
な
い
か
ん
。
ま
ず
は
そ
っ
か
ら
や
と
思
い
ま
す
。
 

今
日
の
話
は
個
別
の
悩
み
か
ら
大
き
な
話
ま
で
様
々
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
結
局
は
人
数
だ
け
じ
ゃ

な
く
て
、
先
生
そ
の
も
の
が
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
働
け
る
よ
う
に
、
そ
し
て
そ
の
働
き
方
が
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
を
阻
害
し
な
い
。
大
事
な
最
初
に
出
て
き
た
言
葉
が
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
い
う
の
は
私
は
非
常
に

す
ば
ら
し
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
 

ぜ
ひ
、
計
画
を
立
て
、
目
標
を
持
ち
、
期
間
を
決
め
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
て
、
そ
れ
に
行
政
が
様
々

な
方
法
で
お
応
え
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
１
０
年
、
教
育
の
世
界
を
見
直
し
て
い
く
。
こ
の
ま
ま
の

延
長
で
は
と
て
も
耐
え
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
も
う
日
本
中
で
思
っ
て
ま
す
ん
で
、
我
々
も
そ
の
ス
タ
ン
ス
で

ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
で
す
。
一
緒
に
や
り
た
い
ん
で
す
け
ど
最
後
、
教
育
長
、
綺
麗
に
締
め
て
く
だ
さ
い
。
 

 【
教
育
長
】
 

ま
ず
、
教
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
の
時
間
を
割
い
て
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
私
も
事
務
局
の
勤
務
が
結
構
長
く
な
っ
て
る
ん
で
す
が
、
そ
う
で
す
ね
１
０
数
年
前
と
比
較

し
て
も
、
随
分
学
校
を
支
援
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
策
が
分
厚
い
も
の
、
重
層
的
な
も
の
に
変
わ
っ
て
い
ま

す
。
 

先
ほ
ど
の
ス
ラ
イ
ド
９
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
こ
れ
だ
け
た
く
さ
ん
の
教
員
以
外
の
ス
タ
ッ
フ
が
学
校
を

支
援
し
て
い
る
と
い
う
自
治
体
は
い
ろ
ん
な
教
育
長
に
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
も
こ
の
近
隣
で
も
ほ

ぼ
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
に
教
育
委
員
会
事
務
局
の
方
も
、
例
え
ば
こ
の
間
数
十
年
来
続
い
て
き
た
市
の
行
事

と
い
う
も
の
を
も
う
役
割
を
終
え
た
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
ど
ん
ど
ん
な
く
し
て
い
く
と
い
う
動
き
も
と

っ
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
例
え
ば
今
、
年
度
末
の
人
事
評
価
の
面
談
を
学
校
長
と
し
て
る
ん
で
す
け
ど
も
、
よ
く

聞
く
話
と
し
て
、
講
師
が
配
置
さ
れ
て
な
く
て
欠
員
状
態
に
あ
る
。
欠
員
状
態
に
あ
る
の
で
、
結
局
は
学
校

全
体
の
体
制
を
確
保
す
る
の
が
非
常
に
危
う
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
。
そ
ん
な
中
で
、
い
つ
い
じ
め
が
起

こ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
い
つ
不
登
校
が
生
じ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
危
惧
し
な
が
ら
１

年
間
勤

め
て
ま
す
と
い
っ
た
よ
う
な
声
も
一
方
で
は
あ
り
ま
し
た
。

 

先
ほ
ど
の
御
指
摘
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
ス
ラ
イ
ド
３
で
な
る
ほ
ど
と
思
っ
た
の
は
こ
の
負
の
ス
パ
イ

ラ
ル
は
ど
こ
か
１
か
所
に
く
さ
び
を
入
れ
る
と
逆
回
転
を
始
め
る
な
と
。
そ
の
視
点
は
非
常
に
新
鮮
で
、
ぜ

ひ
と
も
そ
こ
は
取
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
あ
る
べ
き
姿
を
ま
ず
示
す
こ
と
は
教
職
の
魅
力
を

示
す
こ
と
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。
 

講
師
と
い
う
の
は
、
教
職
員
人
事
権
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
勤
務
す
る
自
治
体
を
選
べ
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
、

学校教育部（37） 
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 ま
ず
は
講
師
が
吹
田
市
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
が
１
つ
大
き
な
成
果
指
標
に
な
る
か
な
と
話
を
聞
い
て
い
て

感
じ
ま
し
た
。
講
師
が
い
な
い
ん
で
す
じ
ゃ
な
く
て
、
講
師
が
集
ま
る
自
治
体
に
な
り
ま
し
た
と
言
え
る
よ

う
に
し
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
今
日
は
ス
ラ
イ
ド
１
５
か
ら
ス
ラ
イ
ド
２
２
ま
で
、
教

員
と
教
頭
の
１
日
と
い
う
こ
と
で
お
示
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
詳
細
に
ど
ん
な
ふ
う

に
学
校
が
動
い
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
共
有
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
お
示
し
さ
し
て
い
た
だ
い
た

ん
で
す
け
ど
も
、
ぜ
ひ
と
も
次
回
の
総
合
教
育
会
議
の
中
で
は
、
先
ほ
ど
か
ら
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
こ
の
部

分
は
外
部
に
委
託
で
き
る
だ
ろ
う
、
こ
の
部
分
は
残
す
べ
き
だ
な
、
と
い
っ
た
仕
分
け
を
し
て
い
く
。
そ
れ

に
基
づ
い
た
今
後
の
取
組
を
し
っ
か
り
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
含
め
て
提
示
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
 

教
職
の
魅
力
を
取
り
戻
す
の
が
本
当
に
一
番
重
要
か
な
と
つ
く
づ
く
感
じ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
方
向
で

し
っ
か
り
と
取
組
ま
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

 （
～
略
～
）
 

                      

学校教育部（38） 
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令
和
４
年
度
（
20
22

年
度
）
第
１
回
 
吹
田
市
総
合
教
育
会
議
 
議
事
録
 

 

日
 
 
時
 
 
令
和
５
年
（
20
2
3
年
）
２
月

19
日
（
日
）
 
午
後
３
時

30
分
か
ら
午
後
５
時

30
分
ま
で
 

 出
席

者
 

 
後
藤
市
長
、
西
川
教
育
長
、
安
達
教
育
長
職
務
代
理
者
、
福
田
委
員
、
和
田
委
員
、

 

飴
野
委
員
、
谷
池
委
員
、
春
藤
副
市
長
 

 

(～
略
～
) 

 【
市
長
】
 

当
日
は
文
部
科
学
省
の
初
等
中
等
教
育
局
の
課
長
が
来
ら
れ
て
ま
し
て
、
国
そ
れ
か
ら
研
究
者
、
全
国
の

教
育
関
係
者
様
々
に
注
目
を
受
け
て
ま
す
。
 

け
ど
、
今
頃
っ
て
思
い
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
や
っ
て
な
か
っ
た
ん
や
っ
て
い
う
。
そ
れ
ほ
ど
教
育
現
場
は
子
供

た
ち
の
多
様
性
が
あ
っ
て
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
入
っ
て
な
く
て
、
科
学
的
な
解
析
っ
て
い
う
の
に
慣
れ
て
な

く
て
。
多
分
、
科
学
的
解
析
っ
て
い
う
の
は
人
相
手
や
か
ら
そ
ん
な
ん
は
違
う
っ
て
い
う
文
化
が
あ
っ
た
と

思
う
ん
で
す
よ
。
普
通
、
行
政
経
営
も
企
業
経
営
も
そ
う
で
す
け
ど
。
ま
ず
デ
ー
タ
を
解
析
し
て
、
そ
れ
を

も
と
に
知
見
を
得
て
、
そ
れ
に
対
策
を
当
て
る
っ
て
い
う
の
は
習
慣
づ
い
て
る
ん
で
す
け
ど
。
教
育
の
場
合

は
ま
だ
そ
こ
に
昭
和
の
香
り
を
非
常
に
感
じ
ま
し
て
、
今
回
突
破
口
に
な
っ
た
か
な
と
い
う
気
が
し
ま
す
。 

 【
谷
池
委
員
】
 

デ
イ
リ
ー
健
康
観
察
に
関
し
ま
し
て
は
ね
、
そ
う
い
う
デ
ー
タ
の
吸
い
上
げ
と
い
う
研
究
的
な
こ
と
は

大
事
で
す
。
一
方
で
、
例
え
ば
デ
イ
リ
ー
健
康
観
察
で
子
供
が
「
先
生
に
相
談
し
た
い
こ
と
あ
る
ん
で
す
。

し
ん
ど
い
で
す
」
っ
て
な
っ
た
と
き
の
対
応
で
す
よ
ね
。
こ
れ
が
極
め
て
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
も
、

心
配
だ
か
ら
と
相
談
し
て
も
ス
ル
ー
さ
れ
て
る
ケ
ー
ス
が
多
い
で
は
な
い
で
す
か
。
そ
こ
を
ど
う
す
る
か

い
う
こ
と
を
や
っ
ぱ
り
き
ち
ん
と
決
め
と
か
な
い
と
。
デ
イ
リ
ー
健
康
観
察
を
入
れ
る
と
い
う
こ
と
は
非

常
に
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
現
場
で
形
骸
化
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
 

 

【
市
長
】
 

こ
れ
は
草
場
先
生
い
か
が
で
す
か
。
 

 

【
草
場
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長
】

 

実
は
そ
の
点
に
つ
い
て
も
考
え
て
お
り
ま
し
て
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
分
厚
く
し
て
も
、
そ
の
あ
と
じ
ゃ
あ

ど
う
介
入
支
援
し
て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
の
が
一
番
の
問
題
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

そ
こ
を
専
門
家
の
方
々
の
知
見
知
識
、
様
々
な
こ
と
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
化
で
き
な
い
か
な
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
働
か
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

学校教育部（39） 
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 【
市
長
】
 

結
局
そ
れ
も
人
の
力
な
ん
で
す
ね
。
教
員
そ
の
も
の
の
今
の
人
数
。
児
童
生
徒

10
0
人
当
た
り
何
人
と
か

い
う
の
で
、
お
よ
そ
変
わ
っ
て
な
い
。
そ
れ
に
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
で
あ
る
と
か
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
か
そ
れ
を
当
て
込
ん
で
っ
て
言
っ
て
ま
す
け
ど
、
い
や
教
員
そ
の
も
の
の
人
数
が
足
り

て
な
い
ん
ち
ゃ
う
か
っ
て
い
う
気
が
し
ま
す
。
い
つ
ま
で
我
慢
し
て
ん
の
か
な
と
。
そ
の
し
わ
寄
せ
が
全
部

子
供
に
行
っ
て
ま
す
ん
で
。
そ
う
い
う
の
は
こ
っ
ち
か
ら
も
手
を
入
れ
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
文
科
省
が

基
準
を
決
め
て
し
ま
っ
て
た
ら
こ
っ
ち
か
ら
手
を
出
せ
な
い
。
 

今
、
私
立
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
私
立
の
手
厚
い
教
育
と
だ
ん
だ
ん
格
差
が
出
て
き
て
る
よ
う
な
気

が
し
て
ま
し
て
。
行
政
と
教
育
委
員
会
が
も
っ
と
し
っ
か
り
と
連
携
を
し
て
、
私
、
議
会
で
答
弁
し
た
ん
で

す
け
ど
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
中
で
教
育
に
か
け
る
金
が
日
本
が
い
か
に
少
な
い
か
っ
て
い
う
の
を
デ
ー
タ
で
言
い

ま
し
た
。
こ
の
倍
つ
け
た
と
こ
ろ
で
別
に
高
く
は
な
い
。
 

そ
れ
を
吹
田
市
単
独
で
で
き
る
か
っ
て
い
う
と
人
事
権
あ
り
ま
せ
ん
し
、
こ
れ
人
事
権
が
移
譲
さ
れ
て

れ
ば
、
私
は
次
の
手
を
打
て
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
今
、
人
事
権
は
大
阪
府
に
あ
り
ま
す
ん
で
、
我
々
が
望

む
教
師
を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
あ
て
が
い
ぶ
ち
で
教
育
を
や
ら
な
あ
か
ん
。
吹
田
み
た
い
に
こ
ん

な
特
化
し
て
し
ま
っ
た
自
治
体
で
は
特
化
し
た
人
材
を
呼
び
込
ま
な
い
か
ん
と
。
そ
の
思
い
は
強
い
で
す
。

ず
っ
と
大
阪
府
の
教
育
委
員
会
と
も
や
り
と
り
は
し
て
ま
す
。
中
核
市
で
人
事
権
を
持
つ
と
い
う
日
本
初

の
事
例
。
こ
れ
法
律
上
許
さ
れ
て
ま
す
か
ら
。
こ
れ
は
引
き
続
き
目
指
し
て
い
き
た
い
。

 

行
政
と
し
て
は
そ
こ
の
責
任
果
た
さ
ん
と
、
現
場
に
頑
張
れ
頑
張
れ
っ
て
い
う
の
は
無
責
任
や
と
思
っ

て
ま
す
ん
で
、
そ
こ
は
し
っ
か
り
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

そ
ろ
そ
ろ
え
え
時
間
な
ん
で
す
け
ど
。
ま
だ
お
っ
し
ゃ
り
た
い
こ
と
あ
り
ま
す
か
。
最
後
ま
だ
時
間
あ
り
ま

す
。
 

 （
～
略
～
）
 

             

学校教育部（40） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
  
  
 
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
学
校
教
育
部
教
育
未
来
創
生
室
 

 

総
合
教
育
会
議
に
お
け
る
人
事
権
移
譲
に
関
わ
る
全
て
の
議
事
録

 
Ｎ
ｏ
.2
2 

 

 

令
和
３
年
度
（
2
02
1
年
度
）
 
第
１
回

 
吹
田
市
総
合
教
育
会
議
 
議
事
録
 

 

日
 
 
時
 
 
令
和
４
年
（
20
22

年
）
２
月

13
日
（
日
）
 
午
後
３
時

30
分
か
ら
午
後
５
時

35
分
 

 出
席

者
 

 
後
藤
市
長
、
西
川
教
育
長
、
谷
口
教
育
長
職
務
代
理
者
、
安
達
委
員
、
福
田
委
員
、

 

和
田
委
員
、
飴
野
委
員
、
春
藤
副
市
長
 

 （
～
略
～
）
 

 【
市
長
】
 

教
育
の
人
材
を
育
成
す
る
と
い
う
意
味
で
教
育
セ
ン
タ
ー
。
も
う
一
つ
は
、
教
員
、
吹
田
市
の
子
供
た
ち

に
ふ
さ
わ
し
い
思
い
を
持
っ
た
教
員
に
来
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
、
資
料

7 
P1
2 

方
向
性

1
の
一

番
上
で
す
ね
、
教
職
員
の
人
事
権
移
譲
。
こ
れ
は
、
目
標
に
は
書
い
て
い
ま
せ
ん
が
、
す
で
に
公
式
の
手
続

き
が
進
み
始
め
て
い
ま
す
。
大
阪
府
と
協
議
を
し
て
い
る
最
中
で
す
。
そ
れ
は
ご
報
告
を
い
た
し
ま
す
。
そ

れ
で
は
和
田
委
員
。
よ
ろ
し
い
で
す
か
。
 

 

【
和
田
委
員
】
 

1
人

1
台
の
端
末
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
が
始
ま
り
、
昔
と
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
ん
だ
な
っ
て
い
う
こ

と
が
実
感
で
き
ま
す
。
こ
の
教
育
未
来
創
生
計
画
を
見
て
も
、
今
ま
で
、
学
校
の
規
模
適
正
化
な
ん
か
は
、

か
な
り
学
校
に
よ
っ
て
人
数
に
多
い
少
な
い
の
差
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
い
つ
も
問
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

な
か
な
か
手
が
入
れ
な
い
と
こ
ろ
に
、
や
は
り
手
を
入
れ
、
改
革
す
る
と
い
う
の
は
、
吹
田
が
こ
う
い
う
こ

と
に
目
を
つ
ぶ
ら
ず
進
ん
で
い
こ
う
と
し
て
改
革
に
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
 

私
に
と
っ
て
は
、
こ
の
教
育
未
来
創
生
計
画
は
非
常
に
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。
今
の
教
員
の
環
境
を
整

え
て
、
教
員
の
人
事
権
移
譲
で
す
ね
、
吹
田
で
優
秀
な
先
生
を
と
っ
て
、
育
て
る
こ
と
は
、
吹
田
の
子
供
た

ち
に
と
っ
て
も
、
非
常
に
い
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
大
き
な
計
画
を
成
功
さ
せ
て
、
未

来
の
子
供
た
ち
に
、
よ
り
良
い
環
境
を
与
え
て
あ
げ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
 

 【
市
長
】
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
学
校
規
模
適
正
化
っ
て
い
う
の
は
、
全
国
の
悩
み
で
す
ね
。
人
口
減
少
の
都

市
で
は
、
も
う
大
胆
に
廃
校
や
、
統
合
し
て
い
る
と
こ
ろ
と
か
普
通
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
吹

田
市
は
新
た
な
小
学
校
を
作
っ
た
く
ら
い
、
人
口
が
増
え
て
い
る
ん
で
す
け
ど
。
一
方
で
地
域
に
よ
っ
て
は
、

人
数
が
少
な
く
て
、
最
大
と
最
小
で
今

6
倍
ぐ
ら
い
。
20
0
人
と

12
00

人
で
す
か
ら
ね
、
び
っ
く
り
し
ま

す
よ
。
 

教
育
環
境
と
簡
単
に
言
い
ま
す
け
ど
、
も
っ
と
シ
ビ
ア
な
言
葉
を
使
う
と
教
育
条
件
で
す
。
同
じ
市
に
生

ま
れ
て
、
倍
、
半
分
で
な
い
、
6
倍
の
違
い
の
あ
る
条
件
下
で
教
育
を
受
け
て
い
る
状
態
を
公
平
化
す
る
こ

と
は
、
教
育
委
員
会
だ
け
で
と
て
も
で
き
ま
せ
ん
。
 

学校教育部（  ） 学校教育部（41） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
  
  
 
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
学
校
教
育
部
教
育
未
来
創
生
室
 

 

総
合
教
育
会
議
に
お
け
る
人
事
権
移
譲
に
関
わ
る
全
て
の
議
事
録

 
Ｎ
ｏ
.2
3 

 

 

地
域
と
の
つ
な
が
り
も
あ
り
ま
す
ん
で
、
い
つ
も
お
答
え
し
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
子
供
の
た
め
の

学
校
で
す
。
そ
れ
を
支
え
て
い
た
だ
く
の
が
、
地
域
で
す
。
地
域
の
た
め
の
学
校
と
い
う
言
い
方
は
、
よ
ほ

ど
注
意
し
な
い
と
、
子
供
が
置
い
て
け
ぼ
り
に
な
り
ま
す
。

 

今
、
学
校
規
模
を
何
と
か
し
て
、
公
平
性
を
保
て
る
よ
う
に
と
計
画
を
し
て
い
ま
す
。
他
の
自
治
体
で
は
、

全
部
ズ
バ
ッ
と
校
区
を
な
く
し
て
、
全
部

70
0
人
と
か
そ
う
い
う
考
え
方
も
あ
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

ん
で
す
が
、
そ
う
い
う
劇
的
な
外
科
手
術
で
な
く
、
今
後
の
人
口
の
動
態
も
見
な
が
ら
、
あ
ん
ま
り
雑
多
な

こ
と
言
え
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
せ
め
て

6
倍
は
な
い
だ
ろ
う
と
、
注
意
し
て
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
非
常
に
悩
ま
し
い
問
題
で
す
。
次
は
、
安
達
委
員
お
願
い
し
ま
す
。
 

 【
安
達
委
員
】
 

こ
の
計
画
案
の
中
で
教
職
員
の
人
事
権
の
移
譲
が
施
策
と
し
て
挙
が
っ
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
に
、
個
別

最
適
化
さ
れ
た
い
い
教
育
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
も
ち
ろ
ん
教
員
を
育
て
な
い
と
い
け
な
い
し
、
い
い
人

材
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
と
き
に
、
ど
う
や
っ
た
ら
魅
力
の
あ
る
職
場
に
な
る
の
か
。
本
来
業

務
に
集
中
で
き
、
働
き
や
す
い
環
境
。
ど
う
や
っ
た
ら
そ
う
な
る
ん
だ
ろ
う
と
考
え
る
と
、
今
、
現
場
が
何

に
困
っ
て
い
る
の
か
っ
て
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
考
え
る
必
要
が
あ
る
わ
け
で
す
。
 

こ
こ
の
教
育
委
員
会
で
話
を
聞
い
て
い
て
も
そ
う
で
す
し
、
他
市
の
校
長
先
生
な
ど
と
会
っ
て
法
律
相

談
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
持
っ
て
こ
ら
れ
る
相
談
の
ほ
と
ん
ど
が
、
保
護
者
と
の
関

係
の
困
り
ご
と
、
話
を
聞
く
と
そ
れ
は
学
校
と
い
う
よ
り
福
祉
の
仕
事
じ
ゃ
な
い
の
か
と
い
う
相
談
が
本

当
に
多
い
で
す
。
 

学
校
の
先
生
た
ち
が
子
供
の
状
況
に
踏
み
込
ん
で
い
き
、
こ
れ
は
福
祉
の
問
題
だ
と
な
っ
た
と
き
に
、
学

校
が
連
動
で
き
る
福
祉
の
窓
口
、
つ
な
が
り
先
っ
て
い
う
の
は
、
あ
る
の
は
あ
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
細
す
ぎ

る
し
、
余
り
に
も
脆
弱
と
い
う
か
、
そ
こ
に
相
談
し
て
も
い
い
の
か
ど
う
か
も
よ
く
分
っ
て
い
な
か
っ
た
り

し
ま
す
。
何
か
そ
の
福
祉
な
問
題
と
か
に
行
き
当
た
っ
た
と
き
に
、
学
校
と
一
緒
に
動
い
て
も
ら
え
る
よ
う

な
、
福
祉
の
専
門
的
な
知
識
を
持
っ
た
人
を
付
け
て
も
ら
え
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
 

そ
れ
も
も
ち
ろ
ん
数
だ
け
で
は
な
く
て
質
の
問
題
に
な
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
先
ほ
ど
市
長
か
ら
、
教
育
に

お
金
を
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
い
た
ん
で
す
け
ど
、
ど
の
予
算
の
枠
か
分
か
ら
な
い
の
で
、
教
育
予
算
で

な
い
か
も
し
れ
な
い
で
す
け
ど
、
福
祉
的
な
部
分
で
、
先
生
た
ち
が
ヘ
ル
プ
を
出
し
た
と
き
に
、
一
緒
に
動

い
て
も
ら
え
る
福
祉
の
専
門
家
、
ど
う
い
う
仕
組
み
に
な
る
の
か
、
教
育
委
員
会
の
中
に
な
る
の
か
外
に
な

る
の
か
分
か
ら
な
い
ん
で
す
が
、
そ
う
い
う
も
の
を
作
っ
て
い
た
だ
い
て
、
学
校
の
負
担
感
を
減
ら
し
、
か

つ
も
っ
と
専
門
的
な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
家
庭
の
負
担
感
も
減
り
良
く
な
る
か
ら
、
結
果
そ
れ

は
子
供
の
た
め
に
も
な
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
 

 （
～
略
～
）
 

   

学校教育部（42） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
  
  
 
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
学
校
教
育
部
教
育
未
来
創
生
室
 

 

総
合
教
育
会
議
に
お
け
る
人
事
権
移
譲
に
関
わ
る
全
て
の
議
事
録

 
Ｎ
ｏ
.2
4 

 

 

令
和
２
年
度
（
2
02
0
年
度
）
 
第
１
回

 
吹
田
市
総
合
教
育
会
議
 
議
事
録
 

 

日
 
 
時
 
 
令
和
２
年
（
20
20

年
）
10

月
28

日
（
水
）
 
午
後
２
時

00
分
か
ら
午
後
４
時

00
分
 

 出
席

者
 

 
後
藤
市
長
、
原
田
教
育
長
、
谷
口
教
育
長
職
務
代
理
者
、
和
泉
委
員
、
安
達
委
員
、

 

福
田
委
員
、
和
田
委
員
、
春
藤
副
市
長
 

 （
～
略
～
）
 

 〇
市
長
 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

 
そ
れ
で
は
次
、
協
議
案
件
の

2
番
目
で
す
ね
、
府
費
負
担
教
職
員
の
人
事
権
移
譲
、
非
常
に
リ
ア
ル
な

タ
イ
ト
ル
な
ん
で
す
け
ど
、
様
々
な
多
く
の
資
料
を
教
育
委
員
会
に
出
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
今
、
教

育
現
場
、
子
供
た
ち
、
学
校
、
そ
れ
か
ら
教
員
が
ど
ん
な
状
況
か
っ
て
い
う
の
を
正
確
に
把
握
を
し
て
か

ら
、
深
い
議
論
に
入
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
し
て
資
料
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
事
務

局
か
ら
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

〇
金
崎
教
職
員
課
長
 

（
資
料

4
-1
～
4-
6
を
説
明
）
 

〇
市
長
 

非
常
に
豊
富
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
、
少
し
学
校
現
場
の
今
の
状
況
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
数
字
で
、
ま
ず
は
ま
と
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。
総
合
教
育
会
議
で
も
こ

う
い
う
切
り
口
で
具
体
的
に
資
料
を
出
し
て
っ
て
い
う
の
は
、
多
分
初
め
て
だ
と
思
い
ま
す
。
い
じ
め
は

ど
う
す
べ
き
や
、
教
育
大
綱
は
、
と
い
う
議
論
は
し
て
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
実
際
、
数
字
か
ら
見
え
る

教
育
現
場
の
課
題
、
問
題
点
と
い
う
の
を
、
認
識
を
共
有
し
た
い
と
い
う
思
い
で
事
務
局
に
お
願
い
を
し

ま
し
た
。
 

ま
ず
資
料

4－
1、

1
3
ペ
ー
ジ
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
以
前
か
ら
私
、
最
も
驚
き
の
デ
ー
タ
だ
っ
た
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
こ
こ
ま
で
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
左
側
の
特
に
小
学
校
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ま

ず
、
小
学
校
の
先
生
方
、

3
分
の

2
が
女
性
で
す
。
男
性
は

3
分
の

1
で
す
。
そ
し
て
そ
の

3
分
の

2
の

女
性
の
先
生
の

7
割
が

20
～
30

代
で
す
。
そ
の
人
た
ち
は
全
体
の
約
半
数
を
占
め
ま
す
。

 

す
で
に
、
ど
う
表
現
し
ま
す
か
ね
、
大
出
産
時
代
っ
て
私
お
聞
き
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
先
ほ
ど
育
休

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
産
休
・
育
休
、
こ
の

20
～
30

代
の
方
々
が
層
に
入
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
働
き

方
改
革
の
話
を
出
す
ま
で
も
な
く
、
め
で
た
い
こ
と
に
対
し
て
、
社
会
は
ち
ゃ
ん
と
対
応
で
き
て
い
る
の

か
。
講
師
と
い
う
仕
組
み
で
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
昭
和
か
ら
続
け
て
い
る
よ
う
な
補
充
の
シ
ス
テ
ム
し
か

ま
だ
持
っ
て
な
い
。
 

教
員
の
加
配
と
い
う
言
い
方
は
あ
ん
ま
り
好
き
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
本
来

10
0
人
が
必
要
な
世

界
、
正
し
い
働
き
方
を
し
よ
う
と
す
る
と
バ
ッ
フ
ァ
ー
と
し
て
、
例
え
ば

12
0
人
そ
ろ
え
な
い
か
ん
と
い

学校教育部（43） 
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 う
の
が
本
来
の
や
り
方
だ
と
思
い
ま
す
。
10
0
人
が

80
人
に
な
っ
た
と
き
に
外
部
か
ら

20
人
を
求
め
て

し
の
ぐ
と
い
う
の
は
、
幸
せ
に
子
供
を
産
み
育
て
る
っ
て
い
う
職
場
環
境
に
は
な
っ
て
な
い
と
い
う
こ
と

を
強
く
感
じ
ま
す
。
 

そ
れ
と
男
性
の
方
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
45

歳
か
ら

60
歳
の
間
で

28
人
し
か
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
ん
で

す
よ
。
男
性
教
員
は
全
部
で

31
3
人
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
1
割
を
切
っ
て
ま
す
。
非
常
に

レ
ア
な
存
在
。
 

女
性
も
そ
う
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
先
ほ
ど
説
明
の
あ
っ
た
フ
ラ
ス
コ
型
の
グ
ラ
フ
の
下
の
層
が
相
談
し

よ
う
に
も
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
、
身
近
に
い
な
い
、
こ
れ
は
昔
ち
ょ
っ
と
な
か
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
い
う
気
が
し
ま
す
。
こ
ん
な
グ
ラ
フ
に
な
っ
て
な
か
っ
た
の
で
、
団
塊
の
世
代
が

お
ら
れ
る
と
き
は
、
や
っ
ぱ
り
そ
こ
が
ベ
テ
ラ
ン
と
し
て
相
談
相
手
に
な
っ
て
い
て
、
下
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
た
、
そ
の
図
式
は
完
全
に
崩
れ
て
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
後
に
あ
り
ま
す
病
欠
の
多
さ
に
直
結
を
し
て

ま
す
。
 

次
の
ペ
ー
ジ
資
料
の

4－
2
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
も
過
去
は
ど
う
だ
っ
た
ん
や
と
い
う
話
な
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
少
な
く
と
も
事
実
と
し
て
、
小
学
校

36
校
の
う
ち
非
常
に
小
規
模
化
が
進
ん
で
い
る
と

こ
ろ
が

6
校
あ
り
ま
す
。
あ
る
学
年
で

1
ク
ラ
ス
と
い
う
と
こ
ろ
が
出
て
い
る
。
 

一
方
で
、
ご
覧
の
よ
う
に
過
大
校
が
出
て
い
ま
す
。
両
方
と
も
全
く
違
う
質
の
問
題
が
あ
る
ん
で
す
。
過

小
校
の
場
合
は
い
じ
め
に
も
関
連
す
る
ん
で
す
け
ど
も
、
ク
ラ
ス
替
え
が
で
き
な
い
。
そ
れ
と
先
生
が
相

談
す
る
相
手
が
い
な
い
。

1
人
ぼ
っ
ち
で
そ
の
学
年
を
持
つ
と
い
う
閉
鎖
性
が
発
生
し
ま
す
。
一
方
で
も

っ
と
重
大
な
問
題
は
過
大
校
で
す
。
教
え
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
過
大
校
の
生
徒
の
教
育
機
会

が
明
ら
か
に
過
小
校
よ
り
少
な
い
と
。
教
育
環
境
、
教
育
条
件
の
低
さ
が
過
大
校
で
出
て
く
る
と
い
う
話

を
お
聞
き
し
て
、
な
る
ほ
ど
な
っ
て
思
い
ま
し
た
。
私
、
過
小
校
だ
け
が
問
題
だ
と
思
っ
た
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
過
大
校
こ
そ
子
供
に
対
し
て
は
問
題
だ
と
、
学
習
権
の
侵
害
だ
っ
て
い
う
話
で
す
ね
。
 

そ
れ
か
ら
そ
の
次
、
資
料

4－
3
で
す
け
れ
ど
も
、
様
々
な
人
数
で
ク
ラ
ス
が
構
成
さ
れ
て
る
ん
だ
な
っ

て
い
う
の
が
こ
れ
で
わ
か
り
ま
す
。
昔
と
違
う
な
と
い
う
気
が
し
ま
し
た
。
す
で
に
も
う
少
人
数
学
級
が

始
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
分
散
登
校
で
私
も
現
場
を
見
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
ん
で
す
け
ど
、
特
に
中
学
校
で
、
思
っ
た
よ
り
教
室
が
狭
か
っ
た
で
す
ね
、
昔
は
も
う
ち
ょ
っ
と
広
い

と
思
っ
て
た
ん
で
す
け
ど
。
そ
こ
で

20
人
が
勉
強
し
て
ま
し
た
。
も
の
す
ご
く
い
い
環
境
で
し
た
。
隣

り
と
の
距
離
も
あ
る
し
、
私
語
も
で
き
な
い
で
す
し
、
全
員
が
授
業
に
集
中
で
き
る
よ
う
な
、
こ
れ
ぐ
ら

い
の
人
数
な
ん
や
ろ
う
な
あ
と
い
う
の
を
実
感
し
ま
し
た
。
た
だ
箱
の
問
題
。
吹
田
み
た
い
に
子
供
の
人

数
が
多
い
と
こ
ろ
は
ど
う
確
保
す
る
ん
や
っ
て
い
う
、
物
理
的
な
問
題
は
当
然
あ
り
ま
す
。
た
だ
も
う
こ

う
い
う
ふ
う
に
、
20

人
か
ら

30
人
の
間
の
ク
ラ
ス
が
小
学
校
で
も

3
割
方
あ
る
っ
て
い
う
、
こ
れ
は
事

実
で
す
。
 

次
に
資
料
の

4
－
4。

体
制
の
ツ
リ
ー
を
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
一
般
的
に
は
こ
れ
を
見
た

ら
、
各
担
任
の
先
生
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
そ
の
上
司
が
首
席
で
、
そ
の
上
司
が
教
頭
で
、
最
終
決
裁

権
限
は
校
長
に
あ
る
と
見
て
し
ま
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
で
は
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
私
も
認
識
を
新

た
に
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
決
裁
権
限
は
校
長
が
お
持
ち
や
と
。
教
頭
は
管
理
職
の
中
に
入
っ
て
い
る

学校教育部（44） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
  
  
 
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
学
校
教
育
部
教
育
未
来
創
生
室
 

 

総
合
教
育
会
議
に
お
け
る
人
事
権
移
譲
に
関
わ
る
全
て
の
議
事
録

 
Ｎ
ｏ
.2
6 

 

 ん
で
す
け
れ
ど
も
、
一
般
的
に
い
う
、
行
政
で
い
う
管
理
職
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
ち
ょ
っ
と
そ
こ
追

加
説
明
し
て
も
ら
っ
て
い
い
で
す
か
。
 

〇
金
崎
教
職
員
課
長
 

一
般
的
に
は
校
長
先
生
と
教
員
と
い
う
位
置
付
け
の
二
つ
に
分
か
れ
る
ん
で
す
け
ど
も
、
教
頭
先
生
は
児

童
生
徒
の
教
育
を
つ
か
さ
ど
る
と
い
う
仕
事
を
担
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
位
置
付
け
と
し
た
ら
市
長
が
お

っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
教
員
の
方
に
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
含
ま
れ
る
、
そ
う
い
う
位
置
付
け
に
な
り
ま

す
。
 

〇
市
長
 

行
政
な
ら
ず
と
も
企
業
で
も
あ
ら
ゆ
る
組
織
で
そ
う
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
階
層
が
あ
り
ま
す
。
だ
ん
だ

ん
責
任
が
重
く
な
っ
て
い
っ
て
、
当
然
そ
こ
に
は
手
当
も
つ
い
て
、
人
事
権
、
予
算
権
限
が
だ
ん
だ
ん
増

し
て
い
く
っ
て
い
う
、
そ
う
い
う
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構
造
に
な
っ
て
組
織
が
成
り
立
っ
て
ま
す
け
れ
ど
も
、
学

校
現
場
は
全
く
違
い
ま
す
。
今
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
責
任
を
問
わ
れ
る
管
理
職
っ
て
い
う
の
は
校
長
た

だ
1
人
。
あ
と
は
教
員
で
す
。

 

で
す
の
で
、
こ
の
下
に
い
っ
ぱ
い
い
る
各
学
年
の
担
任
の
先
生
に
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
っ
て
も
、
最
終
的

な
責
任
は
そ
の
担
任
の
教
員
と
校
長
し
か
い
な
い
。
教
頭
先
生
と
首
席
の
先
生
方
は
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
役
割
は
あ
る
け
ど
、
例
え
ば
処
分
を
受
け
る
立
場
に
は
な
い
で
す
よ
ね
。
教
頭
先
生
は
一
生
懸
命
や
っ

て
一
番
忙
し
い
ん
で
す
け
ど
、
決
裁
を
す
る
、
極
端
に
言
え
ば
印
鑑
を
持
っ
て
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

こ
れ
が
我
々
の
行
政
組
織
と
全
く
違
う
と
こ
ろ
で
、
こ
の
組
織
の
中
で
、
教
員
一
人
ひ
と
り
の
先
生
方
は

ど
う
い
う
思
い
で
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
の
か
、
う
ま
く
い
っ
て
い
る
時
は
い
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う

じ
ゃ
な
い
時
に
ど
う
な
る
か
、
特
に
い
じ
め
の
問
題
で
す
ね
。
な
お
か
つ
そ
の
学
年
に
ク
ラ
ス
が
一
つ
し

か
な
い
、
相
談
相
手
が
い
な
い
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
私
は
ず
っ
と
問
題
だ
と
思
っ
て
き
ま
し
て
、
現
場

を
支
え
る
に
は
正
し
い
組
織
体
制
が
必
要
だ
と
。
昭
和
の
ま
ま
き
て
ま
す
け
れ
ど
も
、
豊
能
ブ
ロ
ッ
ク
で

は
階
層
化
し
た
ん
で
す
よ
ね
、
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
作
っ
た
ん
で
す
よ
ね
、
そ
う
聞
い
て
ま
す
け
れ
ど
も
。

そ
れ
は
正
し
い
方
向
だ
と
思
い
ま
す
。
 

次
に
資
料

4-
5
、
先
ほ
ど
触
れ
ま
し
た
け
ど
も
、
小
学
校
の
産
休
の
令
和
元
年
度
の
数
字
、
こ
れ
は
有
意

に
高
い
と
み
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と
中
学
校
の
病
休
で
す
ね
、
こ
れ
も
倍
増
し
て
い
る
。
こ
れ
一

つ
の
シ
グ
ナ
ル
や
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
っ
て

2
の
講
師
の
配
置
数
と
い
う
の
が
合
計
で
い
う
と
ド
ン

と
増
え
て
い
ま
す
。
講
師
の
先
生
方
の
ス
ト
ッ
ク
の
状
況
は
ど
う
な
の
か
と
い
う
の
が
心
配
に
な
る
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
中
学
校
で
も
病
休
の
代
替
の
先
生
が
ド
ッ
と
増
え
て
い
る
と
、
3
の
講
師
の
欠
員
状
況
な

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
月
別
に
言
う
と
年
が
明
け
た
ら
急
に
足
り
な
く
な
る
、
こ
こ
も
説
明
い
た
だ
き
た
い

ん
で
す
け
ど
、
こ
う
い
う
現
象
が
あ
り
ま
す
。
先
ほ
ど
の
特
に
小
学
校
の
女
性
教
員

20
～
30

代
が

3
分

の
2
を
占
め
る
っ
て
い
う
事
実
と
小
学
校
の
産
休
の
発
生
の
数
字
が
ド
ン
と
多
い
。
も
う
一
つ
は
組
織
そ

の
も
の
の
あ
り
方
と
中
学
校
の
先
生
方
の
病
休
の
多
さ
、
こ
れ
も
き
っ
と
リ
ン
ク
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
、

先
生
方
の
年
齢
の
低
さ
、
社
会
状
況
の
変
化
と
い
う
の
が
こ
こ
に
如
実
に
表
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
 

学校教育部（45） 
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 資
料
の

4
-6

で
す
け
れ
ど
も
、
平
成

13
年
か
ら
の
デ
ー
タ
で
す
。
た
だ
ピ
ー
ク
は
平
成

11
年
で
す
よ

ね
。
多
分
こ
れ
驚
く
よ
う
な
数
字
に
な
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。
な
ん
か

10
0
倍
と
か
っ
て
聞
い
た
こ
と
あ
る

ん
で
す
け
ど
。
そ
こ
か
ら
一
気
に
下
が
っ
て
、
採
用
が
一
気
に
増
え
だ
し
た
。
こ
の
あ
た
り
が
団
塊
の
世

代
が
抜
け
始
め
た
頃
で
す
ね
。
で
、
一
定
で
ず
っ
と
採
っ
て
き
た
平
成

17
年
か
ら

29
年
、
こ
れ
が
今
の

20
～
30

代
の
山
を
形
成
し
て
い
る
、
若
い
先
生
が
多
く
な
っ
た
っ
て
い
う
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
平
成

13
年
ま
で
の
採
用
の
先
生
が
極
端
に
少
な
い
と
い
う
の
が
こ
こ
に
表
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
大
阪
府
の
採
用

人
数
な
の
で
、
同
じ
こ
と
が
大
阪
府
内
の
全
自
治
体
で
起
こ
っ
て
い
る
と
見
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

の
中
で
も
吹
田
の
場
合
は
特
に
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
で
き
た
の
で
一
気
に
団
塊
の
世
代
の
先
生
方
が
入
っ

て
、
よ
り
如
実
に
そ
の
現
象
が
出
て
い
る
ん
だ
な
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
解
説
め
い
た
こ
と
を
言
い
ま
し

た
け
ど
、
私
の
感
じ
た
と
こ
ろ
を
申
し
上
げ
た
だ
け
で
、
ま
だ
議
論
で
き
る
時
間
が
あ
り
ま
す
の
で
、
谷

口
委
員
、
お
願
い
で
き
ま
す
か
。
 

〇
谷
口
教
育
長
職
務
代
理
者
 

 
ち
ょ
っ
と
お
伺
い
し
た
い
の
で
す
け
ど
、
資
料

4-
5
の

1
番
の
休
暇
取
得
状
況
と

2
番
の
講
師
配
置
数

は
関
係
す
る
、
相
関
す
る
と
と
っ
て
い
い
の
で
す
か
。
 

〇
金
崎
教
職
員
課
長
 

 
2
番
の
表
の
「
定
数
内
」
と
い
う
の
は
ま
た
異
な
っ
た
考
え
方
に
な
り
ま
す
。
1
番
の
表
の
「
産
休
」、

「
育
休
」、
「
病
休
等
」
に
対
し
て
、
2
番
の
表
の
事
由
が
「
代
替
」
と
書
い
て
あ
る
も
の
に
関
し
て
は
相

関
し
ま
す
。
 

〇
谷
口
教
育
長
職
務
代
理
者
 

 
と
い
う
こ
と
は
小
学
校
の
場
合
は

15
5
か
ら

84
を
引
い
た
数
、
中
学
校
の
場
合
は

88
か
ら

64
を
引

い
た
数

2
4
と
い
う
の
が
臨
時
対
応
と
い
う
こ
と
で
い
い
で
す
ね
。
 

 
こ
れ
を
見
て
い
て
思
う
の
は
、
学
校
現
場
、
特
に
小
学
校
で
い
じ
め
が
い
ろ
ん
な
形
で
起
こ
る
と
き

に
、
担
任
の
先
生
が
休
ま
れ
た
り
、
産
休
を
取
ら
れ
て
代
わ
ら
れ
て
い
た
り
と
い
う
形
で
、
教
室
の
現
場

が
変
わ
っ
て
、
子
供
た
ち
が
ざ
わ
ざ
わ
し
始
め
て
、
い
わ
ゆ
る
学
級
崩
壊
に
近
い
状
況
が
起
こ
っ
て
、
そ

の
後
か
ら
大
き
な
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
感
じ
が
ず
っ
と
し
て
い
る
の
で
す
よ
ね
。
そ
ん

な
中
で
、
こ
の
小
中
学
校
の
産
休
・
育
休
の
状
況
を
見
て
、
こ
の
数
が
そ
れ
と
関
係
す
る
の
だ
ろ
う
な
と

思
う
ん
で
す
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
さ
っ
き
計
算
し
て
み
た
ん
で
す
け
ど
、
例
え
ば
小
学
校
で
令
和
元
年

18
1

人
、
産
休
、
育
休
、
病
休
と
ら
れ
て
い
て
、
ク
ラ
ス
数
は

63
3
あ
る
の
で
す
よ
ね
、

63
3
で
割
る
と
、

28
.6
％
、
小
学
校
の
場
合
は
担
任
制
だ
か
ら
こ
れ
に
近
く
な
る
、
中
学
校
の
場
合
は
休
ま
れ
て
い
る

58

人
に
対
し
ク
ラ
ス
数
が

24
1
で

24
.1
％
、
こ
れ
は
教
科
担
任
制
だ
か
ら
違
う
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
そ
ん

な
に
大
き
な
差
は
な
い
。
先
生
全
体
で
考
え
る
と
、
小
学
校
の
先
生
は

93
7
人
の
う
ち

18
1
人
、
19
.3
％

が
休
ま
れ
て
い
る
、
中
学
校
の
先
生
は

47
4
人
の
う
ち

58
人
、
12
.2
％
休
ま
れ
て
い
る
と
い
う
と
、
む

ち
ゃ
く
ち
ゃ
差
が
あ
る
な
と
い
う
感
じ
は
し
な
い
。
小
学
校
は
一
つ
の
ク
ラ
ス
を
一
人
の
担
任
の
先
生
が

見
て
い
て
、
そ
れ
以
外
の
先
生
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
、
こ
の
組
織
図
を
見
て
い
て
も
。
中
学
校
は
教
科
担

任
制
で
あ
っ
た
り
、
副
担
任
が
い
た
り
と
か
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
ぱ
っ
と
数
字
だ
け
見
た
ら

倍
も
違
わ
な
い
の
に
現
実
問
題
、
一
人
の
小
学
校
の
先
生
が
い
な
く
な
る
と
、
特
に
一
学
年
一
ク
ラ
ス
の

学校教育部（46） 
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 学
校
で
あ
れ
ば
そ
の
学
年
の
先
生
が
い
な
く
な
る
わ
け
で
す
か
ら
ね
、
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
そ

の
辺
に
関
す
る
対
応
っ
て
い
う
の
を
き
ち
ん
と
や
っ
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
だ
ろ
う
と
。
も
ち
ろ
ん
大

き
な
流
れ
の
中
で
採
用
人
数
を
見
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
先
ほ
ど
市
長
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
み
た
い
に
、
企
業
で
も
な
ん
で
も
そ
う
で
す
け
れ
ど
、
急
に
辞
め
た
と
き
に
ど
れ
だ
け
対
応
で

き
る
か
と
い
う
の
が
企
業
の
力
だ
と
思
う
の
で
す
よ
。
僕
、
行
政
の
こ
と
は
よ
く
知
ら
な
い
で
す
け
ど
、

昔
は
た
ぶ
ん
、
一
人
職
種
は
や
め
よ
う
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
二
人
同
じ
職
種
の
人
を
置
い
と
い
て
、
代

わ
っ
て
も
困
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
教
育
も
同
じ
で
、
小
学
校
の
担
任
が
今
一

人
職
種
を
や
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
副
担
任
制
に
近
い
よ
う
な
形
に
も
っ
て
い
く
こ

と
は
、
確
か
に
そ
れ
は
す
ご
く
お
金
が
か
か
り
ま
す
け
ど
、
安
定
し
た
学
校
教
育
が
維
持
で
き
る
の
で
は

な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
 

○
市
長
 

数
字
で
分
析
し
て
い
た
だ
い
て
私
も
驚
き
ま
し
た
。
休
暇
、
い
ろ
ん
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
休
暇
の

取
得
比
率
は
、
全
教
員
分
の
と
か
、
ク
ラ
ス
分
の
と
か
、
ど
う
な
ん
で
す
か
、
こ
れ
ま
で
。
何
か
現
象
と

し
て
そ
う
い
う
事
象
が
増
え
た
っ
て
い
う
の
と
、
も
う
一
つ
は
と
り
や
す
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
、
両
方

あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
そ
こ
を
教
え
て
も
ら
え
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
 

〇
金
崎
教
職
員
課
長
 

制
度
が
か
な
り
充
実
し
て
き
た
っ
て
い
う
の
も
、
一
つ
理
由
と
し
て
は
あ
る
か
な
と
思
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
や
は
り
一
番
は
先
ほ
ど
お
話
に
あ
り
ま
し
た
よ
う
に

20
代
、
30

代
の
女
性
の
先
生
方
の
数
が
増
え

て
き
て
い
る
こ
と
に
原
因
が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
分
析
し
て
お
り
ま
す
。
 

〇
市
長
 

状
況
は
違
う
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
吹
田
市
役
所
も
こ
こ

3
年
ほ
ど
毎
年

10
0
人
レ
ベ
ル
で
採
用
し
て
い

る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
約
半
数
は
女
性
で
す
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
伝
統
的
に
男
社
会
な
ん
で
す
け
ど
、

今
大
転
換
を
一
生
懸
命
図
っ
て
い
る
最
中
で
し
て
、
学
校
教
育
現
場
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
安
達
委
員
、
お
願
い
で
き
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
 

〇
安
達
委
員
 

私
も
こ
う
や
っ
て
数
字
で
デ
ー
タ
を
見
て
、
問
題
が
可
視
化
さ
れ
て
み
る
と
、
改
め
て
衝
撃
と
い
う
と
こ

ろ
で
し
た
。
先
ほ
ど
か
ら
話
が
出
て
い
る
こ
の
休
業
中
の
先
生
の
数
っ
て
い
う
の
は
、
と
て
も
衝
撃
で
す

け
れ
ど
も
、
産
休
・
育
休
も
そ
う
な
ん
で
す
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
病
休
の
先
生
が
多
い
な
あ
と
い
う
ふ
う
に

思
っ
て
い
て
、
そ
れ
は
私
、
保
護
者
と
し
て
も
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
っ
て
、
自
分
の
子
供
の
ク
ラ
ス

の
先
生
が
病
休
と
い
う
の
は
今
ま
で
な
い
ん
で
す
け
ど
、
今
、
下
の
子
の
ク
ラ
ス
の
学
年
の
先
生
が
病
気

で
、
そ
の
ま
ま
休
職
に
入
ら
れ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
あ
る
ん
で
す
。
 

昨
日
ち
ょ
う
ど
子
供
の
個
人
懇
談
が
あ
っ
て
小
学
校
に
行
っ
た
ば
か
り
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
で
先

生
と
お
話
し
て
い
て
も
、
子
供
た
ち
の
問
題
の
表
出
の
仕
方
っ
て
い
う
の
も
昔
と
今
で
随
分
変
わ
っ
て
き

て
い
て
、
教
師
に
対
す
る
保
護
者
の
ス
タ
ン
ス
も
、
昔
は
も
う
本
当
に
先
生
様
だ
っ
た
も
の
が
今
は
違
う

と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
け
ど
、
そ
れ
は
子
供
に
つ
い
て
も
そ
う
で
、
自
分
よ
り
ず
っ
と
年
上
の
大
人
に
対

し
て
で
も
、「

そ
ん
な
言
い
方
し
て
い
い
の
、
先
生
が
そ
ん
な
言
い
方
し
て
問
題
に
な
れ
へ
ん
の
」
み
た

学校教育部（47） 
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 い
な
こ
と
を
子
供
が
言
う
。
そ
れ
に
対
し
て
先
生
も
ど
な
っ
た
り
す
る
と
、
そ
れ
は
そ
れ
で
ま
た
問
題
だ

と
さ
れ
る
か
ら
そ
う
い
う
こ
と
も
で
き
な
い
し
、
な
か
な
か
対
応
が
難
し
い
ん
で
す
み
た
い
な
話
が
あ
っ

て
、
何
と
い
う
か
、
教
育
現
場
全
体
に
対
し
て
逆
風
な
感
じ
な
の
で
、
ち
ょ
っ
と
精
神
を
壊
さ
れ
る
方
と

か
、
し
ん
ど
く
な
ら
れ
る
方
は
当
然
あ
る
だ
ろ
う
な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
見
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
今
日

こ
の
数
字
だ
っ
た
の
で
、
ち
ょ
っ
と
辛
い
な
あ
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
ま
す
。
 

こ
う
や
っ
て
改
め
て
見
て
み
て
、
何
と
か
手
を
つ
け
な
き
ゃ
い
け
な
い
し
、
や
っ
ぱ
り
人
を
き
ち
ん
と
補

充
す
る
っ
て
い
う
こ
と
の
大
切
さ
は
本
当
に
改
め
て
感
じ
る
の
で
、
補
充
の
人
を
常
に
置
い
て
お
く
こ
と

っ
て
す
ご
く
難
し
い
と
は
思
う
ん
で
す
が
、
こ
れ
だ
け
た
く
さ
ん
の
方
が
理
由
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
も
休

暇
を
と
ら
れ
る
と
い
う
現
実
が
あ
る
以
上
は
、
そ
う
い
う
時
に
そ
の
欠
員
が
出
た
ま
ま
で
、
そ
の
学
年
そ

の
ク
ラ
ス
を
走
ら
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
補
充
を
し
て
、
補
充
に
充
て
る
た
め
の
人
を
ち
ゃ
ん
と
置

い
て
お
か
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
な
と
い
う
の
は
非
常
に
思
う
と
こ
ろ
で
、
そ
う
だ
と
し
た
時
に
、
今
日
の

協
議
題
に
な
っ
て
い
る
人
事
権
移
譲
っ
て
、
ど
う
関
係
し
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
っ
て
い
う
の
は
と
て
も
謎

で
は
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
こ
を
ま
た
教
え
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
 

〇
市
長
 

リ
ア
ル
に
そ
こ
を
悩
ん
で
、
ど
う
す
べ
き
か
っ
て
各
校
長
先
生
も
教
育
委
員
会
も
考
え
て
お
ら
れ
る
と
思

う
ん
で
す
。
 

教
育
セ
ン
タ
ー
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
て
、
や
っ
ぱ
り
一
番
悩
ん
で
い
る
の
は
そ
こ
だ
と
思
う
ん
で
す

ね
。
こ
れ
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も
、
一
体
そ
う
い
う
先
生
方
の
メ
ン
タ
ル
面
も
そ
う
で
す
し
、
若
い
先
生
方

を
ど
う
一
人
前
に
す
る
か
と
か
、
一
生
懸
命
力
を
入
れ
て
い
た
だ
い
て
い
る
草
場
所
長
に
、
突
然
で
す
け

ど
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
け
ど
。
 

〇
草
場
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長
 

教
育
セ
ン
タ
ー
の
前
に
現
場
に
い
た
時
に
と
い
う
と
こ
ろ
で
先
に
ち
ょ
っ
と
だ
け
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
 

教
育
現
場
に
い
た
時
の
こ
と
で
す
が
、
私
が
若
い
頃
と
違
っ
て
、
若
い
先
生
た
ち
は
本
当
に
求
め
ら
れ
る

も
の
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
例
え
ば
保
護
者
対
応
一
つ
と
っ
て
も
、
エ
ビ
デ
ン
ス
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
が
や
っ
ぱ
り
あ
り
ま
す
。
何
を
話
す
の
に
も
根
拠
が
い
る
。
法
律
が
バ
ッ
ク
に
な
い
と
い
け
な
い
。

ま
た
即
断
即
決
を
保
護
者
に
求
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
っ
て
、
ど
の
先
生
も
非
常
に
夢
と
希
望
を
持
っ
て
、

熱
心
な
人
ば
っ
か
り
な
ん
で
す
が
、
や
は
り
求
め
ら
れ
る
も
の
が
多
す
ぎ
て
、
非
常
に
困
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
な
の
で
現
場
で
は
や
っ
ぱ
り
、
一
人
ひ
と
り
の
個
の
力
を
ど
う
重
ね
て
い
く
か

っ
て
い
う
と
こ
ろ
、
組
織
づ
く
り
っ
て
い
う
の
が
一
番
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
が
、
自
分
の

実
感
と
し
て
あ
り
ま
し
た
。
 

教
育
セ
ン
タ
ー
に
来
た
と
き
に
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
悩
ん
で
い
る
学
校
を
、
そ
れ
か
ら
一
人
一
人
非
常
に

力
を
持
っ
て
非
常
に
熱
い
思
い
を
持
っ
た
人
間
を
ど
う
育
て
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
か
っ
て
い
う
と

こ
ろ
で
今
非
常
に
悩
ん
で
い
て
、
だ
け
れ
ど
も
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
き
ち
ん
と
先
生
た
ち
に
何
と
か
し

て
、
勤
務
時
間
の
中
で
研
修
を
実
施
す
る
と
い
う
こ
と
が
今
一
番
大
事
か
な
と
セ
ン
タ
ー
で
は
考
え
て
い

て
、
せ
っ
か
く
中
核
市
に
な
っ
た
の
で
、
教
職
員
研
修
を
ト
ー
タ
ル
で
考
え
、
ど
う
い
う
キ
ャ
リ
ア
ロ
ー

学校教育部（48） 
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 ド
を
歩
ん
で
い
っ
て
も
ら
う
か
っ
て
い
う
こ
と
も
含
め
て
考
え
て
実
践
を
し
て
い
る
っ
て
い
う
形
で
す
。

根
本
は
現
場
か
ら
の
悩
み
か
ら
出
発
し
て
い
る
と
い
う
の
は
確
か
で
す
。
 

〇
市
長
 

現
場
が
大
き
く
環
境
が
変
わ
っ
て
い
る
中
で
、
20

代
の
先
生
方
の
身
に
な
っ
て
考
え
た
い
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
私

2
2
歳
で
こ
の
職
に
入
っ
て
、
使
い
物
に
な
っ
た
の
は
多
分

40
歳
ぐ
ら
い
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
、

い
や
の
ん
び
り
し
と
っ
た
な
と
い
う
話
で
す
け
ど
。
底
辺
を
広
げ
て
基
礎
を
固
め
る
期
間
が
十
分
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
間
は
上
司
が
責
任
を
と
っ
て
く
れ
て
、
指
導
も
し
て
く
れ
て
、
叱
咤
激
励
も
し
て
く
れ
ま
し

た
。
 

よ
う
や
く
市
民
、
社
会
と
し
っ
か
り
と
対
峙
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
自
分
で
も
や
っ
ぱ
り

40
歳

過
ぎ
て
か
ら
や
な
っ
て
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
あ
り
ま
す
。
 

25
歳
ぐ
ら
い
の
時
ど
う
だ
っ
た
か
っ
て
い
う
と
、
保
護
者
の
方
で

40
歳
ぐ
ら
い
で
す
か
ね
、
そ
れ
で
そ

の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
で
す
ね
、
団
塊
の
世
代
で
す
ね
。
そ
の
方
々
に
学
校
に
こ
ら
れ
て
、
エ
ビ
デ
ン
ス
で
あ

る
と
か
、
即
断
即
決
で
あ
る
と
か
、
自
分
の
権
限
責
任
で
こ
う
し
ま
す
、
い
い
え
、
そ
れ
は
こ
う
で
す
っ

て
言
い
返
せ
た
か
な
っ
て
。
 

私
も
そ
の
頃
そ
う
し
た
こ
と
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
は
後
ろ
盾
が
い
ま
し
た
。
係
員
の
時
に
は
、
当
時

主
任
は
な
か
っ
た
で
す
が
主
任
、
係
長
、
課
長
代
理
、
課
長
、
次
長
級
そ
れ
で
部
長
が
い
て
、
副
市
長
が

い
て
市
長
が
い
る
わ
け
で
す
よ
。
そ
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
に
守
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
そ
う
思
っ

て
前
を
向
く
の
と
、
後
ろ
見
た
ら
校
長
し
か
い
な
い
わ
け
で
す
よ
。
校
長
か
ら
し
た
ら
、

1
個

1
個
の
ク

ラ
ス
、
知
ら
ん
が
な
っ
て
い
う
、
お
前
は
一
国
一
城
の
主
や
ね
ん
か
ら
し
っ
か
り
せ
ん
か
い
っ
て
、
多
分

そ
う
言
わ
れ
て
る
ん
や
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。
そ
の
身
に
な
っ
て
考
え
た
と
き
に
、
本
当
に
、
そ
れ
は
病

欠
も
で
る
わ
な
っ
て
思
い
ま
す
。
特
に
社
会
人
と
し
て
、
あ
え
て
言
う
と
経
験
が
な
い
ん
で
す
よ
、
先

生
。
組
織
で
働
い
た
こ
と
が
な
い
わ
け
で
し
ょ
う
。
い
き
な
り
教
員
に
な
る
わ
け
で
す
よ
。
相
手
は
も
う

百
戦
錬
磨
で
す
よ
ね
。
 

一
定
の
あ
る
期
間
に
基
本
を
た
た
き
込
む
っ
て
い
う
意
味
で
、
草
場
所
長
に
質
問
を
投
げ
た
の
は
、
教
育

セ
ン
タ
ー
の
役
割
っ
て
い
う
の
は
本
当
に
ま
す
ま
す
大
事
に
な
っ
て
く
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
、
社
会
人
と
し
て
も
一
人
前
に
仕
上
げ
な
い
と
い
か
ん
。
教
育
技
術
の
問
題
は
学
校
内
で

や
っ
て
い
た
だ
い
た
ら
い
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
昔
は
な
か
っ
た
問
題
だ
と
思
い
ま
し
て
、
今

回
、
教
育
セ
ン
タ
ー
は

3
フ
ロ
ア
を
確
保
し
て
、
日
本
一
の
教
育
セ
ン
タ
ー
を
作
っ
て
い
た
だ
け
る
と
思

っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
意
味
で
も
行
政
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
と

い
う
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
で
は
和
田
委
員
、
お
願
い
し
ま
す
。
 

〇
和
田
委
員
 

こ
の
秋
に
何
校
か
学
校
訪
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
資
料
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
若
い
先
生
が
非
常
に

多
い
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
て
見
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
若
い
先
生
だ
か
ら
と
い
っ
て
で
き
な
い
と
い
う

わ
け
で
は
な
く
、
し
っ
か
り
し
て
子
供
と
向
き
合
い
授
業
を
さ
れ
て
い
る
先
生
が
非
常
に
多
か
っ
た
の
が

印
象
的
で
す
。
逆
に
や
っ
ぱ
り
経
験
年
数
豊
富
な
先
生
が
非
常
に
少
な
く
、
学
年
会
議
を
す
る
時
も
そ
こ

に
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
が
い
な
い
、
伝
え
ら
れ
な
い
。
伝
え
る
環
境
が
な
く
時
間
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
、

学校教育部（49） 
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 不
安
と
い
う
か
問
題
視
さ
れ
て
い
る
校
長
先
生
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
や
は
り
長
年
勤
め
ら
れ
た
経

験
を
伝
え
る
っ
て
い
う
こ
と
は
本
当
に
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
市
長
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
そ
の

役
割
を
教
育
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
補
っ
て
い
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
若
い
先
生
の
力
に
も
な
り
ま
す
し
、
い
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。
 

あ
と
、
資
料

4
－
6
の
採
用
の
グ
ラ
フ
で
す
け
ど
、
状
況
と
し
て

40
0
人
近
く
を
大
阪
府
が
採
用
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
ま
た
こ
う
い
う
傾
向
に
な
っ
て
い
く
ん
で
し
ょ
う
か
、
減
っ
た
分
を
増
や
し
て
い
く
。
そ

う
い
う
グ
ラ
フ
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
ま
た
い
ず
れ
問
題
に
な
る
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
う
ん
で
す

が
。
今
は
採
用
が
多
い
状
況
で
す
よ
ね
。
今
後
、
採
用
が
少
な
く
な
っ
て
く
る
と
い
う
状
況
も
ま
た
あ
る

の
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
う
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
辺
は
い
か
が
で
す
か
。
 

〇
金
崎
教
職
員
課
長
 

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
辺
の
見
極
め
っ
て
い
う
の
が
非
常
に
難
し
い
と
こ
ろ
な

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
吹
田
の
場
合
は
子
供
の
数
が
ず
っ
と
増
え
続
け
て
い
る
よ
う
な
状
況
で
、
そ
の
子
供

の
数
に
基
づ
い
て
学
級
数
が
決
ま
り
、
学
級
数
に
基
づ
い
て
先
生
の
数
が
決
ま
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
を

考
え
る
と
、
ま
だ
当
面
採
用
の
数
は
同
じ
よ
う
に
吹
田
で
は
続
く
の
か
な
と
い
う
ふ
う
な
見
通
し
を
持
た

せ
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。
 

〇
和
田
委
員
 

そ
し
た
ら
い
ず
れ
ま
た
減
少
し
て
い
く
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
時
期
も
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
 

〇
金
崎
教
職
員
課
長
 

そ
う
で
す
ね
。
や
っ
ぱ
り
人
の
配
当
を
い
た
だ
い
て
、
育
て
て
い
く
っ
て
い
う
部
分
に
つ
い
て
は
、
本
当

に
先
を
見
通
し
て
長
い
目
で
と
い
う
か
、
そ
の
辺
の
計
画
と
い
う
か
、
慎
重
に
や
っ
て
い
か
な
き
ゃ
い
け

な
い
な
と
い
う
ふ
う
に
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
当
面
は
吹
田
で
は
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
と
い
う
見
通

し
を
も
っ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
曖
昧
で
申
し
訳
な
い
ん
で
す
け
ど
。
 

〇
市
長
 

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
あ
り
が
ち
で
、
増
え
た
り
減
っ
た
り
、
そ
の
年
そ
の
年
、
来
年
度
の
こ
と
を
考
え
た
ら
、

採
用
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
で
も
中
長
期
的
に
考
え
た
と
き
に
均
等
化
を
図
ら
な
い
と
い
か
ん
と
分
か
っ
た

う
え
で
、
で
も
、
も
う
す
で
に
で
き
て
い
ま
す
か
ら
ね
、
山
が
、
残
念
な
が
ら
。
こ
の
人
た
ち
が
、
15

年
、
20

年
し
た
ら
、
50

代
。
そ
の
頃
多
分
充
実
し
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。
校
長
試
験
な
ん
か
な
か
な

か
通
ら
へ
ん
と
か
。
で
、
そ
の
時
に
下
が
細
っ
て
る
ん
で
す
よ
。
こ
の
下
が
抜
け
た
ら
ま
た
同
じ
こ
と
を

繰
り
返
す
ん
や
ろ
う
な
と
。
な
か
な
か
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
 

行
政
で
言
い
ま
す
と
、
も
う

10
年
も
す
れ
ば
Ａ
Ｉ
社
会
に
な
っ
て
、
行
政
事
務
も
多
く
を
Ａ
Ｉ
に
頼
る

よ
う
に
な
る
。
も
う
す
で
に
銀
行
等
で
は
リ
ス
ト
ラ
が
始
ま
っ
て
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
の
行
政
の
人
数
の

ま
ま
で
い
け
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
多
分
半
減
す
る
と
思
い
ま
す
。
じ
ゃ
あ
、
残
り
の
半
分
の
人
は
ど

う
な
る
の
か
と
言
い
な
が
ら
、

10
0
人
採
ら
ざ
る
を
え
な
い
わ
け
で
す
よ
。
Ａ
Ｉ
の
進
歩
っ
て
い
う
の
は

ち
ゃ
ん
と
計
画
的
に
見
え
て
い
る
か
っ
て
い
う
と
、
そ
れ
も
な
か
な
か
見
え
て
い
な
い
。
そ
の
中
で
、
同

じ
採
用
を
し
て
い
る
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め
に
。
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

教
員
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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 〇
市
長
 

福
田
委
員
、
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。
 

〇
福
田
委
員
 

い
ろ
い
ろ
デ
ー
タ
を
見
せ
ら
れ
る
と
、
余
計
に
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
ん
で
す
け
ど
、
一
つ
お
聞

き
し
た
か
っ
た
の
は

21
ペ
ー
ジ
の

3
番
目
の
表
で
、
12

月
か
ら

1
月
ぐ
ら
い
に
か
け
て
休
ま
れ
る
方
が

多
く
て
、
講
師
の
不
足
し
て
い
る
状
況
が
慢
性
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
や
っ
ぱ
り

2
学

期
後
半
か
ら

3
学
期
に
か
け
て
、
精
神
的
に
し
ん
ど
く
て
休
ま
れ
る
方
が
多
い
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
か

ね
。
 

数
は
そ
ん
な
に
多
く
な
い
ん
で
す
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
深
刻
で
す
よ
ね
。
 

〇
金
崎
教
職
員
課
長
 

病
休
で
休
ま
れ
る
方
の
傾
向
に
つ
い
て
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
講
師
の
方
っ
て
い
う
の
は
教
員
免
許

を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
前
提
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
方
を
探
し
て
、
1
月
、
2
月
、
3
月
と
、
3
か
月
間

だ
け
雇
用
す
る
と
い
う
条
件
に
合
致
す
る
方
を
探
す
と
い
う
の
が
非
常
に
難
し
い
と
い
う
の
が
実
情
と
し

て
あ
り
ま
す
。
教
員
の
Ｏ
Ｂ
だ
っ
た
り
、
校
長
先
生
方
も
本
当
に
い
ろ
い
ろ
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
知

り
合
い
の
方
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
り
と
か
し
て
対
応
さ
せ
て
も
ら
っ
て
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ

ま
で
の
産
休
・
育
休
で
、
も
う
す
で
に
そ
う
い
っ
た
方
に
は
い
っ
て
い
た
だ
い
て
る
っ
て
い
う
よ
う
な
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
な
か
な
か

3
学
期
の

3
か
月
間
を
は
め
込
ん
で
い
く
っ
て
い
う
の
は
非
常
に
難

し
い
と
い
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
 

〇
福
田
委
員
 

そ
れ
で
は
残
っ
て
る
教
員
の
方
で
フ
ォ
ロ
ー
し
な
が
ら
っ
て
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
ね
。
 

〇
金
崎
教
職
員
課
長
 

そ
う
で
す
ね
。
 

〇
福
田
委
員
 

結
構

3
学
期
は
忙
し
い
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
 

 
も
う
一
つ
は
若
い
方
が
多
い
っ
て
い
う
こ
と
は
、
も
う
こ
れ
都
市
化
の
問
題
で
す
よ
ね
、
市
長
。
 

集
合
住
宅
が
建
つ
と
、
ボ
ー
ン
と
人
が
増
え
て
、
子
供
が
増
え
て
、
地
域
も
家
庭
も
含
め
て
増
え
て
く
る

と
。
増
え
て
い
る
っ
て
い
う
の
は
、
全
国
的
な
状
況
を
見
る
と
う
れ
し
い
悲
鳴
な
の
で
、
ど
う
受
け
入
れ

て
い
く
か
と
い
う
話
だ
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。
 

も
う
一
つ
は
、
我
々
は
就
職
氷
河
期
の
時
代
だ
っ
た
の
で
、
企
業
に
入
っ
た
ん
で
す
け
ど
も
、
そ
の
と
き

は
結
構
少
な
か
っ
た
、
同
期
は
多
い
で
す
け
ど
、
就
職
は
し
ん
ど
か
っ
た
時
代
で
、
こ
れ
は
生
き
物
な
ん

で
仕
方
が
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
 

逆
に
若
い
人
が
多
い
の
で
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
を
積
極
的
に
運
用
し
て
い
く
っ
て
い
う
こ
と
は
、

多
分
こ
こ
に
い
る
人
よ
り
や
り
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
こ
に
い
る
人
た
ち
は
し
っ

か
り
と
受
け
と
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
い
う
ふ
う
に
は
思
い
ま
す
け
ど
ね
。
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 私
、
学
生
を
見
て

1
5
年
ぐ
ら
い
経
つ
ん
で
す
け
ど
、
15

年
見
て
も
全
然
や
っ
ぱ
り
学
生
さ
ん
の
気
質
も

変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
我
々
の
時
代
と
は
全
然
違
い
ま
す
し
、
若
い
世
代
で
考
え
方
も
や
り
方
も
違

う
の
で
、
そ
の
辺
を
き
ち
ん
と
受
け
と
め
て
あ
げ
る
必
要
が
あ
る
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

〇
市
長
 

教
育
セ
ン
タ
ー
で
も
教
育
の
Ｉ
Ｔ
化
っ
て
、
重
い
課
題
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。
つ
い
て
い
け
る
か
。
操
作

ぐ
ら
い
で
き
た
っ
て
、
要
は
コ
ン
テ
ン
ツ
の
問
題
で
す
よ
ね
。
そ
れ
を
今
の
子
供
た
ち
が
「
お
っ
」
と
思

う
、
興
味
を
引
く
よ
う
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
る
っ
て
い
う
の
は
、
今
ま
で
の
教
室
で
の
教
育
の
ス
キ
ル
と

は
、
ま
た
一
つ
違
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
い
う
、
そ
れ
は
追
い
つ
け
そ
う
で
す
か
。
 

〇
草
場
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長
 

子
供
の
教
育
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
生
か
す
っ
て
い
う
今
回
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で
す
け
れ
ど
も
、
も
と
も

と
子
供
を
主
語
に
ど
う
い
う
ふ
う
に
授
業
を
作
っ
て
い
く
か
っ
て
い
う
の
が
今
回
の
学
習
指
導
要
領
の
大

き
な
視
点
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
を
加
速
化
す
る
っ
て
い
う
意
味
で
は
、
子
供
た
ち
に
あ
る
意
味
ゆ
だ

ね
る
教
育
っ
て
い
う
の
が
進
む
の
で
は
な
い
の
か
と
思
っ
て
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
い
く
と
、
福
田
委

員
が
言
わ
れ
ま
し
た
よ
う
に
、
若
い
世
代
の
先
生
た
ち
な
ん
か
は
そ
の
辺
の
と
こ
ろ
が
思
い
き
り
が
い
い

の
で
、
今
、
国
が
ね
ら
い
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
子
供
を
主
語
に
し
た
教
育
、
問
い
を
自
分
で
解
決
し
て

い
く
、
予
測
不
可
能
な
時
代
に
対
応
し
て
い
く
人
材
を
作
っ
て
い
き
や
す
い
の
か
な
と
い
う
の
は
あ
り
ま

す
。
も
ち
ろ
ん

50
代
、
私
も

5
0
代
で
す
け
れ
ど
も
、
進
ん
で
積
極
的
に
こ
れ
を
利
活
用
し
て
い
く
っ
て

い
う
気
合
い
の
あ
る
先
生
方
も
た
く
さ
ん
現
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
 

〇
市
長
 

今
20
～

3
0
代
が
多
い
こ
と
が
働
き
方
の
意
味
で
ち
ょ
っ
と
悩
ま
し
い
み
た
い
な
発
信
し
て
ま
す
け
ど
、

逆
に
強
み
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
そ
れ
は
大
い
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

生
徒
さ
ん
、
保
護
者
も
含
め
て
、
感
覚
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
、
世
代
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
っ
て
い
う

の
を
全
く
私
も
リ
ア
ル
に
感
じ
て
い
ま
し
て
。
私
事
で
す
け
ど
、
う
ち
の
孫
、
毎
日
来
る
ん
で
す
け
ど
、

２
歳
９
か
月
な
ん
で
す
け
ど
、
自
分
で
ス
マ
ホ
を
立
ち
上
げ
て
、
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
に
飛
ん
で
、
そ
の

中
か
ら
メ
ニ
ュ
ー
を
見
て
、
選
ん
で
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
変
え
て
、
そ
れ
が
終
わ
っ
た
ら
今
度
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
に

移
っ
て
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
見
て
。
3
歳
に
な
っ
て
な
い
ん
で
す
よ
。
す
ご
い
な
と
。
 

そ
う
い
う
子
た
ち
が
小
学
校
に
入
っ
て
く
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
小
学
校
に
入
っ
て
い
た
ら
も
う
自
由
に
使

っ
て
る
わ
け
で
す
よ
。
お
そ
ら
く
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
チ
ャ
ッ
ト
し
た
り
し
て
る
は
ず
な
ん
で
す
よ
。
そ
の
子
た
ち

が
中
学
に
行
く
ま
で
に
、
多
分
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
や
る
ん
で
す
よ
。
 

そ
う
い
う
子
供
た
ち
の
、
企
業
で
い
う
と
顧
客
の
急
激
な
変
化
で
す
よ
ね
。
顧
客
の
変
化
に
ビ
ジ
ネ
ス
が

つ
い
て
い
け
て
る
の
か
っ
て
い
う
、
そ
こ
を
問
わ
れ
て
い
る
の
が
教
育
委
員
会
だ
と
思
う
ん
で
す
。
若
さ

を
大
い
に
生
か
す
っ
て
い
う
の
は
、
急
に
明
る
い
話
に
な
っ
て
今
う
れ
し
か
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
そ

こ
は
押
さ
え
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
和
泉
委
員
、
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。
 

〇
和
泉
委
員
 

今
、
先
生
方
の
教
育
の
ス
キ
ル
の
問
題
と
い
う
お
話
も
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
数
の
関
連
か
ら
、
小
学
校
の

先
生
と
中
学
校
の
先
生
が
子
供
た
ち
を
持
つ
人
数
が
、

1
人
当
た
り
、
中
学
校
の
場
合
に
は
平
均

19
名
、

学校教育部（52） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
  
  
 
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
学
校
教
育
部
教
育
未
来
創
生
室
 

 

総
合
教
育
会
議
に
お
け
る
人
事
権
移
譲
に
関
わ
る
全
て
の
議
事
録

 
Ｎ
ｏ
.3
4 

 

 小
学
校
の
場
合
は
平
均

23
名
に
な
り
ま
す
、
1
人
の
先
生
が
子
供
た
ち
に
教
え
た
り
指
導
し
た
り
す
る
状

況
と
い
う
の
に
大
変
な
差
が
出
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
。
 

ま
た
、
吹
田
の
場
合
は
特
に
過
大
校
・
過
小
校
、
特
に
過
大
校
の
と
こ
ろ
で
、
80
0
人
以
上
の
児
童
数
を

超
え
る
小
学
校
が

7
校
あ
り
ま
す
。
70
0
人
以
上
で

10
校
あ
る
と
い
う
よ
う
な
状
況
で
も
あ
り
、
ま
た
中

学
校
の
場
合
に
お
い
て
も
、
70
0
人
以
上
の
学
校
が

4
校
あ
り
ま
す
、
こ
う
い
う
状
況
は
他
市
で
は
見
ら

れ
な
い
現
象
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
 

そ
し
て
組
織
図
を
見
ま
す
と
、
特
に
小
学
校
の
場
合
は
管
理
職
が
校
長
先
生

1
人
で
あ
っ
て
、
あ
と
は
担

任
任
せ
に
な
っ
て
い
る
、

1
年
、
2
年
は
副
担
任
と
い
う
よ
う
な
形
で
ス
タ
ー
タ
ー
が
つ
い
て
も
ら
っ
て

お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
全
学
年
、
中
学
校
の
よ
う
に
は
配
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
小
学
校
の
先
生
方
の
負

担
と
い
う
も
の
が
非
常
に
大
き
い
。
特
に
吹
田
の
場
合
に
は
、
過
大
校
と
言
わ
れ
る
マ
ン
モ
ス
校
が
あ
る

わ
け
で
す
の
で
、
当
面
の
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
先
生
の
補
充
も
し
て
い
き
な
が
ら
、
子
供
た
ち
の
指

導
、
教
育
、
特
に
今
問
題
に
な
っ
て
い
る
い
じ
め
の
問
題
を
い
ち
早
く
察
知
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
整
備

す
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
 

当
然
、
予
算
の
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
市
の
独
自
の
展
開
と
し
て
、
今
後
い
じ
め
が
な
く
な
る
、
ま
た
教

育
の
ス
キ
ル
を
高
め
ら
れ
る
教
育
現
場
を
作
っ
て
い
く
こ
と
、
こ
れ
が
課
題
で
は
な
い
か
と
の
思
い
が
い

た
し
ま
す
。
 

〇
市
長
 

非
常
に
大
き
な
課
題
を
吹
田
市
教
育
委
員
会
は
抱
え
て
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
は
行
政
も
同
じ
で
す
。
 

そ
こ
で
一
旦
元
に
戻
り
ま
し
て
、
協
議
題
の
タ
イ
ト
ル
は
「
府
費
負
担
教
職
員
の
人
事
権
移
譲
に
つ
い

て
」。

こ
こ
に
お
ら
れ
る
皆
さ
ん
、
お
わ
か
り
な
ん
で
し
ょ
う
け
ど
、
府
費
負
担
教
職
員
っ
て
何
か
。「

え

っ
人
事
権
無
い
の
」
っ
て
い
う
の
が
多
分
一
般
市
民
感
覚
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
資
料

5
に
レ
ジ

ュ
メ
が
あ
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
こ
れ
に
関
し
て
、
春
藤
副
市
長
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。

 

〇
春
藤
副
市
長
 

私
よ
り
教
育
委
員
会
の
方
が
詳
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
、
あ
く
ま
で
も
大
阪
府
が
多
く
の
権
限
を
今

持
っ
て
い
る
状
態
で
す
。
権
限
移
譲
を
さ
れ
た
の
は
豊
能
地
区
だ
け
で
す
け
れ
ど
、
そ
の
中
で
も
お
そ
ら

く
教
職
員
定
数
や
学
級
編
成
、
こ
れ
は
給
与
負
担
に
関
わ
る
こ
と
な
の
で
大
阪
府
が
持
っ
た
ま
ま
に
な
ら

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
 

先
ほ
ど
か
ら
の
い
ろ
い
ろ
な
課
題
と
い
う
の
を
正
面
か
ら
解
決
を
し
て
い
く
一
つ
の
方
策
と
し
て
、
人
事

権
移
譲
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
ず
例
え
ば

35
人
学
級
を
や
ろ

う
と
し
て
も
、
今
で
も
講
師
の
方
を
市
費
で
雇
用
す
れ
ば
可
能
で
す
け
れ
ど
、
正
職
で
は
雇
え
ま
せ
ん
。
 

我
々
市
長
部
局
の
方
で
は
、
先
ほ
ど
か
ら
話
題
に
な
っ
て
い
る

30
代
の
女
性
職
員
が
す
ご
く
多
く
の
割

合
を
占
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
予
備
定
数
と
い
う
考
え
方
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
も
う
こ
こ
で
そ

こ
ま
で
言
わ
な
く
て
も
わ
か
る
で
し
ょ
う
け
ど
、
デ
ー
タ
的
に
見
て
年
間
、
出
産
・
育
休
で
何
名
休
ま
れ

て
い
る
か
、
1
年
以
上
休
ま
れ
て
い
る
人
数
を
大
体
平
均
す
れ
ば
何
十
名
と
出
て
く
る
わ
け
で
す
か
ら
、

そ
の
人
数
は
予
備
定
数
と
い
う
こ
と
で
定
数
に
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
し
て
採
用
す
る
と
。
そ
う
し
て
い
く
の

が
当
然
の
こ
と
で
、
そ
れ
が

30
代
、
子
育
て
を
支
え
る
人
事
政
策
で
も
あ
り
ま
す
し
、
適
正
な
行
政
運

学校教育部（53） 
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 営
と
い
う
こ
と
の
考
え
方
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
教
育
現
場
で
も
同
じ
こ
と
だ
と
私
は
思

っ
て
い
ま
す
の
で
、
小
学
校
も

30
代
の
女
性
の
方
の
割
合
が
非
常
に
多
い
。
で
、
今
女
性
の
平
均
結
婚

年
齢
は

3
0
歳
と
言
わ
れ
て
ま
す
か
ら
、

30
代
を
超
え
た
あ
た
り
か
ら
出
産
さ
れ
る
の
が
当
然
見
込
ま
れ

る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
に
対
応
す
る
人
事
政
策
が
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
を
例
え
ば
府
の

方
が
や
っ
て
い
た
だ
け
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
と
、
ち
ょ
っ
と
そ
う
い
う
状
況
に
は
な
い
の
か
な
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
こ
も
含
め
て
抜
本
的
な
対
応
を
す
る
た
め
に
は
、
課
題
は
当
然
あ
る
と
思
い
ま

す
、
多
く
の
教
職
員
の
方
の
人
事
を
や
っ
て
い
く
わ
け
で
す
か
ら
、
事
務
的
な
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
け
れ

ど
、
我
々
行
政
職
は
市
単
独
で
独
自
に
採
用
し
て
る
わ
け
で
、
北
摂
で
採
用
し
て
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
2
千
人
以
上
の
職
員
を
採
用
し
て
る
わ
け
で
す
か
ら
一
定
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
持
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

課
題
は
課
題
と
し
て
解
決
す
る
方
向
も
考
え
合
わ
せ
て
、
人
事
権
移
譲
を
正
面
か
ら
検
討
す
べ
き
時
期
に

来
て
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
は
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
絶
対
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
け
れ

ど
、
お
そ
ら
く
そ
う
い
う
こ
と
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
加
配
職
員
も
正
職
で
雇
え
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を

す
る
こ
と
が
教
職
員
の
方
の
支
え
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
組
織
運
営
上
考
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

〇
市
長
 

 
資
料
の
最
終
ペ
ー
ジ
、

26
ペ
ー
ジ
の
括
弧
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
下
の
方
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
大
阪
府
議
会
で
の
質
疑
応
答
で
す
。
大
阪
府
の
知
事
か
ら
中
核
市
へ
の
権
限
移
譲
に
つ

い
て
非
常
に
積
極
的
な
答
弁
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
決
し
て
二
重
行
政
の
解
消
と
い
う
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
府
教
委
と
市
教
委
の
二
重
行
政
の
解
消

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
分
権
で
す
、
地
方
自
治
で
す
。
吹
田
市
の
特
質
に
合
わ
せ
た
、
こ
れ
か
な
り

特
殊
な
市
で
す
、
大
阪
の
中
で
も
。
市
の
状
況
、
子
供
の
状
況
に
合
わ
せ
た
教
育
の
体
制
っ
て
い
う
の
は

吹
田
市
で
な
い
と
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

 
今
こ
う
し
て
危
機
的
な
状
況
っ
て
い
う
の
は
ご
説
明
を
し
ま
し
た
。
一
方
で
、
吹
田
市
の
小
中
学
生
の

学
力
は
大
阪
府
内
で
断
ト
ツ
で
す
。
全
国
で
も
ほ
ぼ
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
あ
り
ま
す
。
教
育
現
場
の
危
機
的

な
状
況
と
子
供
た
ち
の
学
力
の
高
さ
。
一
見
、
相
矛
盾
し
そ
う
な
状
況
に
今
吹
田
市
が
あ
る
わ
け
で
、
そ

こ
に
入
っ
て
い
く
べ
き
教
育
っ
て
い
う
の
は
、
あ
る
特
質
を
備
え
て
い
な
い
と
。
そ
の
学
力
の
高
い
子
供

た
ち
の
保
護
者
に
、
真
っ
向
か
ら
向
か
い
合
え
る
、
そ
う
い
う
責
任
を
持
っ
て
教
育
を
で
き
る
教
員
が
、

特
に
吹
田
は
必
要
だ
と
い
う
こ
と
は
感
じ
て
い
ま
す
。
 

大
阪
府
全
体
で
採
用
を
し
た
教
員
が
、
吹
田
市
に
派
遣
さ
れ
る
。
そ
の
先
生
方
を
、
も
ち
ろ
ん
吹
田
に
合

わ
せ
て
っ
て
い
う
の
は
、
教
育
セ
ン
タ
ー
の
研
修
や
学
校
の
仕
事
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
そ
も
そ

も
と
い
う
と
こ
ろ
が
や
っ
ぱ
り
あ
る
よ
う
に
私
は
感
じ
て
ま
し
て
。
 

 
な
ら
ば
、
ど
う
な
ん
だ
っ
て

25
ペ
ー
ジ
の
一
覧
表
を
見
て
い
た
だ
い
た
ら
一
目
瞭
然
な
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
吹
田
市
が
持
つ
教
育
の
権
限
と
い
う
の
は
こ
の
通
り
で
す
。
今
の
大
き
な
話
を
じ
ゃ
あ
や
り
ま
し

ょ
う
か
っ
て
吹
田
市
教
育
委
員
会
が
そ
の
気
に
な
っ
た
っ
て
権
限
が
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
一

つ
の
手
法
と
し
て
、
人
事
権
を
吹
田
が
取
っ
た
ら
ど
う
だ
と
。
 

学校教育部（54） 
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 今
副
市
長
か
ら
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
簡
単
な
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
き
な
話
で
す
け
れ
ど
も
、
今
こ

れ
で
放
っ
て
お
け
る
の
か
、
じ
ゃ
あ
他
に
解
決
方
法
が
あ
る
ん
だ
っ
た
ら
、
一
緒
に
な
っ
て
並
行
し
て
検

討
し
ま
し
ょ
う
よ
っ
て
い
う
の
が
、
今
回
テ
ー
ブ
ル
に
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、
ま
ず
リ
ア
ル
な
状
況

を
ご
覧
い
た
だ
い
て
、
今
後
も
議
論
を
し
て
い
き
た
い
と
そ
の
よ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
し
て
。
教
育
長
よ

ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。
 

〇
原
田
教
育
長
 

私
も
教
育
委
員
さ
ん
と
学
校
現
場
を
回
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
本
当
に
先
生
方
は
一
生
懸
命

授
業
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
若
い
先
生
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
う
ま
く
使
い
な
が
ら
、
子
供
た
ち
に
関

心
を
持
た
せ
る
よ
う
に
授
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
我
々
の
立
場
と
し
て
は
そ
う
い
う
、
特
に
若
い
先
生
、

も
ち
ろ
ん
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
も
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
け
ど
も
、
若
い
先
生
を
守
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と

が
必
要
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
意
味
で
一
つ
の
方
策
を
や
っ
ぱ
り
具
体
に
し
て
い
か

な
あ
か
ん
な
と
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

や
は
り
人
が
要
る
。
こ
の
間
も
あ
る
学
校
に
行
っ
た
ら
、
校
長
は
い
る
ん
で
す
け
ど
教
頭
は
い
な
か
っ

た
。
な
ぜ
な
ら
ば

1
人
の
担
任
の
先
生
が
休
ん
で
い
る
か
ら
授
業
に
入
っ
て
ま
す
と
。
教
頭
と
会
え
な

い
、
し
ゃ
べ
れ
な
い
っ
て
い
う
そ
ん
な
状
態
で
、
本
当
に
人
が
足
り
な
い
っ
て
い
う
、
本
当
に
苦
し
い
学

校
運
営
を
さ
れ
て
い
る
校
長
も
い
ま
す
ん
で
、
何
と
か
支
え
て
き
た
い
な
と
い
う
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

今
人
事
権
移
譲
の
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
中
核
市
移
行
と
な
っ
た
の
で
、
人
事
権
移
譲
に
つ
い
て

大
阪
府
へ
要
望
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
府
の
回
答
は

26
ペ
ー
ジ
に
書
い
て
ま
す
よ
う
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
単

位
で
の
移
譲
を
前
提
と
し
て
い
る
と
い
う
回
答
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

我
々
教
育
委
員
会
と
し
て
は
本
日
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、
課
題
の
解
消
も
含
め
て
、
と
に
か
く
教
育
行
政

を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
学
校
教
育
を
常
に
支
援
し
て
い
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
そ
の
実
現
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
探
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

〇
市
長
 

こ
の
状
況
を
続
け
る
と
ど
う
な
る
か
っ
て
い
う
こ
と
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
公
立
小
中
学
校
の
現
場
が
ま

す
ま
す
疲
弊
を
し
て
き
て
、
あ
る
意
味
レ
ベ
ル
が
下
が
っ
て
き
ま
す
。
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
が
だ
ん
だ
ん
で

き
な
く
な
っ
て
く
る
。
そ
の
時
に
保
護
者
の
目
が
向
く
の
は
、
私
立
小
中
学
校
で
す
。
間
違
い
な
い
で

す
。
 

で
、
公
立
が
ま
す
ま
す
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
っ
て
い
く
。
そ
れ
が
東
京

23
区
内
で
か
な
り
前
か
ら
起

こ
っ
て
る
の
は
ご
存
じ
の
通
り
で
す
。
東
京

23
区
内
の
公
立
中
学
校
の
現
状
っ
て
い
う
の
は
、
ご
存
じ

の
方
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
大
阪
と
は
全
く
違
い
ま
す
。
そ
こ
そ
こ
で
き
る
子
は
み
ん
な
私
立

に
行
き
ま
す
。
そ
う
な
る
予
兆
を
私
は
今
、
特
に
吹
田
で
感
じ
て
い
ま
す
。
可
処
分
所
得
が
多
く
て
、
学

力
が
高
く
て
、
塾
に

2
個
ぐ
ら
い
通
っ
て
い
て
、
中
学
校
そ
れ
だ
っ
た
ら
私
立
に
行
こ
う
か
、
も
う
そ
の

傾
向
は
す
で
に
出
て
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
そ
れ
が
さ
ら
に
高
ま
っ
て
く
る
と
公
立
中
学
校
に
と

っ
て
非
常
に
危
険
な
状
況
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
状
況
に
決
し
て
置
い
て
は
い
け
な
い
と
思
っ

て
い
ま
し
て
、
そ
れ
は
教
育
委
員
会
も
同
じ
考
え
だ
と
思
い
ま
す
。
先
を
読
ん
だ
と
き
に
、
そ
う
な
ら
な

学校教育部（55） 
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 い
よ
う
に
何
し
た
ら
い
い
か
っ
て
い
う
発
想
も
必
要
だ
と
思
っ
て
ま
す
。
働
き
方
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
現
場
を
支
え
た
い
っ
て
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
意
味
も
含
ん
で
ま
す
の
で
、
一
緒
に
な
っ
て
取

り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
谷
口
委
員
、
最
後
よ
ろ
し
い
で
す
か
。
 

〇
谷
口
教
育
長
職
務
代
理
者
 

今
市
長
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
吹
田
市
の
子
供
た
ち
が
非
常
に
優
秀
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
事
実
で

す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
学
校
教
育
に
裏
付
け
さ
れ
て
い
る
か
っ
て
い
う
と
こ
ろ
に
関
し
て
見
る
と
、
可
処

分
所
得
が
高
い
地
域
は
成
績
が
い
い
と
い
う
の
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
で
も
ず
っ
と
出
て
き
て
る
わ
け
な

の
で
す
よ
ね
。
 

最
終
的
な
段
階
で
私
立
と
公
立
と
い
う
と
こ
ろ
の
区
分
も
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
と
僕
自
身
も
思
う
の

で
す
。
た
だ
公
教
育
っ
て
い
う
の
は
、
最
終
的
に
僕
が
思
っ
て
い
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
落
ち
こ
ぼ
れ
を
作

ら
な
い
、
最
低
レ
ベ
ル
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
で
き
る
子
供
た
ち
を
ち
ゃ
ん
と
作
っ
て
い
こ
う
じ
ゃ
な
い

か
、
極
端
な
話
、
貧
困
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
断
つ
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
義
務
教
育
で
き
ち
ん
と
し
た
形

で
の
教
育
を
す
る
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
が
大
事
に
な
っ
て
こ
よ
う
か
な
と
い
う
ふ
う
な
視
点
も
あ
ろ
う
か

と
思
う
の
で
す
。
で
き
る
子
を
ど
ん
ど
ん
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
も
す
ご
く
大
切
だ
け
れ
ど
も
、

で
き
な
い
子
供
に
、
生
き
て
い
く
の
に
最
低
限
必
要
な
学
力
を
つ
け
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
公
教
育
が
あ

る
意
味
だ
し
、
す
ご
く
大
切
な
こ
と
だ
と
思
う
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
今
度
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

な
ん
か
は
そ
う
い
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
か
な
り
補
え
る
一
つ
の
手
段
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。
 

大
き
な
意
味
で
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
く
。
そ
の
中
で
教
育
セ
ン
タ
ー
の
働
き
が
す
ご
く
大
事

に
な
っ
て
こ
よ
う
か
と
僕
も
本
当
に
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
の
で
ね
。
市
長
部
局
の
方
で
た
く
さ
ん
の
お
金

を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
部
屋
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
人
数
も
か
け
て
い
た
だ
け
た
ら
良
い
の
じ
ゃ
な
い

か
な
と
僕
自
身
は
思
っ
て
い
ま
す
。
 

 （
～
略
～
）
 

             

学校教育部（56） 
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令
和
元
年
度
（
2
01
9
年
度
）
 
第
２
回

 
吹
田
市
総
合
教
育
会
議
 
議
事
録
 

 

日
 
 
時
 
 
令
和
元
年
（
20
19

年
）
10

月
３
日
（
木
）
 
午
前

10
時

00
分
か
ら
午
前

11
時

33
分
 

 出
席

者
 

 
後
藤
市
長
、
原
田
教
育
長
、
谷
口
教
育
長
職
務
代
理
者
、
和
泉
委
員
、
安
達
委
員
、

 

福
田
委
員
、
和
田
委
員
、
春
藤
副
市
長
 

 （
～
略
～
）
 

 ○
市
長
 
 
 

し
っ
か
り
と
お
願
い
し
ま
す
。
一
朝
一
夕
で
解
決
す
る
問
題
で
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
こ
れ
を
始
め
て
み
た

ら
、
改
め
て
次
の
課
題
が
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
発
見
を
す
る
と
い
う
そ
れ
も
一
つ
の
目

的
で
す
の
で
、
教
育
委
員
会
の
動
向
を
引
き
続
き
行
政
と
し
て
も
し
っ
か
り
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
し
、
で
き
る
こ
と
と
い
う
の
も
行
政
と
し
て
も
考
え
ま
す
し
、
教
育
委
員
会
か
ら
の
提
案
も
お
待
ち
を
し

て
お
り
ま
す
。
 

 
こ
こ
で
資
料
１
、
２
は
終
わ
り
ま
し
て
、
３
、
４
は
先
ほ
ど
御
説
明
し
ま
し
た
よ
う
に
、
ち
ょ
っ
と
３
だ

け
改
め
て
確
認
を
し
た
い
。
真
ん
中
に
あ
る
の
が
吹
田
市
の
教
育
委
員
会
、
こ
れ
は
管
理
と
執
行
、
こ
れ
が

キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。
じ
ゃ
あ
、
何
が
な
い
か
と
言
う
と
先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
左
側
で
す
。
大
阪
府
教
育
委
員

会
に
あ
る
採
用
と
異
動
と
処
分
で
す
。
こ
の
こ
と
を
よ
く
質
問
さ
れ
た
り
す
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
何
で
そ

ん
な
教
師
が
お
る
ね
ん
、
よ
そ
に
移
し
た
ら
え
え
や
ん
、
そ
れ
か
ら
、
処
分
を
吹
田
市
は
し
な
い
の
か
、
こ

の
こ
と
の
構
造
を
理
解
し
て
い
た
だ
い
て
い
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
端
を
発
す
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
ど

う
も
そ
れ
を
説
明
す
る
と
言
い
わ
け
に
き
こ
え
た
り
と
か
す
る
の
で
す
が
、
こ
の
構
造
だ
け
は
今
ゆ
る
ぎ

な
い
大
阪
府
教
育
委
員
会
、
吹
田
市
教
育
委
員
会
の
構
造
で
す
。
こ
こ
に
問
題
あ
り
と
い
う
か
、
新
た
な
展

開
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
地
域
に
よ
っ
て
は
ブ
ロ
ッ
ク
で
教
員
の
人
事
権
と
い
う
の
を
、
採
用
人
事
権

を
処
分
も
含
め
て
複
数
の
市
で
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
吹
田
市
に
お
い
て
も
議
会
で
は
そ
う

す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
根
強
く
出
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
御
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
 

 
同
じ
よ
う
に
、
一
番
右
の
市
長
の
権
限
と
い
う
の
は
、
権
限
と
い
い
ま
す
か
責
任
と
い
う
か
、
予
算
権
限

は
持
っ
て
い
ま
す
、
古
く
な
っ
た
学
校
を
新
し
く
す
る
と
か
、
そ
れ
の
か
か
わ
り
に
限
定
を
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
あ
と
は
、
教
育
長
を
任
命
す
る
、
こ
れ
は
議
会
の
同
意
を
得
て
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
こ
ま
で
だ
っ
た
の

が
総
合
教
育
会
議
と
い
う
の
が
設
け
ら
れ
て
、
境
界
領
域
の
問
題
を
こ
こ
で
解
決
し
よ
う
と
。
た
だ
し
、
こ

れ
は
決
定
し
て
指
示
を
す
る
機
関
で
は
な
い
、
こ
の
議
論
の
内
容
を
参
考
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
や
は
り
、

教
育
委
員
会
と
行
政
と
の
間
は
し
っ
か
り
と
領
域
が
分
か
れ
て
い
る
、
そ
の
上
で
何
が
で
き
る
か
と
い
う
、

あ
え
て
こ
の
図
式
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

 
資
料
４
は
言
う
ま
で
も
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
大
体
そ
う
大
き
な
差
は
な
い
。
あ
と
は
予
算
を
ど
う
使

学校教育部（57） 
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 っ
て
い
る
か
と
い
う
の
は
こ
こ
か
ら
は
あ
ら
わ
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
総
額
と
し
て
は
、
大
き
く
変
化
は
な

い
と
い
う
と
こ
ろ
を
お
示
し
い
た
し
ま
し
た
。
 

 
こ
こ
で
一
旦
、
１
の
い
じ
め
防
止
に
つ
い
て
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
資
料
の
１
に
沿
っ
て
議
論
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
、
今
回
示
し
た
案
、
進
行
中
、
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
、
実
効
性

の
あ
る
取
組
に
な
る
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
取
組
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 
中
長
期
的
な
課
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
は
こ
と
吹
田
だ
け
で
と
じ
る
問
題
で
は
な
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
な
が
ら
、
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

 
こ
れ
は
継
続
と
い
う
こ
と
で
、
毎
回
恐
ら
く
議
題
に
挙
げ
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 
そ
れ
で
、
そ
の
他
、
大
ざ
っ
ぱ
な
書
き
方
を
し
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
よ
う
に
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
、
学
校
の
現
場
、
教
育
委
員
会
に
あ
る
と
感
じ
て
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、
お
感
じ
に
な
っ
て
い

る
点
、
そ
れ
と
こ
う
い
う
解
決
法
が
あ
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
を
、
ち
ょ
っ
と
セ
ッ
ト
で
御
発
言

い
た
だ
け
る
と
、
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
け
れ
ど
も
。
和
泉
委
員
、
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。 

 （
～
略
～
）
 

学校教育部（58） 



1 校内教育支援教室における支援内容

（１） 居場所の提供 ・教職員や居場所サポーターによる児童・生徒への寄り添い

・不登校・登校しぶり傾向のある児童・生徒と教職員や居場所サポーターとの関係づくり

・児童・生徒同士をつなげる活動等、人間関係づくり

（２） 学習支援 ・個別の目標設定に応じた学習支援（教科書や一人ひとりに合わせた教材を活用）

・学習用端末を活用した学習及び授業参加、メタバース参加

・自学自習の支援

（３） 連携業務 ・教職員、スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカー等専門職、教育支援教室（あるくの森）との連携

（４） その他 ・校内教育支援教室の環境整備（ルールづくり含む）

・家庭との連携

2 居場所サポーター（校内教育支援員）の配置経過

年度 校数(校)

令和３年度
（２０２１年度）

0

令和４年度
（２０２２年度）

0

令和５年度
（２０２３年度）

1

令和６年度
（２０２４年度）

7

令和７年度
（２０２５年度）

20

学校教育部   学校教育室 

学校教育部　教育センター

配置校（小学校・中学校） 配置職員

佐井寺小学校、東佐井寺小学校、豊津第二小学校、山手小学校、
西山田小学校、津雲台小学校
豊津中学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小学校）６校　（中学校）１校

東佐井寺小学校、豊津中学校・・・大阪府不登
校等対策支援事業における府費職員(校内教
育支援員)
上記以外の学校・・・市費職員（居場所サポー
ター）

吹田第二小学校、千里第一小学校、千里第三小学校、佐井寺小学校、
東佐井寺小学校、豊津第一小学校、豊津第二小学校、山手小学校、
山田第一小学校、山田第三小学校、東山田小学校、西山田小学校、
千里丘北小学校、津雲台小学校、藤白台小学校、桃山台小学校
第一中学校、佐井寺中学校、豊津中学校、山田中学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小学校）１６校　（中学校）４校

市費職員（居場所サポーター）

不登校児童・生徒・保護者への支援・対策内容と効果（過去５年間）   No.1

東佐井寺小学校
大阪府不登校等対策支援事業における
府費職員(校内教育支援員)
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3 学校外での不登校児童・生徒への支援及び保護者支援について

（１） 取組内容

（２） 教育支援教室の入室者数の推移

光の森 28 光の森 26 光の森 35

学びの森 46 学びの森 48 学びの森 48

合計 74 合計 74 合計 83

学校教育部   学校教育室 

学校教育部　教育センター

家庭訪問活動
外出することが難しい児童・生徒に対して、フレンド（学生等ボランティア）やスタッフが家庭を訪問し、話し相手や
遊び相手になることで、児童・生徒の社会的自立への支援を行う。

不登校児童・生徒・保護者への支援・対策内容と効果（過去５年間）   No.2

市内公共施設を活用した
居場所づくり

児童会館・児童センター等の市内公共施設と連携し、まずは外出を目標とする児童・生徒がいつでも利用できる
多様な居場所づくりを市内全域で進めている。

保護者支援

個別支援として、教育相談における個別の相談や、あるくの森での教育相談員による面談（月１回程度）の実施。
保護者同士のつながり支援として、あるくの森での保護者懇談会や、市PTA協議会と連携した「不登校フォーラ
ム」の実施。
不登校ポータルサイトを活用した不登校支援にかかる情報の提供。

教育支援教室

光の森
（令和５年度

(2023年度)まで）

外出が可能であり小集団活動に入ることができそうな児童・生徒を対象に、小集団での学習やさまざまな体験的
な活動を行い、社会的自立を図る。

学びの森
（令和５年度

(2023年度)まで）

外出が可能な児童・生徒を対象に、個別対応を中心とした活動や学習を行い、人間関係づくりを支援し社会的自
立を図る。児童・生徒の状況に応じて個別対応から小集団への参加も促す。

あるくの森
（令和６年度

(2024年度)から）

外出が可能な児童・生徒を対象に、個別対応や小集団での学習・体験活動を行い、自らの進路を主体的に捉え、
社会的自立に向かうことができるよう支援を行う。

人数 あるくの森 192 あるくの森 199

（単位 ： 人）

令和３年度
（２０２１年度）

令和４年度
（２０２２年度）

令和５年度
（２０２３年度）

令和６年度
（２０２４年度）

令和７年度
（２０２５年度）
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4 効果

（１） 不登校児童・生徒数の推移

（２） 新規不登校児童・生徒数の推移

（３） 学校内外の機関等で専門的な相談・指導を受けていない児童・生徒数の推移

※学校内・・・養護教諭、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー等

   学校外・・・教育支援教室(あるくの森)、フリースクール等民間施設、医療機関、相談機関等

※専門的な相談・指導を受けていない場合でも、担任や学年教員が児童・生徒と関わりを持ち、様々な支援を行っています。

学校教育部   学校教育室 

学校教育部　教育センター

（単位 ： 人）

令和３年度
（２０２１年度）

令和４年度
（２０２２年度）

令和５年度
（２０２３年度）

令和６年度
（２０２４年度）

令和７年度
（２０２５年度）

不登校児童・生徒・保護者への支援・対策内容と効果（過去５年間）   No.3

中学校（前年度比） 434 　    486(＋12%) 　    537(＋10.5%) 　    598(＋11.4%) 　    659(＋10.2%)

小学校（前年度比） 271 　    315(＋16.2%) 　    369(＋17.1%) 　    359(－2.7%) 　    344(－4.2%)

小学校（前年度比） 196 　    169(－13.8%) 　    192(＋13.6%)       187(－2.6%) 　    164(－12.3%)

（単位 ： 人）

令和３年度
（２０２１年度）

令和４年度
（２０２２年度）

令和５年度
（２０２３年度）

令和６年度
（２０２４年度）

令和７年度
（２０２５年度）

（単位 ： 人）

令和３年度
（２０２１年度）

令和４年度
（２０２２年度）

令和５年度
（２０２３年度）

令和６年度
（２０２４年度）

令和７年度
（２０２５年度）

中学校（前年度比） 236 　    227(－3.8%) 　    208(－8.4%) 　    235(＋13%) 　    273(＋16.2%)

学校教育部（61）

中学校（前年度比） 237       309(+30.4%)       369(+19.4%)       132(－64.2%) 　    86（－34.8％）

小学校（前年度比） 75       147(+96%)       164(+11.6%)       70(－57.3％) 　    23（－67.1％）



学校教育部学校教育室

１．小学校
令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

令和６年度
（2024年度）

令和７年度
（2025年度）

学 級 数 246 学級 266 学級 273 学級 277 学級 291 学級

児 童 数 1,407 人 1,588 人 1,628 人 1,696 人 1,872 人

障 が い 児 介 助 員
配 置 数

32 人 31 人 31 人 29 人 27 人

障 が い 児 補 助 員
配 置 数

46 人 46 人 59 人 58 人 66 人

※学級数及び児童数は各年度５月１日現在、障がい児介助員配置数及び障がい児補助員配置数は各当該年度末の人数で記載しています。

２．中学校
令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

令和６年度
（2024年度）

令和７年度
（2025年度）

学 級 数 79 学級 87 学級 87 学級 78 学級 83 学級

生 徒 数 402 人 462 人 486 人 440 人 510 人

障 が い 児 介 助 員
配 置 数

7 人 5 人 5 人 4 人 4 人

障 が い 児 補 助 員
配 置 数

17 人 17 人 19 人 18 人 22 人

※学級数及び生徒数は各年度５月１日現在、障がい児介助員配置数及び障がい児補助員配置数は各当該年度末の人数で記載しています。

小・中学校別支援学級数、児童・生徒数及び障がい児介助員数等の配置数の推移（過去５年間）
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令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

（2021年度） （2022年度） （2023年度） （2024年度） （2025年度）

小学校 10 8 11 8 2 39

中学校 3 2 3 2 0 10

22 21 20

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

（2021年度） （2022年度） （2023年度） （2024年度） （2025年度）

小学校 9 10 10 7 13 49

中学校 1 4 2 1 4 12

学校教育部（63）

学校教育部教職員課

【転入】吹田市へ

【転出】吹田市から

（単位：人）

（単位：人）

計

計

　吹田市外への異動と吹田市外から異動してきた教職員数（過去５年間）



年度 職名 事案の種別 事案の内容 処分日 懲戒処分量定

教諭 一般服務関係 体罰 停職１月

校長 一般服務関係 管理監督責任 戒告

教諭 一般服務関係 休暇等の不正取得 平成29年（2017年）2月10日 減給６月

平成29年度
（2017年度）

教頭 一般服務関係 職務専念義務違反 平成30年（2018年）3月29日 戒告

教諭 一般服務関係 体罰 減給１月

校長 一般服務関係 管理監督責任 戒告

教諭 公務外非行関係 暴行・傷害 平成31年（2019年）3月28日 停職３月

教諭 一般服務関係 体罰 平成31年（2019年）3月28日 減給３月

令和元年度
（2019年度）

校長 一般服務関係 管理監督責任 令和元年（2019年）11月29日 戒告

令和2年度
（2020年度）

教諭 公金・公物関係 手当等不正受給 令和3年（2021年）8月27日 免職

教諭 公金・公物関係 手当等不正受給 令和4年（2022年）2月25日 減給１月

令和４年度
（2022年度）

教諭 公務外非行関係 性的暴行等 令和5年（2023年）11月2日 免職

教諭 公務外非行関係 性的暴行等 令和6年（2024年）3月26日 免職

教諭 公務外非行関係 交通法規違反 令和6年（2024年）9月24日 戒告

教諭 一般服務関係 体罰 令和6年（2024年）11月28日 減給６月

教頭 一般服務関係 体罰 令和7年（2025年）3月27日 減給1月

令和７年度
（2025年度）

学校教育部（64）

平成28年度
（2016年度）

学校教育部教職員課

教職員の懲戒処分の事案と大阪府教育委員会への報告内容（過去１０年間）

平成30年（2018年）6月29日

平成28年（2016年）5月18日

平成30年度
（2018年度）

令和３年度
（2021年度）

令和５年度
（2023年度）

令和６年度
（2024年度）



国語 社会 数学 理科 音楽 美術 保体 技術 家庭 英語

令和３年度（2021年度）実施 3.3 3.2 6.3 3.3 2.8 3.3 2.6 9.8 2.0 2.0 3.4

令和４年度（2022年度）実施 3.1 2.8 8.0 4.1 2.2 4.6 1.9 12.2 1.3 1.6 4.0

令和５年度（2023年度）実施 3.0 3.5 9.6 5.1 2.6 5.4 2.6 14.0 2.4 1.9 5.6

令和６年度（2024年度）実施 2.7 2.4 6.4 3.0 2.3 3.7 1.9 12.5 1.6 1.5 4.1

令和７年度（2025年度）実施 1.9 1.9 3.1 1.8 1.6 1.8 2.2 5.2 1.2 1.2 1.8

国語 社会 数学 理科 音楽 美術 保体 技術 家庭 英語

令和３年度（2021年度）実施 2.9 3.7 7.5 3.1 2.1 17.3 2.2 19.0 2.1 3.3 5.3

令和４年度（2022年度）実施 2.4 2.1 4.5 4.0 1.8 3.2 2.6 8.5 1.7 1.2 3.5

令和５年度（2023年度）実施 2.3 2.5 8.8 2.2 2.3 3.7 2.1 16.5 2.0 1.4 4.0

令和６年度（2024年度）実施 2.1 2.8 4.1 2.0 2.2 2.6 2.0 11.5 1.4 2.1 3.3

令和７年度（2025年度）実施 1.5 3.3 3.8 1.5 1.3 3.3 1.9 5.7 1.2 1.2 1.5

中学校

大阪市教育委員会

大阪府、大阪市、堺市及び豊能地区における小・中学校の教員採用試験の倍率（過去５年間、教科別）　No.１

学校教育部教職員課

（単位：倍）

学校教育部（65）

（単位：倍）

中学校

大阪府教育委員会

小学校

小学校



国語 社会 数学 理科 音楽 美術 保体 技術 家庭 英語

令和３年度（2021年度）実施 4.6 3.6 9.5 4.2 2.8 8.5 3.0 15.5 7.0 3.0 4.1

令和４年度（2022年度）実施 3.0 2.8 5.1 2.4 1.8 5.3 1.7 8.6 2.0 2.0 2.5

令和５年度（2023年度）実施 2.2 3.1 5.1 1.8 1.3 5.7 3.5 8.4 1.5 1.8 2.1

令和６年度（2024年度）実施 2.2 8.7 6.4 2.8 1.6 3.8 5.0 17.8 1.0 2.3 3.4

令和７年度（2025年度）実施 2.8 4.8 7.3 3.3 2.3 3.3 2.7 8.3 1.3 2.0 6.8

国語 社会 数学 理科 音楽 美術 保体 技術 家庭 英語

令和３年度（2021年度）実施 3.7 6.6 9.4 7.0 7.0 6.7 6.0 16.0 1.5 2.5 4.1

令和４年度（2022年度）実施 2.8 5.2 6.3 4.3 3.7 17.0 3.0 7.3 2.3 2.5 3.1

令和５年度（2023年度）実施 2.8 3.1 6.4 3.3 1.9 12.0 2.3 6.0 4.5 4.0 2.7

令和６年度（2024年度）実施 3.4 2.2 5.2 3.8 2.3 3.5 5.0 8.7 2.5 - 3.1

令和７年度（2025年度）実施 4.6 3.4 6.5 4.8 2.6 9.0 2.0 14.6 1.0 1.5 4.0

学校教育部（66）

豊能地区教職員人事協議会

小学校

（単位：倍）

中学校

中学校

学校教育部教職員課

（単位：倍）

堺市教育委員会

小学校

大阪府、大阪市、堺市及び豊能地区における小・中学校の教員採用試験の倍率（過去５年間、教科別）　No.２



国語 社会 数学 理科 音楽 美術 保体(男） 保体(女） 技術 家庭 英語 計

令和３年度（2021年度） 104 10 9 11 9 2 4 19 6 1 2 12 85

令和４年度（2022年度） 113 14 17 12 9 4 5 25 9 3 4 14 116

令和５年度（2023年度） 119 12 18 12 7 3 3 19 9 3 2 13 101

令和６年度（2024年度） 111 10 16 14 6 2 4 14 10 3 2 11 92

令和７年度（2025年度） 108 10 15 7 9 6 3 20 11 5 2 14 102

学校教育部教職員課

（単位：人）

学校教育部（67）

※毎年５月１日現在

中学校
小学校

吹田市立小・中学校教諭の欠員数（過去５年間、教科別）



（単位：人）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

（2021年度） （2022年度） （2023年度） （2024年度） （2025年度）

病気休職者数 6 5 2 2 4

代替講師数 6 5 2 0 1

22 21 20

（単位：人）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

（2021年度） （2022年度） （2023年度） （2024年度） （2025年度）

病気休職者数 5 2 5 3 3

代替講師数 4 2 5 3 3

22 21 20

【小学校】

※５月１日現在

学校教育部（68）

【中学校】

学校教育部教職員課

※５月１日現在

　吹田市立小・中学校教諭の病気休職者数と補充講師数（過去５年間）



学校教育部　教育センター

1　主訴別教育相談の件数及び種別の実人数
（単位：人）

出張教育
相談 SC

出張教育
相談 SC

出張教育
相談 SC

出張教育
相談 SC

出張教育
相談 SC

小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校 小学校
小学校
中学校

小学校
小学校
中学校

161 46 275 793 266 30 296 1,039 289 35 252 707 246 37 291 780 226 37 282 822

7 40 16 79 10 31 36 361 7 29 46 98 2 26 47 305 8 28 63 201

5 11 71 287 9 22 116 385 6 7 50 381 1 13 111 552 7 3 167 439

7 2 13 24 6 3 7 130 7 4 4 21 6 1 4 49 5 4 4 45

6 3 19 76 3 3 5 97 5 0 12 256 6 4 6 100 10 0 19 94

152 42 246 468 152 29 371 653 173 17 338 370 156 23 411 510 163 18 495 426

201 21 412 334 187 20 519 485 169 9 483 388 150 13 555 531 149 11 469 503

6 1 16 264 4 1 19 337 3 1 14 260 10 2 18 372 3 0 19 271

0 15 17 66 0 15 27 122 2 19 9 119 0 19 16 136 0 14 21 124

20 7 49 103 24 7 52 137 26 12 72 165 25 9 51 278 26 14 99 265

1 1 2 6 1

3 0 12 79 4 0 10 115 5 1 37 86 10 2 47 163 5 1 54 123

（0） （0） （1） (19) 0 0 0 4 0 0 0 2 0 0 0 29 0 0 0 10

0 46 5 149 0 58 4 97 0 37 4 158 0 47 7 169 0 38 6 274

568 234 1,151 2,723 665 219 1,462 3,963 692 171 1,321 3,013 612 196 1,564 3,980 602 168 1,698 3,598

※電話相談のみ、匿名での相談が可能であり実人数の把握ができないため、延べ人数を記載
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電話
相談
※

来所
相談

電話
相談
※

来所
相談

電話
相談
※

来所
相談

電話
相談
※

来所
相談

電話
相談
※

来所
相談

非 行 ・ 不 良 行 為

令和7年度（2025年度）

合 計

ヤ ン グ ケ ア ラ ー

家 庭 の 問 題
(家 庭 の 環 境)

教 職 員 と の 関 係

心や身体に関すること
（心身の健康・保健）

学 習 （ 勉 強 等 ）
（ 学 業 ・ 進 路 ）

発 達 障 が い 等

虐 待

貧 困 の 問 題

そ の 他

暴 力 行 為

友 人 関 係

令和6年度（2024年度）令和5年度（2023年度）令和4年度（2022年度）

い じ め 問 題

令和3年度（2021年度）

不 登 校

「主訴別教育相談の件数及び種別」の実人数及び「スクールカウンセラー・出張教育相談の配置状況及び相談回数」の実人数（過去５年間）    No.1

主訴

相談種別



学校教育部　教育センター

２　スクールカウンセラー（大阪府派遣）の配置状況及び相談実人数

３　出張教育相談員の配置状況及び相談実人数

学校教育部（70）

令和6年度（2024年度）

8,501人

1,151人

14～20回

全36小学校に各１人

令和3年度（2021年度）

2,723人

実人数

令和4年度（2022年度）

配置人数

7,572人

実人数

延べ相談人数

延べ相談回数 3,182回

配置回数（年間）

35回

全18中学校に各１人

令和5年度（2023年度）

1,462人

全18中学校に各１人

14～20回

全36小学校に各１人

令和4年度（2022年度）

3,963人

3,752回 3,842回

1,321人

15または20回

全36小学校に各１人

令和5年度（2023年度）

3,013人

1,564人

全36小学校に各１人

令和6年度（2024年度）

3,980人

小学校12回/中学校35回

30回

5,343回

1,698人

30回

全35小学校に各１人

令和7年度（2025年度）

3,598人

6,370回

「主訴別教育相談の件数及び種別」の実人数及び「スクールカウンセラー・出張教育相談の配置状況及び相談回数」の実人数（過去５年間）　　　No.2

7,483人 10,244人 9,006人

小学校12回/中学校35回

全小・中学校に各１人

令和7年度（2025年度）

全小・中学校に各１人

35回

派遣人数

派遣回数（年間） 35回

全18中学校に各１人

令和3年度（2021年度）



学校教育部教育センター 

 

 

指導改善研修受講対象者数（過去５年間） 

 

１ 吹田市における指導改善研修受講対象者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 指導改善研修について 

 （１）根拠…教育公務員特例法第二十五条、大阪府教育行政基本条例第九条第三項 

 （２）対象…指導が不適切な教員 

 （３）定義…「指導が不適切な教員」とは、必要な資質、能力、適性を有しないため、幼児、児童又は生徒に対する指導を適切に行う

ことができない者であって、指導改善研修等により指導の改善が見込まれる者をいう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育部（71） 

年度 人数（人） 

令和３年度（2021年度） ０ 

令和４年度（2022年度） ０ 

令和５年度（2023年度） ０ 

令和６年度（2024年度） ０ 

令和７年度（2025年度） ０ 



学校教育部　教育センター

研修名 対象 回数（年間） 研修項目（回数） 主な研修内容

セルフマネジメント（１回） 働くための基礎的素養／接遇／メンタルヘルス

授業づくり（１０回） 児童・生徒主体の授業づくり／情報教育／幼保小中の連携・接続／水泳実技研修／先輩教諭の授業参観

児童・生徒理解（３回） 学級経営／児童虐待防止／児童・生徒・保護者との関わり方／

特別支援教育（２回） 特別な支援が必要な児童・生徒の理解と支援／児童・生徒の見取りと支援

人権教育（３回） 人権尊重の教育／様々な人権課題／人権教育の視点から見た集団作り

校内研修（年間280時間程度） 基礎的素養、学級経営、授業づくり、自校での教育課題の解決及び実践

授業づくり（２回） 児童・生徒主体の授業づくり

セルフマネジメント（１回） 学び続ける教職員の意識向上

児童・生徒理解（１回） 学級経営

社会体験研修（２回） 幼保小中の連携・接続／保育体験研修

校内研修（年間20時間程度） 基礎的素養、学級経営、授業づくり、自校での教育課題の解決及び実践

セルフマネジメント（２回） 働く上での基礎的素養／今求められる資質・能力について

服務規律（１回） 職務について

人権教育（１回） 人権教育の視点から見た集団作り

特別支援教育（１回） 特別な支援が必要な児童・生徒の見取り方と支援方法

授業づくり（１回） 学習評価

５年目教諭 ３回 メンタリング（３回） メンタリング【理論】【実践】【検証】

危機管理　／人権教育　（１回） リスクマネジメント／吹田市の人権課題

チームビルディング（３回） チームビルディン【理論】【実践】【検証】

授業づくり（２回） 児童・生徒の力を伸ばす授業づくり

選択講座（４回） 児童・生徒理解、人権教育、情報教育、特別支援教育　等から４講座

校内研修（年間20時間程度） 校内研修の企画立案及び実践

セルフマネジメント（１回） １０年目を迎えての振り返りと展望

選択講座（１回） 児童・生徒理解、人権教育、情報教育、特別支援教育　等から１講座

中核市移行後の吹田市における教員の法定研修一覧

１年目教諭 １９回

２年目教諭 ６回

学校教育部（72）

１年目
養護教諭
栄養教諭

６回

中堅教諭等資質向上研修

１０年目
養護教諭
栄養教諭

２回

初任者研修

10年目教諭 １０回



学校教育部教育センター

台数（台） 決算額（円） 決算額（円）

令和２年度（2020年度） 22,105 926,317,040 7,507 401,822,960 188,100,000

令和３年度（2021年度） 1,341 62,981,710 352 19,525,000 171,600,000

令和４年度（2022年度） 36 2,102,760 1,985 108,900,000 307,291,820

令和５年度（2023年度） 0 0 900 59,202,000 199,214,400

令和６年度（2024年度） 0 0 800 43,450,000 199,214,400

令和７年度（2025年度） 4,218 226,262,109 9,721 521,454,234 199,214,400

合計 27,700 1,217,663,619 21,265 1,154,354,194 1,264,635,020

ＧＩＧＡスクール構想開始から令和７年度（2025年度）までの教育用タブレット購入・更新及び通信ネットワーク整備・再構築の執行状況

小学校用端末（iPad）
中学校用端末（Windows）

令和６年度(2024年度）以降はiPad GIGAスクールネットワークシス
テム構築・運用保守業務委託料
（円）台数（台）

学校教育部（73）

※2





地域教育部資料





部 名
ペ ー ジ
番 号

資　料　名

地域教育 1～3 過去３年間に実施した新規・拡充・廃止・縮小事業の一覧（地域教育部所管分） 塩見

要求委員名





地域教育部まなびの支援課　　　　　　　

№ 室課 実施年度 区分 小事業 事業内容 成果 決算額（円）
前年度

決算額（円）
制度
改正等

1
まなびの支援

課
令和７年度

（2025年度）
拡充 生涯学習事業

関西大学連携講座オンデマンド配信の実施による
拡充
※なお、本拡充に伴う経費は発生しておりませ
ん。

これまで講座への申込み自体を諦
めていた方や、都合により一部の
講座に参加ができなかった方への
学習機会を提供することができ
た。

0 0 市

2
まなびの支援

課
令和７年度

（2025年度）
廃止

吹三地区公民
館整備事業

整備事業終了による廃止 － 0 337,179,170 市

3
青少年クリエ
イティブセン

ター

令和７年度
（2025年度）

拡充
青少年クリエ
イティブセン
ター管理事業

青少年クリエイティブセンター体育館への空調設
備導入による拡充

体育館へ空調設備を導入し、熱中
症を防止できた。

1,095,600 0 市

4
放課後

子ども育成室
令和７年度

（2025年度）
拡充

留守家庭児童
育成室運営事

業

留守家庭児童育成室指導員確保のための人材派遣
サービスの活用による拡充

人材派遣サービスの活用期間を延
長し、指導員の欠員に対応すると
ともに、２人の派遣指導員を直接
雇用へ切替えることができた。

42,655,142 66,349,761 市

5
放課後

子ども育成室
令和７年度

（2025年度）
拡充

留守家庭児童
育成室運営事

業

幼稚園・認定こども園における放課後児童健全育
成事業の実施による拡充

民設民営による放課後児童健全育
成事業所の施設整備を１か所で行
い、令和８年度（2026年度）に開
設した。

5,000,000 0 国

6
放課後

子ども育成室
令和７年度

（2025年度）
拡充

留守家庭児童
育成室運営事

業

地域子ども・子育て支援事業における事業継続支
援事業による拡充

物価上昇の中でも、安定的な事業
運営を継続して実施できるよう物
品の購入等に係る経費に対して充
当等を行った。

7,500,000 0 国

7
放課後

子ども育成室
令和７年度

（2025年度）
縮小

留守家庭児童
育成室運営事

業
放課後キッズスクエア運営業務終了による縮小

一斉受付申請時での待機児童がな
かったため、令和７年度(2025年
度)は実施しなかった。

0 85,042,500 市

過去３年間に実施した新規・拡充・廃止・縮小事業の一覧（地域教育部所管分） №１

地域教育部（1）



地域教育部まなびの支援課　　　　　　　

№ 室課 実施年度 区分 小事業 事業内容 成果 決算額（円）
前年度

決算額（円）
制度
改正等

8 中央図書館
令和６年度

（2024年度）

拡充
※債務負
担行為の

み

図書館管理事
業

図書館総合システムの再構築による拡充

令和７年度(2025年度)中のシステ
ム更新に伴い、図書館ホームペー
ジのレイアウトの見直し等を開始
した。

当該年度
 0

翌年度
110,165,605

0 市

9 青少年室
令和６年度

（2024年度）
拡充

青少年育成事
業

さわやか元気キャンプの開催回数増による拡充

新たに年度末に開催したことによ
り、年度が変わっても、つながり
のある事業を実施することができ
た。

23,200 0 市

10
放課後

子ども育成室
令和６年度

（2024年度）
拡充

留守家庭児童
育成室管理事

業
教材等の公費負担化（備品等）による拡充

保護者会が直接負担していた育成
室の備品について公費で負担し、
また、保護者会の会計事務等の負
担を軽減した。
※令和７年(2025年)４月から開始
のため、予算措置せず。

0 0 市

11
放課後

子ども育成室
令和６年度

（2024年度）

拡充
※債務負
担行為の

み

留守家庭児童
育成室運営事

業

放課後キッズスクエア運営業務の年度延長による
拡充

令和７年度(2025年度)も待機児童
が発生見込みで待機児童数も増加
の見込みであったため、業務責任
者の数を増やし、より子供の安全
管理ができるようにした。
※一斉受付申請時での待機児童が
なかったため、令和７年度(2025年
度)は実施せず。

0 0 市

12
放課後

子ども育成室
令和６年度

（2024年度）
拡充

留守家庭児童
育成室運営事

業
教材等の公費負担化（教材等）による拡充

保護者会が直接負担していた育成
室の教材や消耗品等について公費
で負担し、保護者会の会計事務等
の負担を軽減した。

8,003,502
※拡充分以外の教

材費等を含む。
0 市

13
まなびの支援

課
令和５年度

（2023年度）
廃止

北千里小学校
跡地複合施設
整備事業（公

民館）

整備事業終了による廃止 － 0 375,818,897 市

14 中央図書館
令和５年度

（2023年度）
廃止

北千里小学校
跡地複合施設
整備事業（図

書館）

整備事業終了による廃止 － 0 864,844,435 市

過去３年間に実施した新規・拡充・廃止・縮小事業の一覧（地域教育部所管分） №２

地域教育部（2）



地域教育部まなびの支援課　　　　　　　

№ 室課 実施年度 区分 小事業 事業内容 成果 決算額（円）
前年度

決算額（円）
制度
改正等

15 文化財保護課
令和５年度

（2023年度）
拡充

博物館展示等
事業

博物館収蔵品データベースの構築及び公開による
拡充

収蔵品のデータベースの公開によ
り、博物館での観覧以外に、収蔵
品の情報発信を進めることができ
た。

742,500 0 市

16 青少年室
令和５年度

（2023年度）
拡充

青少年育成事
業

さわやか元気キャンプスタッフのスキルアップ講
習会開催による拡充

スタッフとして、子供たちの抱え
る課題への向き合い方や自然体験
活動に関する知識などに関し、学
ぶ機会を設けることができた。

39,390 0 市

17 青少年室
令和５年度

（2023年度）

拡充
※債務負
担行為の

み

こどもプラザ
事業

「太陽の広場」民間委託モデル事業の実施による
拡充

地域で「太陽の広場」を安定的に
実施できる事業とするための検証
を行った。

当該年度
     0
翌年度

7,095,780

0 市

18
放課後

子ども育成室
令和５年度

（2023年度）
拡充

留守家庭児童
育成室運営事

業

放課後児童支援員等処遇改善事業の実施による拡
充

子ども・子育て支援交付金を活用
し、従事者の賃金改善を行った委
託事業者に対して、賃金改善相当
分の委託料を支払った。

13,778,600 0 国

19
放課後

子ども育成室
令和５年度

（2023年度）

拡充
※債務負
担行為の

み

留守家庭児童
育成室運営事

業

放課後キッズスクエア運営業務の対象者拡大によ
る拡充

令和６年度(2024年度)も待機児童
が発生見込みであったため、実施
箇所数を拡充し、待機児童のみか
ら利用を希望する４年生を対象と
し、対象者の拡充を行った。

当該年度
　　　0
翌年度

85,042,500

0 市

過去３年間に実施した新規・拡充・廃止・縮小事業の一覧（地域教育部所管分） №３

地域教育部（3）


